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「特別寄稿」によせて

「特別寄稿」は、 ジェンダー研究センターが設立 周年を迎えた
年に新設されたセクションです。ジェンダー・セクシュアリティ研究において
見過ごされがちな問題、チャレンジングなテーマ、時宜にかなったトピックな
どについて、独自の視点から果敢に研究・実践活動をされている第一人者の
方々に、不定期にご寄稿いただいております。

お伽噺　その遺産と転回
三回目の今回は、 年 月 日に本学で英語開催したシンポジウム「お

伽噺　その遺産と転回：ジェンダー×セクシュアリティ×比較文学」（

）での発表をもとにご寄稿いただいた論文を掲載します。お伽噺は
神秘的な存在が跋扈する世界です。このシンポジウムは、そういった神秘的な
存在をモチーフとする文学や芸術作品を、ジェンダー・セクシュアリティの視
点から分析しました。　

村井まや子さん（神奈川大学）は、鴻池朋子による「狼少女」のモチーフを
用いたビジュアル作品（絵画、彫刻、アニメなど）が、古典的お伽噺が前提と
している二項対立（人間と動物、男と女、人間社会と自然など）をどのように
撹乱するかを、図像学的に分析します。

クリストファー・サイモンズさん（国際基督教大学）は、シェイクスピアの
二つの戯曲『夏の夜の夢』と『テンペスト』に登場する妖精たちの歌と踊りの
シーンが、当時の家父長的・異性愛的な社会規範を（劇中のひと時にせよ）転
覆する可能性をはらんでいたことを指摘します。

生駒夏美さん（国際基督教大学、シンポジウム企画者）は、狼のモチーフを
多用するフェミニスト作家アンジェラ・カーターの作品が、キリスト教規範に
よる性の抑圧、その中で存在を許されない人間を「狼」「狼人間」として語る
ヨーロッパの伝統、さらには許しや和解・共生の可能性をあぶりだしているこ
とを明らかにします。

いずれの論考も、「子供向け」または「古典（的キャラクター）」として見ら



れがちな妖精（ ）およびお伽噺（ ）を、人間の性とその抑圧の
物語という視点から、抜本的に見直すことを迫ります。子供に対してのみなら
ず、大人もまた自分自身に対して、お伽噺を語り直す必要があるのです。

加藤恵津子（編集委員長）
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Fairy Tales, Their Legacy and Transformation
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Wolves and Witches: Sexual Outcasts in Angela Carter’s Fairy Tales1

Natsumi IKOMA

The Bloody Chamber



 The Wolf as Literary Motif 
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“The Werewolf”
The 

Bloody Chamber

follows her about all the time
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“The Company of Wolves“



“Wolf-Alice”
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“Peter and the Wolf”

Black Venus
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Conclusion
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狼と魔女：アンジェラ・カーターの童話における性的異端者
生駒夏美

フェミニスト的な童話の語り直しで知られる英国現代作家アンジェラ・カー
ターは、特に狼のモチーフを好んで用いた。狼が出てくる物語で最も有名なも
のは 世紀末に出版されたペロー作「赤ずきん」であろうが、女性の性的無
垢と男性の性的放縦が対比され、女性のセクシュアリティを無化した家父長的
物語となっている。本論文ではカーターによる四つの狼物語を分析し、「赤ず
きん」に顕著に見られるような二項対立的な性のジェンダー構造をカーターが
撹乱する様子を見る。カーターは狼を使って、西欧のキリスト教による性の抑
圧を批判し、性を自然な営みとして再評価する。そして、カーターの狼物語は
転覆的なだけではなく、狼物語を歴史に位置付け、狼人間の言説がちょうど魔
女言説と同じように機能し、ジェンダー、セクシュアリティ、年齢、身体的な
特徴など、特定のグループの排除と直接的につながってきた歴史的な事実を明
らかにしている。狼や狼人間への恐怖が恣意的に構築されていく過程は、社会
において存在を許される人間の概念が構築される過程でもある。その中で、規
範を逸脱する人間がいかに狼とされ、存在を消されてきたかを一連のカーター
の狼物語は暴露すると共に、癒しと赦し、共生の可能性をも描き出す。

Keywords:
赤ずきん、狼、セクシュアリティ、魔女裁判、語り直し
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Foot-Loose and Fancy-Free: Song and Dance as Representations of 
Gender and Sexuality in Shakespeare’s Fairy Plays

Christopher SIMONS

A Midsummer Night’s Dream The Tempest
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A Midsummer Night’s Dream



A Midsummer Night’s Dream

The 
Tempest

A Midsummer Night’s Dream
The Tempest

A Midsummer Night’s 
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Dream
The Tempest

A 
Midsummer Night’s Dream
The Tempest



A Midsummer Night’s Dream

Robin Good-Fellow, His Mad Pranks and 
Merry Jests

Robin Good-Fellow
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A Midsummer Night’s Dream



A Midsummer Night’s Dream The Tempest

A Midsummer Night’s Dream: a dance denied
A Midsummer Night’s Dream
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The Faerie Queene

Fairy Song: An Ineffective Lullaby
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A Midsummer Night’s Dream



A Midsummer Night’s Dream
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The Tempest
A Midsummer Night’s Dream The 

Tempest

The Tempest

A Midsummer Night’s Dream

A 
Midsummer Night’s Dream



Ariel’s Songs

necessary

A Midsummer Night’s Dream

The Tempest

The Tempest

The Tempest
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The Tempest

Ariel’s Songs and Music
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Exit

Enter FERDINAND and 
ARIEL, invisible, playing and singing

literally



Ariel plays the tune a tabor and 
pipe

No-body and Some-body
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follow

Aeneid

on the top invisible



One dowl that’s in my plume

The Tempest

A Midsummer Night’s Dream The Tempest
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A Midsummer Night’s Dream

prevents

Fairy Dance
A Midsummer Night’s Dream The Tempest

A Midsummer Night’s 
Dream The Tempest

A Midsummer Night’s Dream
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The Tempest

A Midsummer Night’s Dream



A Midsummer Night’s Dream
The Tempest

graceful dance

they

A Midsummer Night’s Dream
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A Midsummer Night’s Dream

The Tempest

starts suddenly
to 

a strange hollow and confused noise  heavily vanish



A Midsummer Night’s Dream

Conclusion
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A Midsummer Night’s Dream The Tempest,

A Midsummer Night’s Dream

A Midsummer Night’s Dream

The Tempest

vs

A Midsummer Night’s Dream



The Tempest
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The Wars of Alexander

Diary

Sir Thomas More

MND
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Dialogue Heresyes
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Midsummer Night’s Dream

The English Dancing Master

Sir Gawain and the Green Knight
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Pericles

The Oxford English Dictionary n
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A Midsummer Night’s Dream

Titus 

Andronicus
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red coral



The Taming of the Shrew

OED n.1 adj

OED n

Henslowe’s Diary

after

Traces a circle

They all
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and there stand charmed
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Tempest
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A noise of hunters
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自由気ままに：シェイクスピアの妖精劇における 
ジェンダー・セクシュアリティの表象としての歌と踊り

クリストファー・サイモンズ

本稿はジェンダー・セクシュアリティの近世の解釈の文脈において、シェイ
クスピアの つの妖精劇、「夏の夜の夢」「テンペスト」における妖精の歌・踊
り・見世物の言葉を読み解くものである。本稿では、両劇における妖精の歌と
踊りのイメージと言葉が、家父長制の権威とヘテロノーマティヴな性的振舞い
を掘り下げることによって、どのようにエリザベス朝とジャコビアン時代の
ジェンダー・セクシュアリティ規範に異議を唱えているか、あるいは転覆させ
ようとしているかを論証する。また本稿では、 のようなイギリ
スにおける妖精の伝統の歴史と伝承についての、近年の重要な学説に着目す
る。そこではアングロ サクソン文学における 妖精 という言葉の起源から、

妖精 という言葉の意味の中にあるジェンダーの不確かさ・多義性が探求さ
れ、イギリスの妖精伝承におけるジェンダーとセクシュアリティとの関係につ
いての広範な背景が提示されている。またそこでは、妖精文学が近世イングラ
ンドにおける政治的・社会的・経済的なうつろいやすさ表象可能にしている
か、ということについていくつかの例をあげて論評されている。「テンペスト」

においては、妖精の歌と踊りと見世物は、ジェンダーを覆うプロスペローの権
力の拡張として作用する。すなわち男性・女性という規範的な性的役割の強要
である。だがしかし、「夏の夜の夢」「テンペスト」どちらにおいても、妖精の
歌や見世物の言葉におけるジェンダーや性的なあいまいさ、多義性は、近世の
性的規範を転覆させるものである。

Keywords:
シェイクスピア、妖精、フォークロア、歌、踊り
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森の狼少女
――鴻池朋子の美術作品と西洋の伝統的おとぎ話との対話―― 1

村井まや子

はじめに
本稿では、鴻池朋子の美術作品にくり返しあらわれる少女と狼と森のモ

ティーフが、「赤ずきん」をはじめとする少女と野生動物の出会いをめぐる西
洋の伝統的なおとぎ話と、どのように対話しているかをみていく。現代日本
の文学と美術におけるおとぎ話の表象を西洋との比較で論じた拙書From Dog 
Bridegroom to Wolf Girl: Contemporary Japanese Fairy-Tale Adaptations in 
Conversation with the West のタイトルにある は、鴻池の作
品の中でさまざまな形で重ね合わされる狼と少女のイメージを指している。文
化・領域横断的なおとぎ話研究の視点から鴻池の作品を分析することで、日本
の現代アートがおとぎ話というインターテクストを介して西洋のおとぎ話の伝
統と相互関係をとり結ぶさまをみていく。

最初に断っておくが、鴻池の作品がある特定のおとぎ話との関連を明確に意
識して制作されたのだと主張しているのではない。そうではなく、鴻池が生み
出す視界的なイメージを、 年代以降欧米を中心に展開されてきたフェミ
ニストおとぎ話批評の視点から読み解くことで、森の中での赤ずきんと狼との
出会いというモティーフの、新たな解釈と再創造の可能性が拓かれることを
示したい。この原型的なモティーフは、欧米の、特にフェミニスト作家や批
評家によってさまざまに再解釈されてきた。その代表と言えるのは、 年
に出版されたイギリスの作家アンジェラ・カーターによるおとぎ話の再話集
The Bloody Chamber and Other Storiesと、その 年後に出版されたアメリカ
の批評家ジャック・ザイプスによる「赤ずきん」のアンソロジー兼批評書The 
Trials and Tribulations of Little Red Riding Hoodだろう。

以下では、鴻池の美術作品が、人と動物、男性と女性、人間社会と自然と
いった、多くの古典的なおとぎ話にみられる二項対立の構図を、どのように問
い直し、複雑化しているかを分析する。さらに、鴻池が秋田県阿仁地方の住民
と共同で行っている地域アートのプロジェクトが、物語と語り手と聞き手のあ



いだのダイナミックな関係性を再編成し、アートと物語という二つのメディア
を通して人々の現実の暮らしに新たな活力をもたらす、社会的な芸術実践の試
みであると論じる。

1 少女と狼の出会い
少女と狼が融合したハイブリッドのイメージは、鴻池の初期の作品《

》（ ）が、伝統的な絵巻のように右から左へと描き足されていく過
程の中で最初にあらわれた。

鴻池朋子（ ）《 》キャンバス アクリル
鉛筆 墨 木パネル

この作品が最初に展示された時点では、 の右半分の部分だけで構成さ
れており、赤いスニーカーを履いた少女らしき人物の脚と、無数の小さなナイ
フの群れに覆われた上半身が描かれていた。一年後に左半分の部分が加えら
れ、同一人物と思われる少女が左右に並び立つ構図となった。新たに展開され
た部分には、渦巻く無数のナイフに加えて、少女の身体から翔び立つかのよう
に見える複数の狼が描かれている。狼の 本の脚は、彼らが人間と狼が合体し
た生きものであることを暗示している。また、 足歩行から 足歩行への移行
は動物から人間への進化の過程を表すが、狼少女の身体はこの過程を逆行して
おり、 本脚の昆虫にまで退行することで、さらにラディカルな種の越境を示
している。そして、赤い色のアイテムを身につけた少女と狼とナイフというモ
ティーフの組み合わせは、「赤ずきん」の物語をインターテクストとして想起
させる。

《 》はまた、日本の狐女の伝説を下敷きにした澁澤龍彦の小説『狐
媚記』（ ）が 年に再版された際の表紙画にも用いられている。『狐媚
記』では、日本の昔話によくあるように、狐が美しい女に化けて人間の男を誘
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惑する。森に棲む危険な生きものとしての日本の昔話の狐は、ヨーロッパのお
とぎ話における狼のアロモティーフとみなすこともできるが、「赤ずきん」の
狼のように男性ではなく、常に女性の誘惑者として登場する。たとえば『今昔
物語集』の巻 第 話に、賀陽良藤という妻子ある富豪が、若い女に化けた
狐に騙され、蔵の床下を大きな屋敷と思い込んで狐の群れとともに 日間暮
らす話がある。東アジアに伝わる九尾の狐の伝説においても、美しい女に変じ
た狐が権力者の男たちを誘惑する。鴻池が描く狐少女のイメージは、これらの
物語に通底する女性嫌悪と因習的な異性愛の枠組みにはめられることに抵抗す
る。それは澁澤の物語にみられる男性の幻想によって極度にエロス化された誘
惑者としての狐女とは異なり、官能的というよりは感覚的な、別種のエロティ
シズムを漂わせている。ふさふさとした毛で被われた狼の身体と、細い鉛筆で
綿密に描き込まれた無数の小さなナイフのダイナミックなうねりは、野生動物
との接触が与えるであろう、相反する強烈な感覚を見る者のうちに呼び覚ま
す。澁澤の『狐媚記』の末尾に添えられた挿画（ ）に描かれているの
は、ミニスカートにハイソックス姿でランドセルを背負った三つ編みの少女で
ある。

鴻池朋子（ ）『狐媚記』挿画 澁澤龍彦
『狐媚記』東京 平凡社

これは現代日本社会に巣食うロリコン幻想がフェティッシュ化する典型的な少
女＝誘惑者のイメージであり、狐女の物語をめぐる男性中心的な性的幻想に対
する皮肉なコメントとなっている。



次に、 枚の絵画からなる「物語シリーズ」は、狼と少女を森の中へと連れ
出す。このシリーズはまず《第 章》から制作され、順に遡る形で最後に《第
章》が制作された。 つの章（各章のサイズは縦 センチ×横 センチ）

は正方形の展示室の四方の壁にそれぞれ一枚ずつ掛けられ、循環する物語とし
て展示された。以下では、このシリーズを「赤ずきん」をはじめとする赤いア
イテムを身につけた少女をめぐる物語と結びつけて読み解いていく。

《第 章》（ ）では、暗い森の中の湖の上で、水晶のような、あるい
は氷のようにも見える透き通った物質でできた刃の塊から、何本もの狼の尻尾
が突き出して伸びていく様子が描かれている。

鴻池朋子（ ）《第 章》アクリル 墨 雲肌麻紙 木パネル
撮影 中道淳（ ）

狼の尻尾と接している部分の水晶は赤く染まっている。「物語シリーズ」では、

人と狼の対立という伝統的な「赤ずきん」の主題が物語の原動力となっている
のではなく、狼の毛皮の柔らかく、温かく、ふさふさとした有機物的な質感
と、水晶の硬質で、冷たく、なめらかな鉱物的な質感という、まったく異質な
テクスチャーの出会いにより生じる感覚的なダイナミズムそのものによって、

未知なる生物の誕生ときたるべき冒険への物語的期待をかきたてている。水晶
あるいは氷という自然界の無機物と狼の尻尾が合体した触手が方々に伸びるさ
まは、降りしきる雪のほかに動くものの何もないしんと静まり返った森と湖の
光景の中で、人間の介在の有無にかかわらず常に自然界で紡ぎ出されているに
違いない物語に想いを馳せるよう促す。これを赤ずきんが狼のお腹から再生す
る場面のラディカルな組み替えと解釈することができないだろうか。

《第 章　巨人》（ ）は、狼少女の身体は巨大な竜巻となり、広大な
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野原の上空を狼の毛皮で覆う。

鴻池朋子（ ）《第 章　巨人》アクリル 墨 雲肌麻紙 木パネル
撮影 中道淳（ ）

《第 章》の水晶の刃は色とりどりのナイフへと変わり、大空を自由に飛び
回っている。ここでは赤いスニーカーは、映画版『オズの魔法使』（ ）で
竜巻にさらわれて魔法の国に迷い込んだドロシーが最後に手にする赤いルビー
の靴を想起させ、野原を横切る一本道も、オズの魔法使いが住むというエメラ
ルド・シティへと続く黄色いレンガの道を思わせる。アンジェラ・カーターに
よる「赤ずきん」の再話 （狼の仲間）をもとに作ら
れた同名の映画（ 邦題『狼の血族』）の中でも、少女が枠物語の中で履
いているのは赤い靴であり、いずれの物語においても赤い靴は、少女が冒険を
経てもとの世界へと戻っていくことを約束する記号として機能している。

《第 章　遭難》（ ）では、狼だけでなく少女の身体も複数化される。

鴻池朋子（ ）《第 章　遭難》アクリル 墨 雲肌麻紙 木パネル
撮影 木奥恵三

夜の森を飛び交う狼のイメージは、フロイトが「ウルフマン」と名付けた患者



が描いた、子どもの頃に見た恐ろしい夢の光景を想起させる。その絵の中で
は、寝室の窓の外の木の枝に何匹もの白い狼が座ってじっとこちらを見てい
る。フロイトはこの夢を患者の去勢コンプレックスのあらわれとして解釈し、

ウルフマンが子どもの頃に両親の性交̶後背位による、つまり獣のよう
な̶を目撃したトラウマによって生じたものと考えた（ ）。フロイト
によるこの夢の解釈では、狼は去勢する父親であり、狼の尻尾はペニスを表し
ている。しかし鴻池の作品では、夜の森を舞う狼少女は、去勢の不安をかきた
てるというよりは、目を閉じたまま狼の夢を見ているのかもしれない少女の自
由な飛翔を祝福しているように見える。イギリスの神話学者マリーナ・ウォー
ナ ー（ ） は、

の中で、アメリカのアーティスト、キキ・スミスによる、狼と少女のハ
イブリッドのインスタレーション《 》（ ）について、次のように
述べている。

狼と赤ずきんのベッドの中での出会いから生まれた子孫であり、「ごら
ん、彼女はおばあさんのベッドですやすやと眠っている。優しい狼の前
脚に抱かれて」という一文で結末を迎える、アンジェラ・カーターの寓
話「狼の仲間」の自然な成り行きと言える。（ ）

鴻池の描く眠る狼少女も、同じくカーターの「狼の仲間」の系譜に連なると考
えることができるだろう。

《第 章》はまた、赤い靴という、おとぎ話にくり返しあらわれるモティー
フを介して、「赤ずきん」以外のおとぎ話のインターテクストを想起させる。

赤い靴といえばまずアンデルセンの「赤い靴」が思い浮かぶが、《第 章》の
狼少女の靴の赤い色は、アンデルセンが意図した、キリスト教的な意味での女
性の罪悪を表してはいない。アンデルセンの物語では、昼も夜も踊り続ける赤
い靴が脱げなくなった少女は、両足を切断することを余儀なくされた後、町の
教会で懺悔の日々を送るのだが、《第 章》では、切り落とされた少女の足が
踊りながら消えて行ったという森の中で、少女の足と狼が出会い、アンデルセ
ンとは別の赤い靴の物語を紡ぎ出す。そしておとぎ話に登場する赤い靴のもう
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ひとつの恐ろしいイメージは、グリムの「白雪姫」の結末で悪いお后が履かさ
れて死ぬまで踊らされることになる、真っ赤に焼けた鉄の靴だろう。ここでも
赤い靴は虚栄心という女性の罪と結びつけられているが、鴻池の狼少女の赤い
靴は、彼女の欲望を罰するのとは逆の役割を担っているようだ。常に目を閉じ
た状態で描かれる狼少女はまた、人の侵入を拒む、ぎっしりと絡み合ったいば
らの森の奥深くで眠り続ける「眠れる森の美女」の物語をも思い起こさせる。

しかし、これは百年の眠りの呪いを解いてくれる王子さまを待ち続ける少女の
話ではないようだ。針葉樹の一枚一枚の葉の細い線が丹念に描き込まれ、黒く
ふさふさと生い茂る森はまるでそれ自体が意志を持った生き物であるかのよう
に、冷たく湿った触手を四方に伸ばしている。左手に鎮座する巨大な極彩色の
心臓は、森という大きな生命体そのものの心臓を表しているようだ。

「物語シリーズ」の最終章《第 章　帰還̶シリウスの曳航》（ ）

では、狼少女は巨大な昆虫の透き通る羽を得て、万物の生命の源である海へと
帰還する。

鴻池朋子（ ）《第 章　帰還̶シリウスの曳航》アクリル 墨 雲肌麻紙
木パネル 撮影 木奥恵三

タイトルが示すように、地上の狼は天空の狼シリウス星とひとつになる。右手
には古代エジプトで不滅の魂の象徴とみなされたスカラベを思わせる昆虫が吊
り下がり、「物語シリーズ」における再生と退化の終わりなき循環を暗示する。

人間、動物、昆虫、植物、そしてその他諸々の生物と無生物が入り混じり、そ



れぞれの感覚をたよりに、まだ誰も聞いたことのない赤ずきんの新たな冒険の
物語を紡ぎ出す。

鴻池はまた、工藤庸子によるシャルル・ペローの昔話の新訳『いま読むペ
ロー「昔話」』（ ）の表紙画を描いている。《狼頭巾》（ ）と名付け
られたこの絵には、少女と狼と森という「赤ずきん」の主要モティーフが描か
れているが、三者は文字通りひとつに絡まり合う。

鴻池朋子（ ）『いま読むペロー「昔
話」』表紙 シャルル・ペロー『いま読むペロー

「昔話」』工藤庸子訳 東京 羽鳥書店

狼の口から顔を出した少女の肌の一部は木々で被われ、狼の毛皮の上にも木が
生えている。《狼頭巾》は鴻池が「赤ずきん」の物語に直接言及した最初の作
品であるが、ここでも《 》や「物語シリーズ」と同様に、少女と狼
の親近性が強調されている。ウォーナーがキキ・スミスの作品にくり返しあら
われる人間と動物のハイブリッドのモティーフについて述べた以下の考察は、

鴻池の狼少女についても当てはまる。

変身は価値をともなう。変身は、もちろん罰として課せられることもあ
る。たとえば残虐な王さまを狼男に変えたり、高慢な若い女性をクモに
変えたりする。しかし変身の過程はまた、主体の価値をも変化させる。

それゆえ怪物や野獣は、単にヒエラルキーの階段を上ることによってだ
けでなく、自己の状態を新たに認識することによって、別の性質を帯び
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るようになる。スミスが生み出す変身した野獣や怪物は、一般に認めら
れている自然におけるヒエラルキーを転覆させようと試みる、彼女の果
敢な抵抗なのだ。女性の身体は、自然の象徴とみなされると同時に、自
然の一部でもある。（ ）

鴻池の作品における少女と狼の融合と変身は、女性と動物、そして自然の本質
についての因習的な認識と、それらの文化的ヒエラルキーの中での位置づけを
転覆させ、男性＝人間中心的な価値体系そのものを揺さぶる。

2 現実の森の中へ
鴻池の「物語シリーズ」では、少女と狼だけでなく、森という自然環境自体

も変身を遂げる。森は、人間を中心とする物語の単なる背景として描かれるの
ではない。鴻池の作品は、「赤ずきん」の物語を、人間と自然環境との関係を
再考するための物語として、エコクリティシズムの視点から読み直すよう促
す。赤ずきんがお母さんから命じられる、森で寄り道をしてはいけない、とい
う言いつけは、森の中に人が敷いた道、つまり人間社会の秩序から外れて、自
然の混沌の中へと飲み込まれてしまうことに対する警告である。しかし、人間
中心的な発展のために自然環境に過剰に負担をかけてきた近代社会は、 世
紀後半以降、環境破壊がもたらすさまざまな悪影響に直面し、森を開いて作っ
てきた道の外側にあるものの重要性に気づかされることになる。

それゆえ「赤ずきん」の物語に、森に潜む危険に対する警告と同時に、森の
自然が有する魅力も書き込まれていることは重要である。グリムは赤ずきんが
道をそれて森の奥へ奥へと分け入る場面を、次のように表現する。

狼は、すこしのあいだあかずきんとならんであるきましたが、やがて、

「ねえ、赤ずきん、ちょいと見てごらんよ。そこいらじゅうに咲いてる
きれいな花をさ。どうしてまわりを見ないの？小鳥があんなにおもしろ
い歌をうたってるのが、赤ずきんにゃ、てんできこえないんだねえ。ま
るで学校へでも行くように、むきんなってあるいてるじゃないか。うち
んなかとちがって、森はこんなに浮々とおもしろいのになあ」と言いま



した。

　赤ずきんは目を上げました。そして、日の光が木の間をもれてあっち
こっちと踊をおどっていたり、どこもかしこもきれいな花でいっぱいな
のを見ると、「とりたての花たばをおみやげにあげたら、おばあさま、

きっとお喜びんなることよ。こんなに早いんですもの、だいじょうぶ、

おくれずにむこうへ行かれるわ」と、かんがえて、森の横みちへはいり
こんで、いろいろの花をさがしはじめました。

　お花を一ぽん手折ると、もっとさきへ行ったらこれよりきれいなのが
あるのだろうと思って、花から花を追いかけて、森の奥へ奥へとはいり
こみました。（ ）

グリムの狼は、「学校」や「うちんなか」とは違って、花が咲き小鳥が楽しげ
に歌う「浮々とおもしろい」森の魅力を赤ずきんに説く。まっすぐ前を向いて

「むきんなって」道を歩いていた赤ずきんは、狼の誘いで木漏れ日が踊り花が
咲き乱れる森の美しさに目を開かれ、母親の言いつけを無視して、さらなる美
しい花々を求めて森の奥深く、感覚的な喜びの世界へと誘い込まれる。

イギリスの作家セアラ・メイトランド（ ）は、森とお
とぎ話とのかかわりについて綴ったエッセイ集 Gossip from the Forest: The 
Tangled Roots of Our Forests and Fairytalesの中で、「北ヨーロッパのおとぎ話
の主な特徴のひとつは、森が舞台となっていることだ」と述べ、「実に、

年版のグリム童話集の中の半分以上の話（ 話中 話）が、森が舞台であ
ることを話のどこかで明示しており、それ以外にも森が明らかなテーマやイ
メージとして表されているものが 話ある（ ）。メイトランドにとって
森とは、「うっとりさせる魔法の感覚と同時に恐れ」を喚起するものであり、

この恐れと向き合い、その正体を見極めるために、スコットランドの古い松の
森であるグレン・アフィックにひとり踏み込んで行く（ ）。

森はとても美しく、不可思議な太古の感覚を漂わせていた。森の中で気
づいたのは、私が経験したのは実際には「恐れ」ではなく、もっと奇妙
な何かだということだった。［中略］森は、私が最初に本物のおとぎ話
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に出会ったときに感じた感覚や気持ちと同じものを与えた。私にとっ
て、これは直感的な反応で、言葉で表現するのは難しい。興奮と認識と
危険が妙な具合に混ざり合い、これは私がずっと昔から知っている場所
だ、という別の感覚があるために、単なる「野生の恐怖」よりも、もっ
とわくわくするような期待と、子どもっぽいとさえ言えるような歓喜に
満ちた感覚である。（ ）

鴻池の作品における森の狼少女も、ここでメイトランドが子どもらしさと結
びつけている、直感的で両義的な感覚のあらわれであるとみなすことができ
る。《第 章》の遠景にそびえ立つ夜空に向かって伸びるジェットコースター
は、日常的現実の拘束から一瞬解き放たれたときに感じる、恐怖と快感が入り
混じった強烈な身体的感覚を指し示すかのようだ。

鴻池が絵と文を創作した絵本『みみお』（ ）では、今度は森そのも
のが物語の中心となり、物語世界への探求の旅の次なる段階に歩み出す。

鴻池朋子（ ）『みみお』表紙
京都 青幻舎

『みみお』の物語は、みみおが「赤ずきん」のようにひとり森の中を歩き、狼
やその他の森の住人たちと出会う過程を追う。この絵本の挿画はすべて白黒で
描かれているが、表紙のタイトルの「みみお」の文字に朱色が使われているの
は、「赤ずきん」の物語を、テクストを取り囲む視覚的要素としてパラテクス
チュアルに示しているとも考えられるだろう。

みみおはふさふさとした毛に被われた小さな丸い形の生きもので、ぬいぐる



みを思わせるが、その顔はのっぺらぼうである（ ）。

鴻池朋子（ ）『みみお』原画 鉛筆 紙

顔のないみみおは、見る者の単純な自己愛的な感情移入を拒む、両義的なキャ
ラクターである。口のないみみおは言葉を発することができないが、物語は主
にみみおの視点を通して語られる。しかし、物語の中でみみおが文章の主語と
なることはほとんどない。その代わりに、みみおが周囲の自然界のさまざまな
事物や現象をどのように認識するかを表す名詞句が連ねられる。例えば
の挿画には次のテクストが添えられている。「まっすぐにむかってくる夏　た

くさんのいきものの　糞のにおいがする」（ ）。ここでは、においを嗅いで
いるのはみみおであるはずだが、みみおには鼻がないので、このまだ温かい落
とされたばかりの糞のにおいを嗅ぐことができるのは、読者の想像の中におい
てである。聴覚器である「耳」を名前に含むみみおは、周囲の環境のあらゆる
刺激に対して等しく開かれた感覚器としての役割を果たしており、みみおの冒
険が目指すのは、森という野生を制覇して人間の作った目的地に到達すること
ではなく、森を構成する要素を五感を駆使してくまなく感じ取ることである。
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『みみお』が「赤ずきん」の物語を思い起こさせるのは、主人公がひとり
ぼっちで森の中を歩いていくという設定だけでなく、「赤ずきん」を含め多く
のおとぎ話の舞台となっている森という自然環境が、感覚的な反応を呼び起こ
すように描かれていることによる。みみおの花、木、土、風、火、水などの森
を構成するさまざまな要素との出会いは、狼との出会いと同等の物語上の重要
性を持つ。みみおの森の中での彷徨は、先に引用したグリムの赤ずきんが、森
で寄り道をする場面を彷彿させる。

みみおの物語は、赤ずきんが死をもって罰せられることになる、森での寄り
道からのみ成り立っているとも言えるだろう。ペローとグリムによる「赤ずき
ん」の古典的なテクストでは、狼は野生動物の恐ろしさというよりは、人間
の男性の暴力的側面＝獣性の象徴とみなされていることから明らかなように、

もっぱら人間中心の物語として語られ、解釈されてきた。みみおによる自然界
の要素の感覚的な認識を通して、この絵本は「赤ずきん」の物語の主題を、人
間の中にある善悪の闘いという従来の解釈とは異なる視点から捉え直す。みみ
おはその身体が感じ取るものによって何度も定義し直される存在であり、自然
環境との相互関係の中で身体化され、具現化される。みみおは光や熱やにおい
など、森の外的刺激に反応する受容器として機能し、その受容器を通して立ち
あらわれる自然環境こそが、この物語の主人公なのだ。

『みみお』に流れる時間は、「物語シリーズ」よりもさらに明白な形で円環を
なしている。物語は冬の終わりから始まり、春、夏、秋を経て最後にまた冬に
戻る。冬が近づくにつれ、みみおの息はしだいにゆっくりとかすかになり、や
がて雪の上に丸まって冬眠に入る。「五感はいま役目を終え　常闇の横たわる
彼方へと　解き放たれた」という結末の一文は、読者を本の冒頭へと引き戻
す。みみおはやがてまた陽の光と暖かさを感じ、雪解けの音を聞き始めるだろ
う。そしてみみおの五感を通して、赤ずきんが寄り道をして楽しむことを固く
禁じられた森の自然の諸要素が、それ自身の物語を語り始める。

鴻池は、 年に鹿児島県霧島アートの森で開いた個展「インタートラベ
ラー　 匹の詩人」での野外展示の準備の際に、普段は立ち入り禁止になっ
ている森の奥深くに入った体験に触れ、展示では「森がこのように見えたと
いう作家の体感、感触を観客に伝えること」を目指したと述べている（坂本



）。森の中を飛び交うナイフは、森を感じとる身体感覚の鋭さの比
喩でもあるのだろう。

鏡の破片で被われた 本脚の狼のインスタレーション《惑星はしばらく雪に
覆われる》（ ）では、刃物は狼少女の身体の一部となる。

鴻池朋子（ ）《惑星はしばらく雪に覆われる》ミクストメディア
（鏡 木 スタイロフォーム アルミ他）

鏡の狼が引きずっている狼の毛皮̶モンゴルで家畜を守るために殺された狼
たちの毛皮̶は、狼少女がさらなる変身を遂げたことを示している。この作
品では、少女は狼の体内に取り込まれたようで、外からは見えなくなってお
り、狼が持つ余分の一組の脚に、この 本脚の生きものの二重性が暗示されて
いるのみである。鏡の破片は、それ以前の作品にみられるナイフが置き換えら
れたものとみなすことができ、狼少女に新たな象徴的な意味を与えている。神
話やおとぎ話の中では、鏡は単に外観をそのまま映すだけでなく、光の屈折と
いう自然界の魔法により、時に見かけの下に隠された意味の層をあらわにす
る。狼の体を被う鏡の破片は、見慣れた現実世界の外観を変容させ、見る者の
視線を日常的現実の閾を超えたところへと誘い出す。

《獣の皮をかぶり　草の編み物》（ ）では、狼少女は美術館の中か
ら、本物の森へと連れ出される。
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鴻池朋子（ ）《獣の皮を被り　草の編みもの》ミクストメディア
（鏡 木 スタイロフォーム アルミ他）

そこでは身体の表面を被う鏡の破片は周囲の木々と空を映し出し、狼少女と森
の境界はあいまいになる。 は、このインスタレーションが、狼信仰の
発祥の地として知られる秩父の山中に設置された際に撮影されたものである。

作品のタイトルは、狼の皮の下で草を編む少女の存在を暗示している。グリム
の「六羽の白鳥」にみられるように、草を編むという行為には変身の魔力が宿
る。「六羽の白鳥」のヒロインは、白鳥に変えられた兄たちのために、森の中
の木の上でイラクサを紡いでシャツを編み、人間の姿に戻れるようにする。

鴻池の作品におけるこれらの狼少女のイメージは、カナダの詩人コーネリ
ア・フッグランド（ ）の詩集Woods Wolf Girl（ 森　狼
　少女）が描き出す世界と共鳴する。そこではカナダの西海岸に広がる森と、

今もその森を駆けめぐる狼たちが紡ぐ自然界の物語の中で、「赤ずきん」の物
語を構成する身体とその関係性が書き直される。Woods Wolf Girlに収められた

「母」と題された詩に描かれる森とそこに棲む狼は、美しく、そして厳しい。

何百本もの木
ナイフのようにまっすぐ、なんてたくさん生えた
刃、なんて



　　　自信に満ちた。

　　　　　　　ひろびろとした野原で狼が
　　　　　　　草の上をぱたぱたと駆け、跳ねあがって宙に舞い、

　　　　　　　　　　　　　　　着地する。

殺せるものを彼女は殺す。（ ）

ナイフのように鋭くまっすぐな木々と、何者かを殺すために跳ねあがる雌狼
は、鴻池の作品における森と狼少女を思わせ、文化と自然が相交わるところに
生まれる「赤ずきん」の物語の持つ普遍性に気づかせてくれる。

鴻池が 年に開始した「美術館ロッジ」プロジェクト（ ）では、

今度は観客が山の中へと連れ出される。

鴻池朋子（ －）「美術館ロッジ」プロジェクト ミクストメディア

このプロジェクトは、秋田県にある標高 メートルの森吉山の山中の避難
小屋に設置された、複数のインスタレーションからなるパブリックアートであ
る。作品を見るためには、観客はまず森吉山の麓まで電車や飛行機や車を使っ
てたどり着き、そこから歩いて（季節により途中まではゴンドラに乗ることも
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できる）山を登らなければならない。私が三月初めに訪れた時には、山はまだ
深い雪に覆われており、スノーシューを履いて雪山で迷子にならないよう気を
つけながら、避難小屋を目指してひとりで山を登って行った。雪に半分埋もれ
た小屋にたどり着くと、頭上高くに浮かぶボートの縁に腰掛けた狼少女が迎え
てくれた。「美術館ロッジ」プロジェクトは、このように観客自身を赤ずきん
に変え、山道を歩いて何者かが待ち受ける小屋へ、現実世界と物語世界が交差
する場へと体ごと旅をさせる。

鴻池が現在秋田で行なっているもうひとつのプロジェクト「物語るテーブル
ランナー」（ ）では、森吉山の麓に位置する阿仁地方に住む女性たち
が、テーブルランナーにパッチワークをしたり刺繍をしたりして、土地とそこ
での暮らしにまつわるさまざまな物語を縫い込んでいく。

鴻池朋子（ －）「物語
るテーブルランナー」プロジェクト
ミクストメディア 撮影 長谷川拓郎

物語には個人的な体験もあれば、古くから語り継がれてきた共同体の記憶もあ
り、いずれも女性の日常生活と身体性に深く根ざしている。伝統的に女性と結
び付けられてきた手芸の技術を用いて、地域住民と共同制作するプロジェク
トである点で、ジュディ・シカゴ（ ）の《ディナー・パーティ》

（The Dinner Party ）に連なる作品と言えるが、シカゴが神話や歴



史上重要とみなされる女性たちを題材として選んだのに対し、鴻池は参加者で
ある女性たち自身のささやかな日常の営みから生まれる物語を集めている点
で、より個人的で地域化された作品となっている。「物語るテーブルランナー」

の活動には、阿仁の人々がテーブルランナーを囲んでお茶を飲みながら、描か
れた物語についておしゃべりをする集いも含まれており、完成された作品を鑑
賞することだけでなく、作品の周りで交換され、生み出される物語もまた、作
品を構成する重要な要素となっている（ ）。

鴻池朋子（ －）「物語るテーブルランナー」プロジェクト
ミクストメディア

「物語るテーブルランナー」は、 年にオーストラリアのタスマニア島でも
開始され、筆者もコーディネーターとして参加している。このプロジェクト
は、国や文化の違いを超えて存在する女性に共通の経験や感覚を、物語と手芸
とお茶を飲むことを通して̶つまり口と手を使って̶かたちにしていく
作業であると言える。

鴻池のこれらの二つのプロジェクトにとって、東北の一地方の小さな共同体
の地域性は重要な要素となっている。阿仁は 世紀以来鉱山で栄えた地域で
あるが、 世紀半ばには全て閉山となり、その後過疎化が進んでいる。森吉
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山の麓のこの地方はまた、マタギの本拠地として知られており、現在も規模は
小さくなったとはいえ、口伝てで伝えられてきた独自の流儀に則った熊の狩猟
が行われている。そのため、阿仁は古くから土地に伝わる話と、別の土地から
来た鉱夫が持ち込んだり、狩りのかたわら熊の体から作った薬を日本各地に売
り歩いたマタギが持ち帰ったりした、さまざまな地域の話が混ざり合った、豊
かな物語文化を有している。近年は阿仁の住民による、この土地特有の文化資
源や自然環境を再評価し、観光に活かす自主的な活動が盛んになり、共同体を
外部からの訪問者に開かれたものに保つとともに、共同体内部の絆を深める多
様な試みがなされている。鴻池のアート・プロジェクトは、これらの住民自身
による地域文化の継承と活性化のための活動と相互に刺激し合い、都市と地
方、男性と女性、文化と自然といった二項対立的な枠組みを超えて、新たな文
化を生み出す動きの一翼を担っている。

結び
以上で見てきたように、鴻池の作品は、絵画、挿画、絵本、パブリックアー

ト、地域アートのプロジェクトなど、さまざまなメディアや文脈や方法を用い
て、森の中での少女と狼との出会いという「赤ずきん」のモティーフを変容さ
せ、新たな意味づけを行っている。鴻池の作品は、物語世界の森と現実世界の
森を相互に浸透させることで、私たちに人間中心的な世界の理解を超えたとこ
ろで紡ぎ出される物語に想いを馳せ、感じ取るように促す。鴻池の作品におい
ては、自然はそれが属していると同時に抑圧された他者でもある、文化的・社
会的な環境と密接に絡み合ったものとして立ちあらわれる。「物語るテーブル
ランナー」プロジェクトは、公式の歴史や物語の中では記録されることのな
かった、女性の日々の暮らしの中で語り継がれてきた雑多な物語に耳をすま
せ、それらにかたちを与える試みであると言える。同時に、地方の小さな共同
体に暮らす人々とともに、その土地の文化や自然との関わりの中で進められる
地域アートのプロジェクトは、遠く離れた他国の土地の物語の伝統とも響き合
う、文化横断的なテーマを浮き彫りにする。それは、人と動物と自然のあいだ
の相互関係をめぐる物語としての、現代社会におけるおとぎ話の新たな意義を
見出す試みでもある。



Footnotes
本稿は 年 月 日に開催された、国際基督教大学ジェンダー研究センター・

キリスト教と文化研究所の共同企画シンポジウム
で筆者が行った基調講演の英語原稿を編集し、和訳したものであ

る。講演の内容は、拙書From Dog Bridegroom to Wolf Girl: Contemporary Japanese 

Fairy-Tale Adaptations in Conversation with the West

の第 章（ ）、および拙論「「狼少女の系譜̶現代美術における赤ずき
んの身体表象」（ 笠間千浪編『〈悪女〉と〈良女〉の身体表象』所収）の内容に
もとづく。

本文中の英語文献の引用は、著者が日本語に訳した。
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〈女〉の在処を求めて
――吉屋信子「鬼火」（1951）のフェミニズム的再考

ヴューラー・シュテファン

1  はじめに
「少女小説」というジャンルの確立者である吉屋信子（ ）は、少

女小説の他に幻想小説、家庭小説、歴史小説、さらに俳句の領域まで様々な
顔をもつ作家である。 年代に入ると、吉屋は――場合によっては幻想的な
――短編小説を集中的に作成していく。その中の一つ、 年に『婦人公論』

の中で発表された「鬼火」 は、主に つの場面が三人称で語られる小説であ
る。時系列に沿って確認すると①復員後ガス会社の集金人となった視点人物・

忠七の紹介（ ）、②忠七がその前にも何回か行ったことのある無名の
女の家を、女の滞納していたガス代を支払ってもらうべく訪れ、ガス代の代わ
りに性交を求める場面（ ）、③忠七が自分の家に帰り、女の来るのを
待つが結局すっぽかされる夜の場面（ ）、④その二、三日後に忠七が女の
家をもう一度訪れ、女が首を吊ったのを発見し慌てふためいた末、行方不明に
なったと語り手が解説する最後のシーン（ ）である。②に該当する
ところで、忠七の女に対する振る舞いは次のように描写される。

．弱者に対しての強者の残忍な征服欲――そうとばかりは言い切れな
い、もっと妙な魅力をその女に感じてしまった。彼がポケットから
煙草を出すと、女が瓦斯コンロの傍のマッチを摘んで火をつけてく
れた。「そんなサービスぐらいじゃ、ガス代はのばせねえな」忠七
はすっかり悪党ぶって、ゆっくりと煙草を輪に吹いて、猫が鼠を睨
み据えてすくませてるような快感のうちに女の顔をじろっと見た。

（ 、下線筆者）

「猫が鼠を睨み据えてすくませてるような快感」――なんだかありきたりな喩
え、とこのくだりを読み違和感を覚えた人は、わたし以外にもいるかもしれ
ない。だが、ここから数行読み進めると、「芝居」という語に遭遇し（ ）、



納得する。なるほど、「鬼火」は、ある種の「仮面劇」として読むことができ
るのではないかと。実は、「鬼火」のちょうど中盤辺りには、読み手をそう思
わせる表現が他にもある。

．忠七はこの憐れな女に（ぼく）という言葉を使っているうちに、何
か自分が一かどの人であるような陶酔感が湧いた（ 下線筆
者）。

．忠七はいつの間にかそんなやくざな言葉を使っていた、そしてそこ
に立っているその瓦斯代が払えぬ人妻に（女）を感じた（ 下
線筆者）。

．そういう悪たれた台詞が、何か芝居をしているように忠七をそそる
（ 下線筆者）。

この四箇所のうちの と は、「うちに」と「いつの間にか」という、かか
る動作の制限された時間を示す語をもって、忠七という視点人物の立ち振る舞
いあるいは言葉遣いに変化が起こったことを推測させる。即ち、ある時点まで
作品の現在におけるそれと異なる態度を彼がとっていた可能性に気づかせる。

残り二つの文は、これらと呼応し、忠七の言動の二重性を強調し、テクストに
「本物／模倣」という二項対立を主題として導入する。とすれば、猫と鼠の喩
え、というよりむしろその「凡庸さ」も忠七の芝居がかった振る舞いとの関連
において理解することができるのではないだろうか。

忠七の「芝居」の相手が、名前もなく、一見過去もないように見える〈女〉

であるということを考慮すれば、吉屋信子が「鬼火」において性差即ち男らし
さと女らしさの演劇的構築性を主題化し、「ひとは女に生まれない、女になる」

という格言が有名なシモーヌ・ド・ボーヴォワールの『第二の性』、あるいは
ボーヴォワールのこの名高き宣言を一つの出発点に、ジェンダーの行為遂行性
を理論化したジュディス・バトラーの議論を暗に先取りしていると解釈したく
もなる。しかし、そういった読解を可能にする側面が「鬼火」にあるとして
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も、この作品において登場する忠七と女、あるいはその関係性や売春のモチー
フ、更に女の自死が、単に非対称性を刻み込まれた、ジェンダーの二分法の普
遍主義的な寓話化のために用いられる装置である、といってしまうのは短略的
である。というのも、もしも「鬼火」がその「仮面性」若しくは「演劇性」を
強調し、性差をめぐる交渉を内包しているのなら、それが生存する男性登場人
物に支えられた具体的な歴史的設定をもとに繰り広げられることにこそ「鬼
火」の特徴が見出せるからである。「鬼火」は、作品内時間と本作品執筆時間
がほぼ一致していると思わせる設定において、アレゴリカルな読みの他に、歴
史的な解読をも要請し、その双方の不可分性を間接的に主張しながら、戦後日
本の男性中心主義への批判、そして正しくそれにより吉屋信子の作品における
フェミニズム思想を考察する上で不可欠な作品となる。

本稿では、吉屋についての学術的研究において看過される傾向にある「鬼
火」に関する数少ない先行研究を整理しつつ、それらにおいて注目されてこな
かった上述の表現と「陳腐」な比喩とをその中で位置づける。そして、「鬼火」

をいかにこのような「仮面劇」として読むことができるかを明らかにすること
で、これまでの「鬼火」に対する読解を補完する。

2 「鬼火」の受容をめぐるアンビヴァレンス
まず、「鬼火」をまつわる批評言説、とりわけそれにみられる「鬼火」の

アンビヴァレントな位置付けについてみていきたい。文庫本 頁にも満たな
い、極めて短いこの小説は、同時代には好意的に受容された。その証左とし
て、『婦人公論』に発表された年に「鬼火」は女流文学者会賞を受けている

（大塚 ）。その翌年、吉屋が戦後上梓した他の短編小説 篇（「生
霊」、「鶴」、「立志伝」、「冬雁」、「手毬唄」）と旧作 篇（「童貞女昇天」

年 ）と一緒に、中央公論社から刊行された短編集に収録された（大塚
）。また、小説家の瀧井孝作は、『中央公論』の書評の中で短編集の『鬼

火』を取り上げ、「鏡花の多くの作品は、架空幻想を美しくしたものでしたが、

信子さんのこれらの作品は、鏡花の風とはまた別で、日常生活の中に、人人の
性格、境遇、時期、などから、たまたま発生する、スリル、これを巧みに捉え
て、描写してありました」（瀧井 ）と評した。瀧井の推薦で短編



「鬼火」は、 年の日本文芸家協会編纂「創作代表選集」にも選ばれる（毛
利 ）。

2.1 純文学の仲間入り？
戸籍上は養女になっており、実質上は吉屋信子のパートナーだった吉屋千代

が記録したように、大衆小説家としていわゆる純文学の範疇外に置かれてきた
吉屋は、女流文学者会の受賞と、批評の対象に選ばれ、評価されたことを「素
直に喜んだ」のであった。しかし、同時期（ 年 月 年 月）に毎日
新聞に連載していた「本来の仕事である新聞小説『安宅家の人々』によってこ
れを得られたならば、信子はもっと喜んだであろう」（吉屋 ）と
吉屋千代は留保をつける。この留保の意味をどう理解すればいいだろうか。

確かに、当時の吉屋は人気と一般的知名度を手にいれてはいたが（田辺
）、竹田志保の述べるように、一方ではそれまでの吉屋の小説に

見られた「展開の強引さや表現の過剰さへの拒否反応が示され」、「類型的」

と「通俗的」として「大衆文学」である以外の文学的価値を否定された経緯
がある（ ）。このことを背景に「鬼火」の評価を考えれば――吉屋自
ら「これで純文学の仲間入りができた」（中村 ）と喜んだように
――文壇側による承認として肯定的に捉えることができるかもしれない。しか
し、「鬼火」に関しては仮にそうだとしても、この「純文学の仲間入り」が包
括的なものなのかどうかは言い難い。むしろ、「鬼火」に対する好意的な受容
を、たとえば長年磨き続けられてきた創作上の手法（大塚 ）

がやっと見直されたことと同一視するような通時的ナラティブ化に対しては、

慎重であるべきである（毛利 ）。それは、竹田も指摘するように
「鬼火」以外の作品の文学的「劣位」をその効果として固定化させるからだけ
ではない（ ）。このような「鬼火」の位置付けが吉屋信子の作
品世界に持たせる「一貫性」により、吉屋千代の留保が示唆する「鬼火」の特
殊性が見えなくされてしまうためでもある。

「鬼火」が評価されたのは「女流文学」という別枠
3 3

においてであり、また瀧
井の書評等によって吉屋が文壇に認められたとすれば、それは「ヒロインを
かげにかくして
3 3 3 3 3 3 3

、男性の側から観察させ、それに語り手役を演じさせている」
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（村松 ）作品で果たせたことは、ここでは忘れてはいけない。吉
屋が文壇においていわば周縁化される過程 は、単なる黙殺を通じて成された
わけではない。むしろ吉屋は「権威者」からの攻撃を真正面から受けてきた。

その攻撃は、上述したように、吉屋の装飾的な文体と「過剰」な感情表現、ま
た物語内容などの「通俗性」に向けられたものである（竹田 ）。し
かし、それだけではない。このような批判は、 年 月の『文学界』に掲
載された『女の友情』に対する小林秀雄による酷評が例証するように、作品の
通俗的な性質への批判と文学的な価値の否定とが、ミソジニーと表裏一体に
なっている。吉屋に対する評価の歴史的変遷について論じる久米依子が述べ
るように、この酷評が掲載された『文学界』の大衆文学特集は、「いわゆる昭
和の文芸復興期に、大衆小説の批判を通じて『文学』をもう一度立て直そうと
する戦略的企画の一つ」（ ）であったという。吉屋と男性大衆文
学作家四人を取り上げ、その作品の文学的な価値に疑問を投げかけることによ
り、純文学を代表する『文学界』が「大衆文学との二項対立を際立たせ、自分
たちの優れた領域の中心的価値性を示して、人々を惹きつけようとする」（久
米 ）ものであった。しかし、取り上げられる作品が例外なくそ
の芸術性の低さなどを糾弾されながらも、全否定の対象となったのは、吉屋の
みである。久米が指摘するように、「男性大衆作家の場合は純文学に近接する
存在として文章や教養が評価されることもあるが、女性作家は『文学』からひ
ときわ遠ざけられる」（久米 ）。つまり、吉屋の周縁化は、「純文
学対大衆文学」という対立図式の中で作品の後者との親和性を強調することを
通じてなされるのみならず、ジェンダーを軸にさらなる等級付けが行われるの
である。やや長めであるが、ここで小林の批評を引用しておこう。

この本はほんの少し許り讀んで止めた。

他の事情もあつたがいかにも面白くないので到底我慢が續かなかつたの
だ。〔中略〕

當人まことに冷静な氣分であつたが讀み出したらどうにも向つ腹が立つ
て来て任を果すことが出来なくなつて了つた。〔中略〕

だが向つ腹も評価の見識だと信ずるから何故向つ腹がたったか簡単に述



べて置く。

子供に讀ませる本に必ずしも作者は人生の眞相を描いてみせる必要は
ない。

だがあんまり本當の事は遠慮する、或いは甘つたれた話し方をしてやる
という事と子供を侮る事とは違ふ。恐らく作者は無意識にであらうが、

これをごちゃ
〳 〵

にしてゐる。

まるで子供の弱點を掴まへてひつかける
3 3 3 3 3

という文體である。

例へば何といふ令嬢が番頭と無理な結婚をさせられて、初夜を明かす溫
泉宿の描寫なぞは殆ど挑發的だ。あゝいう筆致は言はば狡猾な筆致だ。

〔中略〕どうせ通俗小説だ、そろ盤を彈いて書いてゐるという様なさつ
ぱりした感じではない。何かしら厭な感じだ。人の眼につかない處で子
供たちと馴れ合つてゐる、といふ感じだ。

この作者の文體には極く尋常な美しさすらない。

（小林 傍点小林）

竹田によれば、吉屋の作品を特徴付ける装飾的な文体や「メロドラマ性」は、

とりわけ男性批評家の「批判と嘲笑の対象」（ ）と
なった。しかし、注目すべきなのは、批評家のジェンダーだけではない。小
林に向っ腹を立たせ、『女の友情』が連載されていた『婦人倶楽部』の読者を
挙って「子供」に引きずりおろし、その「狡猾な筆致」がゆえに通俗小説とし
てさえ成り立っていないと、少女小説それ自体まで侮蔑したこの全否定的な

「短評」 を書かせたのが、吉屋が「鬼火」と逆の構成
3 3 3 3

をとり、女を
3 3

視点人物
に夫の威張る姿の卑俗さをむき出しにし、「結婚＝幸せ」という幻想に疑念を
投げかけた作品だったということも見落としてはならない。

2.2 女が書く女のための物語の系譜
言わずもがなであるが、『女の友情』の読者は子供ではなかった。小林の

『女の友情』評について論じる黒澤亜理子によれば、 年に創刊された家庭
総合雑誌の大手であった『婦人倶楽部』の当時の読者は、明治後期から昭和初
期まで少女期を過ごし、『女の友情』の発表された 年に 代から 代で
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あり、相対的に高い教育を受けた中産階級の女性だったという（ ）。

この読者層の形成は、 年～ 年に雑誌『少女画報』に連載され、

編の短編からなる吉屋の代表作『花物語』に端を発する（黒澤 ）。

少女を主人公とする大ヒット作だった『花物語』の特徴を、黒澤は次のように
まとめる。

『花物語』には、みごとなまでに結婚願望が現れてこない。母たちの世
代のあり方に対する無言の否定であり、「結婚」や「家制度」を含む世
間の現実への強い嫌悪感を示している。「成熟への恐怖」とも、「『秘密
結社』と特有の排他性」とも言えるが、同時に「妻」や「母」という

「役割の性」を脱ぎ捨てたときの〔…〕「女であること」と「自分であ
ること」の微妙な軋み、違和感をどう処理するかという問題を通じて、

「個」の手探りが始まったとも言えるのである（黒澤 ）。

竹田も同様に、『花物語』にみられる少女性への固執を、男性中心主義的な文
学と家父長制的で、異性愛中心主義的な社会制度が要請する規範的な女性性

（母と妻という役割）への抵抗として捉えられることを指摘している（

）が、小林の批判した『女の友情』もこの『花物語』の系譜に連なる。由
紀子、綾乃と初枝という三人の女性を主人公に、吉屋は「制度としての結婚を
めぐって女であるがゆえに、それぞれの運命に翻弄されついに友情の絆を断た
れていく物語」（平野 ）を展開する。それは、黒澤に言わせれば

「少年にとっては『獲得』の物語が、少女にとっては決定的な『喪失』の物語」

（黒澤 ）、つまり女同士の友情を犠牲にせざるをえない物語である
というふうに――正しく小林秀雄が論った、温泉宿で綾乃が初夜を過ごす場面
における相手の夫・豊造の「極端に歪められ〔た〕」（黒澤 ）描写
に仮託された、異性愛男性の欲望や行動の戯画化にも確認される――異性愛単
婚の規範性に対する批判的な眼差しに貫かれている。

そして、『女の友情』における結婚や異性愛男性の典型的な男性性に対する
批判は、『安宅家の人々』の中心的なテーマの一つでもある。たとえば駒尺喜
美は、『安宅家の人々』を「〈女の友情〉と〈理想の男性〉という吉屋信子にお



ける二大テーマが〔…〕一体となった到達点」（ ）として位置付
ける。理想の男性性が「〈正常〉という枠組みから外れたところにこそ存在す
る」（ ）ということを、妻・国子と二人でひっそりと森の中に暮
らす「支配欲や所有欲とはりついた性欲が希薄である」（ ）知的
障害者の宗一と、「俗物を絵に描いたような」（ ）彼の弟の謙二、

更にこの男兄弟二人のそれぞれに対する謙二の妻・雅子の接し方の対照的な
描写を通して、示した作品だとする。また、山田昭子は、駒尺の議論を受け、

『安宅家の人々』がみせる結婚に対する批判性を次のように分析する。

国子は自らの結婚を「女の一生の人並の幸福を犠牲にする覚悟でなけれ
ば出来ないこと」であると雅子に語るが、それを聞いた雅子は「――頭
脳は健全な男でも、時として結婚の相手に不幸を与えることがあるの
を、国子はゆめにも知らないのだ」と思う。その言葉には、国子にとっ
て羨ましいだろう自分の結婚もまた、幸福なものでは決してないのだと
いう雅子の気持ちが込められている（山田 ）。

もし、吉屋が「知的障害という条件において、初めてこの社会の決めた男性性
から脱がれること〔…を〕この小説の主人公に託した」（駒尺 ）

のなら、それは、知的障害者の浪漫主義的フェティッシュ化として、知的障害
者の社会的周辺化の事実、そして主体性と欲望の所有をも否認するような言説
に不本意であれ手を貸してしまうという問題を孕んでいる人物設定である。し
かし、そうだとしても、この男性性をめぐる交渉が、宗一に対し対極的な態度
――国子は白痴の彼が恥ずかしいのに対し、雅子は無垢な彼を全面的に受け入
れる――を示すにもかかわらず強い友情を築く二人の女性の視点に立って展開
され、そしてこの交渉が最後に、家長としての資格のある男性が不在であるこ
とにより、この女性二人を主体とした家庭の描写に帰結することに変わりはな
い。 によれば、この非規範的な家庭の描かれ方は、 年の
民法改正により家制度が廃止されたものの、相変わらず異性愛単婚が家族の基
礎をなすとされた戦後の「近代化」に対する吉屋の失望を背景に理解すべきで
あり、また、太宰治の『斜陽』にもみられる、その「近代化」と戦前の封建制
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の間の軋みが拓いた新たな家族の可能性を手探りする言説空間の反映と、それ
への参与としても読めるという（ ）。 だが、こうした批
評性をもった作品がすでに発表されていたにもかかわらず、既述したように、

女流文学者会賞を受賞し、『中央公論』の書評で取り上げられ、日本文芸家協
会編纂「創作代表選集」に選ばれたのは、『花物語』と『女の友情』のように
女性の経験を中心とした物語の流れをくむ『安宅家の人々』ではなく、「ヒロ
インをかげにかくし〔た〕」「鬼火」なのである。

装飾過剰が男性中心主義的なモダニズム言説において女性的なものとして
他者化されてきたという議論（田中 ）を
うけるならば、比較的好意的に受容された「鬼火」においては、本田和子が

「アール・ヌーヴォーのような西洋世紀末芸術の影響」を見出す「筋立てやド
ラマの展開とは無関係な装飾的な言葉の連なり」、「雑多な美辞麗句の寄せ集
め」（ ）といったそれまでの吉屋の作品にみられた
特徴がほとんど見当たらない（大塚 ）のも、「鬼火」と純
文学のアンビヴァレントな関係性を考える上で検討すべきディテールだろう。

しかしここでは、瀧井の肯定的な書評などを――純文学の基準を定める文壇が
年代も 年代も、程度の差はあれ、男性を中心に出来ていた世界だっ

たため――全面的な文壇からの「承認」として捉えること、あるいは「純文学
の仲間入り」として喜ぶことを躊躇わせてしまう上述のような要素があるとい
うことを指摘しておくにとどめたい。

3 「鬼火」の幻想性をめぐるアンビヴァレンス
この「承認」の問題の背後からは、もう一つ関連する問いが立ち上がってく

る。つまり、影に隠され、死の領域へと追いやられる無名の女の物語である
「鬼火」を純文学たらしめるのは何かという、結局そのカテゴリーの「権威性」

を補強するに終始してしまう問いではなく、「ヒロインをかげにかくし〔た〕」

本作品が吉屋信子の作品世界の中でいかに位置付けられるのかという問いであ
る。この問題について考えるに当たって一つの手がかりとなるのは、女の描
写と密接に繋がっている「鬼火」の幻想性をめぐる議論である。「鬼火」を中
心に論じられたものは、現時点では、既に触れた瀧井（ ）の書評の他に、



①大塚（ ）、②毛利（ ）と③小林（ ）の三本が発表されている。

これらの先行研究の共通点を挙げるとすれば、「鬼火」に隠された幻想性の両
義性を指摘していることである。

3.1 「異空間」の女VS.「異界」の女
瀧井は、みてきたように、泉鏡花の幻想小説を比較対象に、「鬼火」がそれ

らと同様に「ファンタスチック」でありつつ、鏡花と違い、「日常生活のあり
のままを見詰め」ている（ ）と、その幻想的にしてリアルな性質
を指摘する。①大塚は、瀧井の言葉を援用し、「鏡花的幻想に通じる」ものが
ある一方、吉屋の師であった徳田秋声のような筆法が用いられ「戦後の荒廃と
飢餓〔が〕簡潔に描かれる写実小説」（ ）であると、「現実に漂う
幻想」（ ）として「鬼火」を解釈している。そのキーポイントが
再三にわたり現れる「紫苑」のモチーフにあるとし、「紫苑に仮託された女の
物語」としての「鬼火」の幻想性を「処女作の『花物語』のロマン」（

）の流れを汲むものとして位置付けている。だが、このような評釈を含
みつつも、大塚の論考は、短編集『鬼火』の全体を見渡す構造をとり、瀧井と
同様にテクストのどこを指して論じられるかが不明瞭である以上、作品分析が
断片的で抽象的である。

しかし、幻想小説としてのみ語りきれない「鬼火」のこのような両義性は、

②毛利と③小林の読解をも特徴付ける。②毛利は、「鬼火」を「紫苑にかこま
れた異空間の物語」として捉え、女は忠七にとって「紫苑の家」という幻想的
な異空間にいる〈女〉と解釈している。その異空間の存在としての〈女〉は男
からしての「他者」であり、それとして吉屋の少女小説の女性像に繋がるとの
見解である。大塚と同様に「紫苑」の登場する花の空間を「『花物語』からつ
らなる系譜の上にある」（ ）とみて、女の自死に「『花物語』の少
女たちと同質の『静かなる拒否』を特徴とする『少女性』」（ ）を
見出している。ここでいう「拒否」とは、「鬼火」がその幻想性をもって喚起
する、男の破滅という男性中心主義的な「女怪幻想」の典型的結末への期待を
女の自死を通じて裏切ることと、「目の前にある自らをおびやかす事態」に対
して何の対抗策も」（ ）講じない「少女的な」抵抗の拒否を指す。
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また毛利は、女の自死が、〈女〉を相手にした時のみ優越感を味わえる忠七の
「卑劣な部分をよりいっそう浮かび上がらせ」、彼のなかにある「男性社会の卑
劣さへと直接報いる」（ ）と、「鬼火」を〈男〉と〈女〉の対立構
造で読解し、「男性中心社会への批判」としての「鬼火」の可能性を提示する

（ ）。

毛利の読みは、こうしてフェミニズム的読解の可能性を示した点で示唆的で
ありつつも、問題含みである。第一に、戦後という歴史的な設定に殆ど注意を
向けていないことが相俟って、第二次世界大戦を挟んで国家体制が大日本帝国
から日本国へと切り変わる中で、さも吉屋とその女性像が変化を被らないかの
ように、戦後を生きる「鬼火」の女による男性中心社会に対する「拒否」の身
ぶりを、明治末期から大正期の抵抗する主体としての「少女」へと回収し、普
遍化してしまう。第二に、「紫苑の家」を囲む戦後の焼け野原を男性社会とし
て認識しているものの、毛利のいうように幻想的な異空間が〈女〉の領域であ
るならば、それが翻ってみれば〈男〉＝現実世界という等置とも表裏一体であ
ることと、その解釈上の含蓄について触れていない。

こうした毛利の見解に対し③小林は、時代背景と社会状況に照合しつつ「鬼
火」を読み直すが、「異空間」という語を使っていないとはいえ、毛利同様女
のいる家を現実空間として捉えていない。小林によれば、忠七が初めて会った
女は既に死んでおり、「異界」の存在であるという（ ）。「幽霊」で
はなく、「紫苑の花の精」（吉屋 ）として、自分と夫の遺体
を発見させるために忠七を呼び寄せたという、男を罠に嵌める女怪物語とし
て読む毛利から着想を得たように思われる解釈である。小林によれば、「君を
忘れず」という花言葉をもつ紫苑の「精」である女は、自分たちの遺体をみ
つけてもらうことで、「いくら復興が進んで戦争の傷を無きものとしても、傷
跡が癒えることなく死んでいったものがあることを忘れないでほしい」（小林

）と告げたかったという。毛利が「鬼火」を『花物語』の延長線上
に位置付けようとしたのに対し、小林は『花物語』と同時期に少女時代を送
り、戦中を生き抜いた挙句、「鬼火」の女のような境遇の中で「命を落として
いったかつての読者へのレクイエム」（小林 ）として「鬼火」を
読む。しかし小林は、吉屋が明示しているように、女が幻想的な「紫苑の花



の精」となるのは忠七の眼差しを通して
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

であることを見落としており（吉屋
）、結果として女を完全に幻想の領域に閉じ込めてしまう。

これに対し、毛利と小林の読解を融合させて次のようなことを主張したい。

即ち、女の自死は、具体的な歴史的な状況の中で
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

男性中心主義的な社会から求
められる女怪性＝幻想性に対する拒否＝批判である。さらに、「鬼火」が男性
中心主義的な戦後日本に対して批判的なコメントとなるのは、この女が実は二
重の意味で幻想的に演出されつつも完全には幻想の領域へと還元できない要素
がある点と、その「両義性」と対を成している忠七の「現実性」を疑問視せざ
るを得ない側面がある点の両方においてである。つまり、〈女〉＝女怪＝幻想
という等置は、自死によってのみならず、作品全体

3 3

にわたって裏切られている
と考えられるのである。

3.2 幻想と現実の間を行き来する「鬼火」
そもそも、「鬼火」のどこが「幻想的」であり、どこが「リアル」なの

か。すでに先行研究においても指摘されているように、吉屋は「鬼火」の時
代・舞台設定に関してある程度具体性を持たせている。「東京も瓦斯が復活し
て〔…〕」（吉屋 ）とあるところから、舞台が東京であるこ
とがわかるのみならず、忠七が勤めているのが東京ガスであることも類推さ
れる。とすれば、小林が論じたように、作品内時間を 年前後に限定す
ることができる。ガスが 時間提供になり、「〔…〕瓦斯が復活していくらで
も使っていい事」になったのはその年であり、闇市を想起させる「インフレ」

（吉屋 ）、さらに 年に流行語だった「筍生活」（吉屋
）も作品内時間を敗戦と「鬼火」執筆時間の間の数年間であ

ると思わせるのである（小林 ）。同様に視点人物の忠七の内面
や過去も、比較的詳細に描かれている。

しかし、「鬼火」の前半が写実主義的小説として演出されつつ、忠七が「あ
るよく晴れた晩秋の朝」（吉屋 ）、廃墟のような女の家を訪
れる場面から、その先に綴られていく出来事を完全に現実世界のものとしては
捉えられなくなる。その理由は――タイトルが原因不明の怪火を指す「鬼火」

であることの他に――次の要素に求められる。まず、「あたりが焼跡」である
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のに、「ぽつん」とその家だけが取り残されているかのようにそこにあるの
は、毛利もいうように紫苑が「焼け野原のなかにかろうじて焼け残った家の勝
手口に、一株だけが残っている」（毛利 ）のと同様に不自然であ
る。また、忠七がこれまでこの家に来たときにいつも鍵がかかり、女が留守し
ていたと説明されているが、読者の私たちが居合わせる今回に限って勝手口の
硝子戸が「抵抗もなくがたんと開いた」のも、どうも必然性を見出せない。さ
らに、「いいようのない陰気」、「妙な魅力」と「狐につままれたよう」（吉屋

）という、忠七のこの家と女を視たときに覚えた感情を
描写する表現と合わせて考えたとき、相手を誘惑し罠にはめる女怪物語を連想
させられる。ましてや、瀧井の書評を背景に「鬼火」を読んだ読者は、この場
面では、泉鏡花の『天守物語』の富姫や『聖高野』の蛇女をテクストの上に一
瞬喚起するだろう。なおも男を死の世界へと誘き出す、不気味でありつつ興奮
させる得体の知れない女（怪）の系譜を想起させるのは、紫苑の花である。女
が一歩も出ない家の勝手口に咲いており、女がその「精」ともされる紫苑の花
は、『今昔物語集』第 巻第 「兄弟二人、萱草と紫苑を植うる語」の中で、

父の死の悲しみを忘れまいと思う弟が父の墓に紫苑を植える場面から敷衍して
考えれば、「死」のイメージと結びつけられているものとして理解することが
できるだろう（阪倉 萩原 ）。「鬼火」の最後に死者
たちの傍に紫苑が飾ってある描写もその印象を強める。そして、病気だと女が
いう夫がいつ死んだのかも、その病名も不明であることや、女がほとんど発言
せず、名前などがなく、結果として立体感がないのも、女が登場してから失せ
ていく現実味をさらに希薄化させ、具体的な歴史的設定を超越したところへと
テクストの意味作用をひらく。つまり、「鬼火」の女はここで二重の意味で非
現実的な存在に見えてくると言える。内面も過去もないある種の普遍的な類型
として、そして幻想的女怪になりかけたものとして。

4 フェティッシュとしての〈女〉、パロディーとしての「鬼火」？
類型は読者にとってのみの作用として、女怪は視点人物・忠七の目を通して

見えてくる女である。言葉を発しても「忠七の耳には何も聞こえなかった」こ
の女を相手に、比喩上一瞬「狐」にも変身した彼女に魔法でもかけられたかの



ように彼が「今迄どんな女にも感じなかったような激しい欲望が〔…〕湧き上
がってきた」（吉屋 ）とある。即ち、この女はここで、忠七
が〈女〉を欲望する〈男〉としての自分、異性愛男性としての「（ぼく）」（吉
屋 ）を――初めて意識するとまでは言えないにしても――

再確認させられる契機となる。とすれば、女が同時に普遍的な類型にも見える
読者として、〈女〉のフェティッシュ化を通じての男性主体の確立に類似する
この場面で、ジャック・ラカンのいう「女の不在」を連想しても不思議ではな
かろう。そのため、具体的な作品分析に入る前に、まず次節でラカンの性差を
めぐる議論とそのフェミニズム的再読について確認しておく。

4.1 補説 : ファルスを持つこと、ファルスであること
ジュディス・バトラーと同様にボーヴォワールから出発し、「女性性」をプ

ロセスとして設定し、女性による「女性の扮装」 が社
会組成の中の作品・営み としていかに働くかについて論じる

によれば、異性愛中心主義的で家父長制的な社会において、性差はファ
ルス＝ペニスという、ジェンダーの二分法に非対称性を刻み込む戦略的誤認を
中心に構成されてきたという（ ）。エリザベス・ライトも、ラカン
の提唱する主体形成論について、象徴界の基本原理をなす「ファルス機能、つ
まり去勢の機能――象徴界から要求される犠牲――は、男女によって異なった
作用の仕方をするということ」、したがって「女性は男性が失う必要のない何
かを失っているというわけではないということ、またどちらの性もすべてをも
つ、あるいはすべてのものになることはできないということ」（

）であるはずなのに、ペニスとファルスの同一視により、男性はファル
スを持つものとされる一方、女性はファルスであるとされ、ゆえに「持たれ
る」ものとされてしまうと批判する。つまり、ファルス＝ペニスという虚偽意
識 のイデオロギーに支えられている男性主体が、想像界に
おいて理想として残る完全性への欲望のために、女性は象徴界において、男性
でないもの――男性の

3 3 3

欠如――とならざるを得なくなっている（

傍点筆者）。

ファルス「である」こととファルス「をもつ」というこの象徴的な位置の
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両方は、ラカンにおいて、主体となりつつあるものが根元的な欠如を知覚し
ていつつも否認するという意味において、フェティシスティックな扮装の作
用に特徴づけられる（ ）。バトラーもまた「模倣とジェンダー
への抵抗」などで示したように、「女性である」・「男性である」ことが、すで
に進行中のジェンダー規範の反復＝社会的に「～らしい」と理想化されたもの
の模倣／「引用」を通じて作り出される一時的なパフォーマンスが積み重ねら
れた結果としての集積物に他ならない。そうである限り、反復とは選択を要
する不完全な制度であるため、規範の引用の効果として得られる「一貫した
主体」は、反復的な引用の瞬間からはみでるほかの「わたし」のすべての要
素に断片化され、永遠なる反復を駆り立てられている幻影にすぎない（

）。しかし、男性の象徴的な自己表象のもととなる、

男性の想像界におけるファルス＝ペニスという誤認は、象徴界上の自己疎外の
否認としてフェティシスティックに機能しているにもかかわらず、象徴的父

により認可・特権化されることで、結果として（異性愛）男性
は（欲望の）主体であることを保証され、その主体性の所有を「自然化」され
る。それに対し、女性は欲望される＝ファルスとなるための「仮面」 の
着用――ラカンによれば、それは「自らの女性性の本質的な部分、即ち、自ら
の特質のすべてを拒否する」過程（ 邦訳筆者）――において「象
徴界と想像界の間のどこかで」、男性の想像界としての

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

象徴界＝自らを象徴化
するための「言葉」を断片的にしかもたない状態につなぎとめられてしまう

（ ）。つまり女性は、この象徴的な秩序において、男性の
フェティシズム的空想としての「女性性」を身に纏い、そのフェティシズムの
対象となるように「仮面」をつける立場に置かれている（ ）。

ラカンが「女は存在しない」（ ）、また「性関係は存在しな
い」（ ）というとき、それはこの意味においてであ
る。言い換えれば、誰もが象徴的な去勢を被っていることには疑問の余地はな
いが、ファリックな秩序において欠如が特定の他者に投影されるものであるな
ら、男性主体に見えている他者の欠如は、何よりもまず、自分の欠如でもあ
る。男性は自分を、ファルスを「もつ」存在として想像することで自己フェ
ティッシュ化する一方、ファルス＝ペニスという自己フェティッシュ化的幻



想、即ち「扮装」を存続させるために〈女〉に投影された欠如をも否認・隠蔽
し、そのフェティッシュ化を通して距離をとりつつ欲望する。

4.2 〈女〉というフェティッシュと幻想としての〈男〉
以上のことを踏まえた上で再び「鬼火」に戻ると、そこに女が正しく現実と

幻想の挾間――「死」と「紫苑」が比喩的な関係性にあるとすれば、同時に
生と死の境界線――つまり「紫苑の家」の玄関先 で、読者の、そして〈男〉

の忠七の目の前に現れる。したがって、次第に幻想味を帯びていき、「紫苑の
花の精」となる女は、その自死によって初めてこの世からいなくなるのではな
い。忠七の眼差しを通してわたしたちにみえた瞬間から、換言すれば不気味
なオーラを放しつつ「快感」をも覚えさせる「女怪」としてのフェティシス
ティックな「仮面」を被せられたという意味において、すでに（ラカン的な意
味で）「不在」であるといえよう。このように吉屋は、独りの女として公的・

社会的に生存するために必要な術がなく、その歴史も声も公的・社会的に記録
されないまま、結局は私的空間としての家（庭）＝「死」へと押し込められて
しまう窮地を訴え、その自死をもってこのような「男性社会」に対する拒否を
表明したとみることができる。

しかし、忠七を〈男〉一般へと捨象してみると、毛利のいう曖昧な「男性社
会」ではなく、女がこのような窮地に置かれる原因でもある、社会性と歴史性
の領域としての「現実世界」＝〈男〉の空間という等置こそある種の幻想にす
ぎないことへの批判として「鬼火」が捉えられるようになる。というのも、優
越感と征服感を覚える、権力を握っている〈男〉としての忠七こそ本物・自然
ではないことに気づかせることで、「鬼火」はラカン的図式を裏切るためであ
る。本稿の冒頭で取り上げた表現をもって忠七に過剰な「演技」をさせること
で、吉屋はミミクリーに特徴的なシニフィアンとシニフィエの間にあるギャッ
プ（ ）、「一貫した主体」の亀裂を前景化させ、男らしさや男
性性こそ自己フェティッシュ化的な「仮面」である可能性を強調する。「鬼火」

において「悪たれた台詞が、何か芝居をしているように忠七をそそる
3 3 3

」（吉屋
傍点筆者）が、自分の言動の演劇性を忠七が意識すること

がないことに、その行為遂行的な性質への示唆を見出すことさえできる。〈女〉
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の前で威張る忠七と、最後に「勘弁してくれ、おれは坊主になる」とわめく忠
七の違いも、前者のオリジナリティを疑わせることで一貫した〈男〉としての

「わたし」というものの幻想性を際立たせ――「猫」と「鼠」の比喩の「凡庸
さ」がパラディグマチックなベクトルにおいて暗示するように――「男性性」

をめぐるパロディー的「仮面劇」として「鬼火」を読むことを可能にする。

もしそうだとすれば、吉屋は、この「オリジナルなきコピー」（

）としての「男性性」に、歴史性と社会性をもった忠七の描写を通じて
さらに批判的な追い打ちをかけることになる。忠七が世間の道理を盾に弱者を
甚振る集金人になったのは、小林が論じたように「彼自身の努力や苦労」に
よってではなく、彼が「幸運に身を任せただけ」（小林 ）である。

「みたところ〔…〕負傷の跡もなければ、精神的ダメージもなく、ましてや敗
戦後の若者としての複雑な葛藤もない」彼は、叔父の保証でもなく、その友達
の伝手で会社に入った。即ち、彼は、もともと「大きな企業に直接はつなが
らない下層の庶民」であり、「戦争をはさんで成り上がった男」（小林

）であると言える。さらに戦争も、実は彼にとって「好機」であった。

なぜなら、彼が露天商を後にしてガスの集金人になれたのは、叔父の友人の保
証を通じてでもあるが、大量の戦死のために労働力が不足していた敗戦後間も
ない頃においてでもあるためである。要するに、彼は「若い男性というだけ
で〔…〕一躍社会に重んじられる立場に押し上げられていった」（小林

）。さらに、集金人とは「誰にも馬鹿にされる商売じゃない」（吉屋
）という彼の発言が示唆するように、忠七は以前侮蔑される

社会的地位を占めていたと推測できる。したがって、餓死寸前の女を前にして
同情ではなく優越感を覚え、その上、ガス代の立て替えの代わりに性交を要求
し、彼女をさらに搾取しようとするのは、彼に女を相手に何らかの権限を握ら
せる根拠が、若い男性であること以外に理論上も現実上もない――とすれば、

再び侮蔑されるかもしれない、〈女〉と似たような「弱者」の立場に連れ戻さ
れる可能性がつねにすでに彼に付きまとっているからこそ必要な、その可能性
を彼に突きつけている女からのフェティシスティックな距離化、ある種の非同
一化 （ ）として理解することができ
よう。吉屋が戦時中に書いた小説から溢れる、男の不在が拓いた女性を中心と



する社会の可能性への期待（ 竹田 ）が、『安宅家の人々』

の背景にもあった、戦後日本において根強く残存する「良妻賢母」の理想化と
その社会的含蓄に対する失望と非難に変わったことを読み取ることもできるだ
ろう。

こうした読解は、女が幻想ではないことが小説中の少なくとも二箇所におい
て示されることによって裏付けられる。一つは、彼女が単に女として現れるの
ではなく、「人妻」即ち結婚制度を介して社会・国家と結びつけられている女
性として描写されるところである。もう一つは、最後の場面において「火は
いたずらにぼうぼうと付けっぱなしで、青白い焔を音立ててあげている」（吉
屋 ）ところである。このガス台の青い火を女が夫と自分の
死を弔うためにつけたという解釈も可能だろうが（毛利 ）、ガス
がこの家と外界をつなぐ最後のライフラインであるとすれば、読者の眼差しが

「青い火」（＝鬼火）から「忘れな草」としての紫苑へと導かれるシークエンス
を「どこか底辺ではあれ、社会と繋がっている存在であることを忘れるな」と
いう女の主張にもとれる。即ち、あなた＝〈男〉に幻想的な現象とされがちな
もの＝女の「わたし」が、実は現実世界の一部であったという主張である。と
はいえ、結婚とガスという二つのライフラインが〈男〉を相手にしか機能しな
いものになっている上、結局女の生存どころかその死につながり、とりわけ後
者に関しては、（社会的な）ライフラインとして機能を果たせるはずであった
のに果たせなかったこともまた、シニシズムをもって「鬼火」に両義性を持た
せる。小林のいうように、忠七を「敗戦という屈辱からの脱却を経済ではかろ
うとする企業の歯車の一つ」（ ）として捉えたとき、女の夫の遺体
にまでガス代を求めにいく忠七の残酷な滑稽さ（吉屋 ）に
は、「温情〔が…〕妨げにしかならない」企業（小林 ）、資本主義
経済・国家・マスキュリニズムの共犯関係への一蹴さえ見出せよう。

5 おわりに　鏡花との非同一化とパロディーの問題
最後に女の死について一言を付け加え本稿を閉じたい。前節においては女

の自死を、〈女〉と私的空間・家庭の同一視、および〈女〉が〈男〉のための
フェティシスティックな「幻想」としてしか現れてこない不均衡なジェンダー
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関係を基本原理とする社会への批判として捉えられると述べた。また、女の二
重の非現実性と忠七の作り事めいた男性性をヒントに読み解けば、〈女〉が象
徴界において――主体性をもって自らを表象することが不可能であるがゆえに
――「不在」とされる、ラカンの理論化した男根中心主義的な社会的・表象的
秩序のある種のパロディーとして理解することができるとも書いた。しかし、

このパロディーとしての可能性に関しては、一つ留保を付け加えなければなら
ない。「原典」とその批判的コピーとしてのパロディーを区別するためにしば
しば判断基準に据えられる作者の意図は、周知の通り、歴史的・文化的に条件
づけられているものである。そのため、どのような意図をもとに作られていよ
うとも、効果として「原典」のレトリックや構造の再生産に加担してしまう可
能性は常にある。「鬼火」の文壇における評価をめぐる問題を複雑化するのは
この点でもある。というのは、現在、「鬼火」に性差をめぐるアレゴリー的若
しくはパロディー的な批判性が見出せるにしても、当時だれがどこまでそれに
気づいていたのかは疑わしい。それは、瀧井の書評において忠七が「好人物」

とされる（ ）点からも、泉鏡花が引き合いに出される点からも明
らかだろう。というのも――「好人物」としての忠七については差し当たり別
として――「鬼火」は、泉鏡花との非同一化ともとれるからである。

毛利が論じたように、「鬼火」が醸し出す女怪物語の雰囲気が約束するよう
な結末への期待は、女の自殺によって裏切られる。フロイトのメデューサ論を
取り上げるまでもなく、女怪や が近代において女性の性的他
者性や身体的非規範性を象徴する機能を果たし、エレーヌ・シクスーのいうよ
うに男が「怖気づいて勃

バ ン ド
起〔目隠し〕する」（ ）男性中心主義的な

認識的枠組みの輪郭を形成する、不安と興奮の両方を喚起させるフェティッ
シュになっている例が多い。毛利の援用している日本文学研究者の

、また によれば、日本近代の幻想文学にも同様の現象が
みられる。 は、泉鏡花を具体例に取りながら次のように述べる。

鏡花〔…〕にとって女性性は、統一性のとれた（いまは異性愛の）男性
主体からはみでたり、それを混乱させたり、穢したりするすべてのもの
が棄てられていく便利な容器であった。不条理さ、非近代性、不気味な



もの、そして「女らしさ」（複数性、粘着性、手に負えなさ）を特定の
「他者」に投射することにより、近代のファリックな主体が生まれてく
る。〔…〕鏡花の物語におけるエロス化された魔女／女怪／女神たちは、

男性的な「正常性」の領域〔の形成：筆者註〕を、それらとの間に置か
れる距離をもって可能にする。（ 邦訳筆者）

などが批判してきたように、女の怪物がその非規範的な身体性
など、何らかの形でおぞましい、ゆえに棄却・退治され、距離を置かれるべ
きものとして登場している限り、それは男根中心主義的な言説の産物であり、

それへの異議申し立てになるどころか、「正常性」から「特殊性」の領域へと
〈女〉を締め出してしまい、既成の秩序を補強してしまう（ ）。と
すれば、吉屋が「鬼火」に女怪の幻想物語に発展しかねない可能性を忍び込ま
せつつも、女を美貌の魔女や男を体内化し、最後に処罰される化け物に変身さ
せず、性交への要求にも応じないまま自殺で他界へと消失させたことは、男根
中心主義的言説において求められるこのようなフェティッシュとしての女怪

（物語）に対する拒否として捉えられる。したがって、瀧井が「鬼火」の書評
の中で泉鏡花を取り上げたのは、おそらくこの作品の「純文学」への格上げの
ためだっただろうが、もし「鬼火」が鏡花と何らかの関係にあるとすれば、そ
れは上述のような意味での非同一化の関係においてというべきだろう。

なお、毛利は、この否定性において『花物語』との連続性が見出せると指
摘した。だが、女の自殺と「少女的な拒否」との同一視において毛利が想定
している少女性は、単に「具体的な対策をもたない」「現実否定」ではない

（ ）。確かに、菅聡子も、『花物語』に「『秘密結社』と特有
の排他性」を見出す黒澤（本稿 ）と呼応し、「血縁を除いた異性の存在
を完全に排除し〔た〕」少女たちの親密な関係性について、それが「寄宿舎」

という「閉ざされた空間の内部にのみ形成可能であった」のみならず、「外部
に対して働きかけるという発想自体が〔…〕彼女たちには存在しない」こと
を指摘する（ ）。しかし、『花物語』の理想化する少女性は、とり
わけ『花物語』の後半以降、自我と個性をもった、「主体的に行動する」少女
の称賛と、『屋根裏の二少女』をも特徴づける女性同性愛の描写（竹田
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）すなわち「友情の形をとっていても常になにがしかのエロティシズ
ムを伴う」（菅 ）非規範的な女性同士の関係性と不可分な関係に
ある。また、黒澤によれば、吉屋の作品にみられる「永遠の少女」への憧れ
は、貞操という概念とも密接に関わっている。この貞操へのこだわりも、しか
しながら、いずれ待ち構えている結婚などからの単なる現実逃避、またはモラ
リズムではない。むしろ貞操は、強制的異性愛社会において要求される男性に
よる「挿入」や「所有」という装置と結びつけられている女性性に対する抵抗
戦略として、規範的な異性愛女性の女性性と異なる「女としてのありかた」へ
の希求の表れであるという（黒澤 ）。

「鬼火」において繰り返し忠七の目に留まる、最後まで解かれることのない
女の細紐（吉屋 ）が、その貞操観念の象徴と考え
られるが、「鬼火」の女も貞操を守り抜き自死し、その意味では細紐を介して

『花物語』の少女たちの系譜に連なると言えよう。だが、「鬼火」における貞操
の堅持もまた――終戦まもない頃、身を売って生計を立てた女性に対するモラ
リズムにみえることは否めないが――忠七に性交を要求された結果としての
自死と重なっている以上、亡くなった夫に対する忠実さの表明だけではなく

（ 毛利 ）、〈男〉に挿入される受け身の女性性の拒否、逆からい
えば「そうでない」女のわたしへの希求ともとれよう。死と不可分な関係にあ
るため、この非規範的な女のあり方への希求が「他界」へと棄却されることに
変わりはない。しかし、このような、相異なる要素を併せもち、その不協和音
が解消されないことこそ、性差をめぐる交渉としての「鬼火」を吉屋信子の作
品におけるフェミニズム思想について考察する上で不可欠な作品たらしめる最
大の特徴である。

「鬼火」の吉屋にとって、「そうでない」女となるのは――この世においては
3 3 3 3 3 3 3 3

――不可能である。これは、一方では、非規範的な女のあり方としての少女
（性）が「現実から乖離した空間へと隔離される」ことを『花物語』と『女の
友情』の一つの限界としてみる菅（ ）に倣って、効果

3 3

として既成
の秩序を追認してしまう分離主義的な否定性の一種――毛利のいう「具体的な
対
3

策をもたない」「現実否定」――として批判することができよう。だが、そ
れと同時に、『女の友情』において女性同士の親密な関係がもはや取り返せな



い過去として「隔離される」ことが、異性愛中心主義的で家父長制的な「現
実」を可能にする、女性に対する規範化の暴力性を暴くための戦略としても捉
えられるように（本稿 黒澤 菅 ）、「鬼火」

において受け身の女性性の拒否が、空間的でも時系列においての「隔離」でも
なく、今度は「生」からの絶対的距離化という形をもって表明されることもま
た、ある種の異議申し立て――非規範的な女として「生きられない」 年
代日本の「現実」に対する非難として読める。



研究論文：〈女〉の在処を求めて――吉屋信子「鬼火」（1951）のフェミニズム的再考
Onibi

Footnotes
「鬼火」の引用元は、 年の再刊である（吉屋 ）。

によれば、吉屋の作品が本格的に文学批評と学術的研究の対象となっ
ていくのは、本稿において援用される黒澤（ ）や駒尺（ ）などのような例
外を除けば、 年前後である（ ）。

小林が自ら明記するように『女の友情』を最後まで読まなかったためか、『女の友情』

の作品評は『文学会』のこの特集のほかの「作品評に比べ、字数が極端に少ない」

（久米 ）。

吉屋信子がデビューするまでに純文学のみならず、大衆文学の系譜も「男性作家の独
占であった」ということも忘れるべきではないだろう（村松 ）。

文芸誌『人間』による「昭和二十二年に望むこと」というアンケートに対し、吉屋が
「文学を『通俗小説』『純文学』とおおざっぱな荒っぽい概念で区別する妙な文学的封
建性をこの時代に改革して頂きたいです」と答えたことから、吉屋もこのカテゴリー
に対し無関心ではなかったことが窺える（中村 ）。

似たような設定は、他の同時代の作品にも確認される。 が論じたよ
うに、林芙美子の『めし』とその映画版（ 年）では、玄関が公私の閾であり、

主人公の美千代のような日本人女性が、 年に施行された日本国憲法により男女
の平等が保証され、女性にとって公的空間において活躍しやすくなるという期待を持
ち得たが、実際、戦前とほとんど変わることなく「母」や「妻」として私的空間に閉
じ込められていたという曖昧な立場を交渉するための空間的比喩として機能している

（ ）。
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研究論文：異性同士の絆――金原ひとみ『星へ落ちる』のバイセクシュアルな三角形とヘテロソーシャルな絆――
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異性同士の絆――金原ひとみ『星へ落ちる』のバイセクシュアルな三角形と
ヘテロソーシャルな絆――

大木龍之介

はじめに
金原ひとみは、 年にデビュー作『蛇にピアス』（ ）で芥川賞を受

賞した、日本の作家である。当時 歳であった彼女の『蛇にピアス』は、過
激な性行為とピアス・刺青など肉体改造の描写が注目を浴び、ベストセラーと
なった。金原作品の書評を多数発表する斎藤環は、『蛇にピアス』における非
道徳的世界観の描出が「従来の文学者イメージの側からみたとき、かなり異質
であった」（斎藤 ）ことから、金原を非文学的な「ファンキー文
学」の担い手と呼称した（斎藤 ）。そして彼女を非文学的
な作家として位置付ける傾向は、残虐な性的嗜好を描いた第 作『アッシュベ
イビー』（ ）以降、より強固なものとなった（金原 ）。一方
金原は、自身の非文学的イメージを払拭するかのように、摂食障害をテーマの
ひとつとした『 』（ ）、「精神科へ行こうと出掛けるが、結局行け
ずに帰る」というシチュエーションを綴った短編集『憂鬱たち』（ ）、震
災後の心の揺らぎを多角的に捉えた『持たざる者』（ ）、姉妹の奇妙な関
係を描いた『クラウドガール』（ ）など、幅広いジャンルの作品をコンス
タントに発表し続けてきた。そして現在、彼女を「ヤンキー文学」にカテゴラ
イズする批評は息を潜め、金原は短編「夏旅」（ ）で第 回川端康成文
学賞最終候補、短編集『 』（ ）で第 回織田作之助賞受賞、長
編『マザーズ』（ ）で第 回 ドゥマゴ文学賞を受賞するなど、

文壇の高い評価を獲得し続けている。そんな彼女が初の短編集として発表した
作品が、『星へ落ちる』（金原 ）である。

『星へ落ちる』は、作家の主人公である「私」 、その恋人の「彼」、そして
「彼」の元恋人である「僕」のバイセクシュアルな三角関係を綴った、金原い
わく「恋愛にアイデンティティーを求めていってしまうような、そういう最初
から行き詰っている恋愛に、分かってて足を踏み入れてしまう人々」（金原
木村 ）を描いた作品である。本作は 編の短編小説から構成され、「私」



から「彼」への愛と不安を描出した「星へ落ちる」・「サンドストーム」・「虫」、

「僕」から「彼」への情愛が綴られる「僕のスープ」、そして「私」の元彼氏
「俺」の未練を描いた「左の夢」が収録されている。時系列としては「星へ落
ちる」と「僕のスープ」がほぼ同時期、続いて「サンドストーム」、「左の夢」、

「虫」の順であり、収録順もこの通りである。この構成は、「私」の時系列的心
情を、「僕」と「俺」という他者の情感描写で挟む形となっている。作中では

「私」が「俺」と別れ「彼」と関係を持ち、「彼」が「僕」の元を去り、「私」

と「彼」が同居し婚約に至るまでの、それぞれの心情が描かれる。

物語において「私」と「僕」は、「彼」への愛情を募らせるにつれて、互い
を強く意識し合うようになる。「私」が「僕」を恐れ、「僕」が「私」を恨み、

「彼」への愛以上に互いのライヴァル関係を強固に構築していく様は、イヴ・

セジウィックが提唱したホモソーシャルな絆――同性愛嫌悪と女性蔑視を抱い
た男たちが、女性を取り合うことで築く、異性愛者としての男同士の絆――の
バイセクシュアル版として捉えられるだろう。「私」から「僕」に対する恐怖
心と「僕」から「私」に対する女性蔑視は、非対称的ではあるものの、互いの
関係をエロティックな欲望から切り離す役割を担っている。つまり「私」と

「僕」は、「彼」への愛情という欲望を模倣し合うことで、恋敵である互いのこ
とを考えずにはいられなくなり、「ヘテロソーシャル」とも呼べる異性同士の
絆で固く結ばれていくのである。本論の第 節では、まず「私」と「僕」の関
係に焦点を置き、異性同士の絆がいかに構築されているかを、ルネ・ジラール
の欲望の模倣理論と、セジウィックのホモソーシャル概念、そしてマージョ
リー・ガーバーのバイセクシュアルに関する考察を参照しながら分析する。

同時に「私」と「僕」の両者は、「彼」を獲得しようとすればするほど、

「彼」の存在を遠く感じるようになる――まるで積極的に「彼」を手に入れな
いよう努めているかのように。スラヴォイ・ジジェクによれば、欲望の本質と
は、「欲望する行為」そのものである。つまり、もしどちらかが「彼」を手に
入れてしまえば、「私」と「僕」は「彼」を欲望するという行為を、その成就
によって失ってしまう。だからこそ、ふたりは積極的に「彼」のバイセクシュ
アリティによって構築される異性同士の絆を意識し続けることで、「彼」への
欲望そのものを保持するために、欲望の成就を遅延するのである。
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しかしながら、「僕」が「彼」のバイセクシュアリティによって培われる
「私」との異性同士の絆を強く意識する一方で、最終篇「虫」では、「僕」との
異性同士の絆だけでなく、「彼」のバイセクシュアリティそのものを意識する
ことで欲望の成就を遅延する「私」の姿が描出される。まず第 節では、「私」

と「僕」の「彼」への心情に着目し、それぞれが「彼」のバイセクシュアリ
ティとそれに依拠する異性同士のヘテロソーシャルな絆によって「彼」の愛
情の獲得という欲望の成就を遅延する様子を、スラヴォイ・ジジェクの欲望
理論を中心に用いながら読解していく。続く第 節では、「私」が「彼」のバ
イセクシュアリティを獲得不可能な欲望の対象「対象a」として位置づけるこ
とで、欲望の成就の遅延をおこなっている様子を、「彼」－「私」－「俺」間
の関係性を読み解くことで分析していく。そして「彼」の対象aとしての性質
が、いかに「彼」のバイセクシュアリティに参与しているかを、語り手として
の「彼」の不在を考察することで明らかにする。

1 「私」と「僕」の異性同士の絆
本節ではまず、「星へ落ちる」、「僕のスープ」、「サンドストーム」の 篇に

おける「私」ー「彼」ー「僕」間のバイセクシュアルな三角形から、「私」と
「僕」の関係に着目し、ふたりの間に構築される強固なライヴァル関係を、「ヘ
テロソーシャル」とも呼べる異性同士の絆として理解する。

『星へ落ちる』（ ）の篇首に配置された「星へ落ちる」は、「私」と
「彼」が東京タワーのふもとを散歩している場面から始まる。仲睦まじく談笑
するふたりだが、「彼」の携帯電話に着信が入ることで、会話は中断される。

「彼」の口から、電話の相手が「彼」の恋人であることが知らされると、読み
手は「私」と「彼」の関係が、そこに「彼」の恋人を加えた三角関係であるこ
とを知らされる。そして、「彼の恋人は、きっと私の存在に気づいている。私
の影に怯えている。でもそれは私も同じだ。私は、彼の恋人の影に怯えてい
る」（ ）という「私」の心情は、「私」と「彼」の恋人が、所謂ライヴァル
関係にあることを示している。

「私」は「彼」の恋人の存在に怯えている。「彼には彼の恋人がいる。それ
は元々知っていた。ずっと前から知っていた」（ ）と自分に言い聞かせ



る「私」は、常に「彼の恋人がその辺を歩いていて、気づいた彼が恋人に手を
振ったり、恋人を抱きしめたりするかもしれないという不安」（ ）に
苛まれる。「私」による不安の吐露は、彼女が「彼」の存在と同等に、「彼」の
恋人の存在を意識している状況を提示する。そんな中、「男同士の恋愛関係
がどんなものなのか、私にはよく分からない」（ ）という一文によって、

「彼」の恋人という不透明な存在が、男性であることが明らかになる。性愛を
異性間のものとして当然視する読者の異性愛中心主義的予測が、金原の文彩に
よって見事に裏切られるのである。

しかし厳密に言えば、「彼」の恋人は文字通りの「恋人」ではない。「彼」と
その恋人の関係は、「彼」の恋人である「僕」が語り手として登場する「僕
のスープ」にて、詳細に語られる。かつて「彼」に好意を抱いていた「僕」

は、「女みたいに束縛しないルームメイト、一等地のマンション、安い家賃」

（ ）を提示することで、「彼」との同居生活を獲得した。そして、「干渉し
ない性格、面倒な事にならない関係、自由意志でいつでも解消できる関係をさ
りげなく宣伝」（ ）するにつれて、「彼」は「僕」に心を許すようになり、

やがて体を求めるようになった。だが衣食住を共にし、性的な関係を持つもの
の、「僕」と「彼」の関係は「ただのルームメイト」（ ）であり、「僕」自
身もそれを自覚している。

「僕」が「彼」との間に恋人としての関係を強く求める契機となるのは、

「私」の登場である。「僕」が「彼」の携帯電話を盗み見た際、そこには「私」

との親密な関係を示す内容が残されていた。「僕」は「私」の存在を知ってい
た。以前、「彼」が仕事で知り合った「私」について、「僕」に語ったことがあ
るからだ。「女の愚かさについて話しては僕と笑い合っていた」（ ）「彼」

は、「私」については肯定的で、「僕」が彼女を蔑むような発言をすると、それ
に反論した。その反応に「いつもとは違うんだと感じて、途端に恐ろしくなっ
た」（ ）「僕」は、「彼」が「私」に取られるのではないかと戦慄する。そ
して携帯電話の窃視によって「彼」と「私」との関係を突き付けられた「僕」

は、「これまで二年間僕たちが歩んできた道は絶たれた。それも、一人のブス
女の出現によって」（ ）と、「私」の存在を強く意識するようになる。同
時に「僕」は、「今の状況を、浮気されてる、以外の言葉で考える事が出来な
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い」（ ）と、「彼」が「私」と結ぶ親密さを浮気と定義するようになる。

恋人ではないはずの「僕」が、「彼」と「私」の関係を浮気だと断罪すること
は、自分自身が「彼」の恋人としての立場を獲得するための、戦略として機能
する。

僕だけの勝手な思い込みだけど、僕は浮気をされてる。いや、それは僕
の望みだ。僕は浮気をされてると言いたい。なんで浮気するのと彼を
責めたい。本当はそうやって、恋人としての権利を獲得したかったん
だ。彼があの女と付き合い始めて、初めて僕は自分の気持ちを認めた。

（ ）

浮気という言葉を用いることで、「僕」は「彼」に浮気されている恋人という
立場を手に入れる。同時に「私」を浮気相手と定義することで、「僕」は自身
を「彼」の正式な恋人として特権化する。このように、「僕」は「私」の登場
によって、「彼」との関係を「恋人」として説明可能にする。

上記の通り、「私」は恋人がいると知りながら「彼」への欲望を増幅させた。

他方「僕」は、「彼」を奪う好敵手である「私」の登場によって「彼」への欲
望を自覚し、恋人としての立場を獲得した。このことは、ふたりが「彼」とい
う対象への欲望を、互いに模倣し合っていることを示している。欲望の模倣的
性質を提唱したルネ・ジラールによれば、欲望とはつねに他者の欲望の模倣で
ある（ ）。ジラールにとって主体の欲望とは、欲望の対
象に直接向けられるものではなく、対象を欲望する他者（モデル）を模倣する
ことで生じ、また同じ対象を欲望する者同士の間にライヴァル関係が生じると
いう意味で、必ず三角形の構造を取るものである（ ）。この
定式を体現するように、「私」は「僕」の「彼」に対する愛情を模倣し、「僕」

もまた、「彼」と恋人関係になりたいという「私」の欲望を模倣している。

一方、ジラールの理論を発展させたイヴ・セジウィック（ ）は、

強制的異性愛の内部におけるふたりの男性が、ひとりの女性を取り合うライ
ヴァルとなることで培う絆を、ホモソーシャルな絆と定義した（

）。セジウィックによれば、ホモソーシャルな絆には、男



同士の絆をホモエロティックな欲望から切り離すための同性愛嫌悪と、互い
の関係を結ぶ導管として女性を利用する女性蔑視が必要不可欠であるという

（ ）。

また、ジラールとセジウィックの理論をバイセクシュアルな三角形に応用し
たマージョリー・ガーバーは、バイセクシュアルの三角形において、バイセク
シュアルな人物は常に三角形の頂点、すなわち媒体としての地位に配置される
と指摘する（ ）。なぜなら三角形がバイセクシュアルの形
態を取るには、ライヴァル同士が異なるジェンダーであると同時に、両者の欲
望の対象が、異性愛 同性愛という二項対立では決定できないバイセクシュア
ルの状態でなければならないからである。ガーバーによれば、異性愛 同性愛
の二項対立的構図におけるバイセクシュアリティは、一時的な異性愛的 同性
愛的段階と見なされるが故にその存在を抹消される傾向にあるという（

）。しかし、バイセクシュアルな三角形においては、異性愛的な欲望と同
性愛的な欲望の両方の対象となることで、バイセクシュアリティが可視化され
るのである。

『星へ落ちる』のバイセクシュアルな三角関係においても、バイセクシュア
ルである「彼」は常に欲望の対象＝三角形の頂点に配置されており、それに
よって「彼」を取り合う「私」と「僕」の間に、強固なライヴァル関係が構築
されている。また「私」と「僕」の「彼」への欲望は確かに異性愛 同性愛的
だが、「私」と「僕」が両者の欲望を模倣しているという意味でも、「彼」のバ
イセクシュアリティは両者の欲望の支柱となっている。しかし一方で、ホモ
ソーシャルな絆とは異なり、『星へ落ちる』にて描かれる「私」と「僕」の強
固な異性同士の絆は、「僕」から「私」に対する女性蔑視と、「私」から「僕」

に対する恐怖心という、非対称的な感情によって結ばれている。

まず、「僕」から「私」への心情描写を読み解いていこう。「周囲の人に、浮
気されてる男だと思われるなんて、しかも女に取られたと思われるなんて、耐
えられない」（ ）とあるように、テクストでは「僕」の女性蔑視が繰り返
し描かれる。「彼」が「夫の給料に頼って生きていくような専業主婦に関して
は、寄生虫だと思っている」（ ）と考える「僕」は、「女みたいに束縛し
ないルームメイト」（ ）を理想化し、遊びに出掛けたがる主婦の友人を
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「主婦の息抜きか」（ ）と蔑むなど、女性一般に対する嘲笑的態度を示す。

しかし、「女の恋人なんかよりも、僕たち二人はずっと高尚で深い関係を持っ
ている」（ ）と感じ、「彼」と共に女性を見下すことによって「彼」が女
性と性的関係を持つことを容認することができた「僕」は、「彼」が「あの女

［「私」］を庇うような事を言った」（ ）のを機に、「私」という具体的な
対象を嫌悪するようになる。「［「彼」は］あの女とセックスするために、体を
洗ってるんじゃないか」（ ）、「あの薄汚いブス」（ ）、「あの馬鹿女と、

僕の違いは何だ」（ ）などの描写からは、「僕」による女性蔑視の矛先が、

女性一般というよりむしろ、「彼」が「僕」と女性蔑視を共有しない唯一の女
性である「私」個人へと向けられていることが読み取れる。そしてその怒り
が、「僕」にとっての「私」の輪郭をより鮮明に象っていく。ライヴァル同士
の絆は主体－欲望の対象間のそれと同程度に激しく強い、とするジラールの論
の通り、「僕」から「私」へ向けられる女性蔑視の感情は、「彼」への愛に匹敵
するほど色濃く綴られる。

「僕」が「私」に向ける感情が女性蔑視による憎悪である一方、「私」が
「僕」に対して抱く感情は怒りとは異なる。三篇目「サンドストーム」にて、

それまで「僕」の名前を知らなかった「私」は、「彼」の携帯電話の画面に表
示された「僕」の名前を目撃してしまい、激しく動揺する。

彼の指の隙間から、見てしまう。途端に胸がぎゅっと締め付けられるよ
うに痛んだ。息を止めて、心臓の鼓動を抑えるように身を縮める。脳天
が痺れるようになって、頭が真っ白になった。そうかだから、彼は私に
教えなかったんだ。彼の恋人の名前を知ったら、何でかは分からないけ
れど、私はものすごく恐ろしい気持ちになってしまうと、彼は知ってい
たんだ。［…］私の頭の中には一人の男がいた。名前を持った彼の恋人。

今この瞬間にも自殺しているかもしれない人。私を殺したいほど憎んで
いる人。（ ）

名前という実体性を持つことで、「私」は「僕」を、自分に激しい敵意を向け
るライヴァルとして認識する。そして自殺未遂を繰り返す「僕」に対して、



「お願い死んでいて」（ ）と祈るようになるなど、「私」も「僕」を、「彼」

との関係を脅かすライヴァルとして位置づけていることが読み取れる。

「私」は「星へ落ちる」にて、「男同士の恋愛関係がどんなものなのか、私
にはよく分からない」（ ）と述べる。「私」が同性愛を理解不可能なもの
と認識し、故に「わたし－でない」ものとして棄却することで異性愛者として
の自己像を強調する様子は、ジュディス・バトラーが展開する異性愛規範の構
造と一致する（ ）。しかし、こうした心情は「サンド
ストーム」にて、「男同士は、どこか違うんだろうか。異性の恋人と同性の恋
人、それがどれだけの違いを持っているのか、私にはまだ分からない

3 3 3 3 3 3 3

」（

強調筆者）と変化し、「私」が異性愛中心主義的な立場から移行している様子
が伺える。また、「分からなくて、分からない事に引け目を感じたりもする」

（ ）と吐露することや、「僕」が「私」に向けるような侮蔑的な用語を使わ
ない様子からは、「私」が「僕」へ抱く感情が、「僕」が「私」へ向ける女性蔑
視に対応するような同性愛嫌悪とは異なることが読み取れる。むしろ、知らな
い電話番号からの着信に「私を死ぬほど憎んでいるあの人じゃないか」（ ）

と怯え、手首を切り人差し指が動かなくなった「僕」に対して「私のせいだ
と思っているだろうか」（ ）と考え、自殺未遂を繰り返す「僕」のせいで

「彼は来ないかもしれない」（ ）と悲観的になることから、「私」は「彼」

との関係を脅かす「僕」に対して、強い恐怖心を抱いていると言えるだろう。

つまり、「僕」から「私」への強いライヴァル意識の根底に「私」への女性蔑
視が存在する一方で、「私」が「僕」を強く意識する背景には、同性愛嫌悪と
いうよりも「僕」という個人に対する恐怖心が存在しているのである。

これまでに例証した通り、「私」と「僕」による「彼」への欲望は、互いの
欲望の模倣である。「私」－「僕」間のライヴァル関係は決して対照的ではな
いが、「僕」は「私」に対する女性蔑視を抱くことによって、「私」は同性愛に
対する理解不可能性に引け目を感じると同時に「僕」を恐れることで、互いが
互いに向ける強い感情を、エロティックな欲望から切り離しつつも、「彼」へ
の愛と同程度に強化する。バイセクシュアルを欲望の対象とするライヴァル同
士が、欲望の模倣を通じて結びつき合い、エロティックな欲望の可能性を排除
しながらライヴァルとしての絆を深めていく構図は、ホモソーシャルな絆の異



研究論文：異性同士の絆――金原ひとみ『星へ落ちる』のバイセクシュアルな三角形とヘテロソーシャルな絆――

Hoshi e ochiru Falling into stars

性間版として捉えられる。つまり、『星へ落ちる』のバイセクシュアルな三角
形では、異なるジェンダー セクシュアリティのライヴァル同士が、バイセク
シュアルの人物を欲望の対象＝媒体とし、男女間の性愛的結びつきとは異なる
ものの、しかし強固な情緒的絆を構築している。換言すれば、「彼」というバ
イセクシュアルの人物を媒介することで、「私」と「僕」という異なるジェン
ダー間に、男女間の性愛的結びつきとは異なる強固な異性同士の情緒的絆、す
なわち「ヘテロソーシャルな絆」が構築されているのである。

2 バイセクシュアルな三角形と欲望の成就の遅延
前節では、「私」－「彼」－「僕」というバイセクシュアルな三角形におけ

る「私」と「僕」の情緒的結び付きを、ヘテロソーシャルとも呼べる異性同士
の絆として位置付けた。しかし奇妙なことに、「私」と「僕」には、「彼」とい
う欲望の対象を自発的に遠ざけていくような描写が見受けられる――まるでふ
たりの本当の欲望が、「彼」の愛を勝ち取らないことにあるかのように。本節
では、「私」と「僕」の両者が、「彼」の獲得という欲望の成就を遅延する障害
物として、異性同士の絆と「彼」のバイセクシュアリティを機能させているこ
とを、テクストの分析によって確認する。

前述の通り、「僕」は「男に依存しきっている奴が大嫌い」（ ）で、「誰
にも依存したくない人で、誰にも依存されたくない人」（ ）である「彼」

のために、「彼の求める生活」に相応しい「干渉しない性格、面倒な事になら
ない関係」（ ）と「自由意思でいつでも解消できる関係」（ ）にある
人物を演じ続けた。しかし、「ひりつくような嫉妬から解放される」（ ）

ために「彼」との思い出のイタリアンレストランへ向かった「僕」は、「彼」

が「私」とそのレストランを利用していた事実を知り、激しく動揺する。そし
て怒りを募らせた「僕」は、ついに「彼」を責め立ててしまう。「彼」との幸
福な生活を象徴するイタリアンレストランを「私」に侵犯されたことを機に、

「僕」は「不満も怒りも抑えられなくなって、何か疑わしいことがあればすぐ
に糾弾」（ ）するようになり、錯乱の末、自傷や自殺未遂を繰り返すよう
になる。「一緒にいて心地いいパートナー」（ ）とは相反する立場となっ
た「僕」に対し、「彼」は「拒絶の強さ」（ ）を向けるようになり、やが



て「こんな生活耐えられない」（ ）と口走るようになる。

こうした「僕」の人物像は、「私」の元彼氏である「俺」の存在と重なり合
う。「私」はかつて「俺」と同棲していたが、「彼」と出会ってすぐに「俺」の
もとを去った。以来「私」は、一日に何十件も寄せられる「俺」からのメール
と電話に、倦厭する。「俺」からの連絡にうんざりする「私」はしかし、「彼

［「俺」］の言葉をパソコンに打ち込んでみたらどう？」（ ）という「彼」

の助言の通り、「俺」からの電話に出る度、その言葉を記録する。

「何でなんだよ。何度も言ったじゃない。無視するのだけは止めてく
れって。お前が電話に出ないともう二度とお前の声聞けないんじゃない
かって不安になるんだよ。［…］死ぬよ俺。このまま死んじゃうよ。ど
うしてだよ毎日手ぇ合わせて祈ってんのにどうしてお前に会えないんだ
よ」（ ）

「俺」の一方的な感情の吐露は、「何で嘘つくのいい加減にしてよ僕の事何
だと思ってんの」（ ）、「もうね、駄目なんだ。［…］死ぬしかないんだ
よ」（ ）と「彼」に畳みかける「僕」のイメージと重なり合う。「私」は、

「俺」を鬱陶しく感じる。そして「私」は、「彼」が「僕」の錯乱に辟易してい
ることを知っている。だからこそ「この男のように、脇目もふらず自分の思い
を伝える事が出来たら、私はもう少し楽だったのだろうか」（ ）と述べる

「私」は、「辛いとも、悲しいとも、寂しいとも、愛してるとも、言ってはいけ
ない。重いからだ」（ ）と、自身の感情を抑圧し、積もり積もった感情を

「彼にだけはひた隠す」（ ）。つまり、「私」は明らかに、「彼」に嫌われ
ないためには「僕」や「俺」のようにはなるまいと、一緒にいて居心地の良い
パートナーという、かつて「僕」が演じていた理想像を模倣している。そして
その結果、「サンドストーム」では「彼」と同棲を始め、「虫」では婚約を結ぶ
に至る。

しかし、「私」はある奇妙な矛盾に苛まれる。「彼」との距離が近づけば近づ
くほど、「私」は「彼」の存在を、より遠く感じるようになるのである。「彼」

との新居に引っ越した「私」は、「もしかしたら彼は永遠に、このマンション



研究論文：異性同士の絆――金原ひとみ『星へ落ちる』のバイセクシュアルな三角形とヘテロソーシャルな絆――

Hoshi e ochiru Falling into stars

に足を踏み入れないかもしれない」（ ）という一抹の不安を拭いきれな
い。「彼」の荷物が新居に届いてもなお、「捨ててもいいようなものを送って、

しばし私を安心させておこうと思ったのかもしれない」（ ）と、「私」の
疑心暗鬼は消えない。さらに物語の終盤、「私」と「僕」との間に奇妙な関係
の変転が生じる。『星へ落ちる』の最終編「虫」にて、「彼」の領収書整理を手
伝っていた「私」は、あることに気づいてしまう。

レシートを省いていく内に、同じ店のレシートがたくさんある事に気が
つく。それは私も知っている店。彼が前に住んでいた家の近くの、アー
ルデコ調のインテリアの、安くも高くもない、イタリアンレストラン。

［…］彼はあの人と会っていた。でも私はどこかで知っていた。無理矢
理のように家を出た彼が、その後もあの人から電話やメールを受けてい
る事、そしてきっとまだ、会っているという事。あの人は、彼がいつか
自分の所に帰って来ると、信じているんだろう。だからあの人は彼を泳
がせつつ、じっと彼を見張っている。（ ）

「彼」が「僕」と密会していることを確信した「私」は、少しずつ発狂してい
く。「仕事相手からの電話を無視しては、コックローチドリームをやっては、

彼を待つ」（ ）彼女の様子は、「彼」が浮気して家に寄り付かなくなり、

仕事に身が入らずひたすら「彼」の帰りを待ち続けた、「僕」の姿と重なり合
う。「僕」のような感情の露呈を抑圧する「私」は、抗鬱剤と精神安定剤を摂
取することで、心の均衡を保とうと試みる。ここでは、「彼」との思い出のイ
タリアンレストランを侵害されることが、「私」と「僕」の混乱を促す引き金
として、共通の機能を果たしていることが読み取れる。また、「毎日のように
あの人の愚痴をこぼしていた彼は、一緒に住み始めて以来、自分からあの人の
話題を持ち出さない」（ ）という「私」の境遇は、同居生活が進むにつ
れて「あの女の話題を、自分からは持ち出さなくなった」（ ）という「僕」

の状況と重なり合う。このように「私」は無意識的に、反面教師としていたは
ずの「僕」と共鳴し、異性同士のヘテロソーシャルな絆を強化していく。

抗鬱剤を飲んでいる「私」に気付いた「彼」は、「私」に対し「これからは



何でも、悩みがあったら話すんだよ」（ ）と優しい言葉をかけ、さらに
「結婚しようよ」（ ）と婚姻関係を提案する。つまり「私」は、「彼と結
婚したい。出来る事なら今すぐに」（ ）と述べる「僕」にとっての欲望の
成就を、達成するのである。しかし、「本当に嬉しくて、もう死んでもいい」

（ ）と思いながら、それでも「私」は「僕」の存在を意識せずにはいら
れない。

私の頭の中に顔のないあの人がいる。あの人は彼と会って、どんな話を
しているんだろう。彼らは一体どんな話をしているんだろう。彼らは手
を握ったりキスをしたり、あるいはセックスをしたりしているんだろう
か。彼らは私の話をしたりして、笑ったりしてるんじゃないだろうか。

ばしゃばしゃと顔にお湯を受けながら気づく。いつの間にかあの人と私
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

の立場が逆転している事に
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

。私と彼の関係が浮気だった頃は、あの人が
私の影に怯えていたのに彼があの人の元を去ってからは、私があの人の
影に怯えている。（ 強調筆者）

ここで最も興味深いのは、「立場が逆転している」という記述である。前述の
通り、「彼」の理想の恋人になることを志していた「僕」は、「私」への怒りを
増幅させ、「彼」を責め立てることによって、「彼」との同居生活を失った。そ
の一方で、「私」への憎悪に基づく「僕」の行為は、「でも自殺するぞって、実
際に脅されると、やっぱり怖くて放っておけないよ」（ ）という「彼」の
言葉を引出し、「手首を切った恋人を探している。どこにいるのかも分からな
い恋人を捜して、奔走している」（ ）と描出されるように、「彼」の関
心を引くことに成功する。しかし、「彼」の理想から遠退くことで手に入れた
関心は、「心地いいパートナー」（ ）として「彼」の注意を引くことや、

「彼の名字になりたい」（ ）という「僕」の欲望の成就を、遅延するもの
として機能しているのである。他方「私」は、「僕」や「俺」を反面教師とし、

自身の感情を抑圧することで「彼」との婚姻関係を勝ち取るが、「僕」への恐
怖心を募らせることで、「彼から遠く離れてしまったような気持ち」（ ）

になり、「近くにいたい触れたい感じたい」（ ）という欲望の成就を遅延
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している。このようにテクストには、「私」と「僕」が異性同士のヘテロソー
シャルな絆を強化することで、互いに「彼」の獲得という欲望の成就を遅延し
ている様子が、度々描かれる。

ここで、「私」と「僕」による欲望の成就の遅延を理解する手立てとして、

スラヴォイ・ジジェク（ ）が論じた「宮廷恋愛」の理論を援用しよ
う。貴婦人と彼女を欲望する騎士の間に構築される欲望について述べたジジェ
クによれば、宮廷恋愛における騎士の本当の目的とは、貴婦人から常に試練
＝延期を備給されることで、貴婦人への欲望を永遠に延期し続けることにあ
る（ ）。このジジェクの考察は、主体が実質的に欲望
しているものは、その成就という「絶望的な瞬間」を遅延し続けるために、欲
望そのものを保ち続けることだ、とするラカンの考えに依拠している（

）。つまり、欲望の主体が最も避けなければならない事態とは、欲望自体
が成就によって達成＝消滅することなのである。

宮廷恋愛の観点から考察すると、「僕」が「彼」の理想的パートナーから逸
脱することと、「私」が「彼」の存在を必死に遠ざけることは、「彼」の獲得と
いう欲望の成就＝欲望の備給の停止を避けることとして理解できる。ここでは
同時に、「私」と「僕」が互いを意識し合うことで異性同士のヘテロソーシャ
ルな絆を強化する目的が、ライヴァルの存在によって欲望の成就を遅延し続け
ることにあるということも、読み取れる。「私」は「彼」を手に入れてしまえ
ば、「彼」を欲望する行為そのものを失ってしまう。「僕」も同様に、「彼」が
完全に「私」のものになってしまえば、「彼」を欲望するという行為そのもの
を喪失してしまう。だからこそ、『星へ落ちる』のバイセクシュアルな三角形
においては、欲望の成就の遅延を手助けする有益かつ強力な存在として、互
いに欲望を阻害し合うライヴァルが、必要不可欠なのである。セジウィック

（ ）が述べるように、ホモソーシャルな絆で結ばれた男同士が「男
の利益を促進する男」（ ）として機能するのであれ
ば、『星へ落ちる』のヘテロソーシャルな絆で結ばれた異性同士もまた、互い
を欲望の成就という絶望的瞬間から遠ざける、「男 女の利益を促進する女 男」

として特徴づけられるだろう。

また、『星へ落ちる』における異性同士のヘテロソーシャルな絆による欲望



の成就の遅延は、「彼」がバイセクシュアルであることに大きく依存している。

前述の通り、「僕」は、「彼」に女の恋人がいたことについて、「女の恋人なん
かよりも、僕たち二人はずっと高尚で深い関係」（ ）にあると感じること
で容認していた。また、「変えられないのは彼が本気になっている相手が女だ
という事実で、惨めな事に、もしそれが男だったとしたら、僕はこんなに惨
めじゃなかった」（ ）と述べているように、「僕」の強い憎悪は常に「彼」

が本気になっている女性である「私」にのみ向けられている。しかし、「僕が
女だったら、他の男に種付けしてもらってでも、妊娠を理由に彼をどうにか
引き留めていただろう」（ ）、「一体僕の何が、あの女より劣っている。結
婚出来るからだろうか。だから彼は女に惹かれたんだろうか」（ ）、「やっ
ぱり彼は、養子より妻が欲しいのだろうか」（ ）などの描写からは、「僕」

から「私」への女性蔑視の背後に、「彼」と「私」の間に培われる異性愛的関
係の可能性、すなわち「彼」のバイセクシュアリティが存在していることが
読み取れる。つまり「彼」を欲望する「僕」は、「私」との異性同士のヘテロ
ソーシャルな絆を深めることで、「私」と「僕」の両者に欲望される「彼」を
バイセクシュアルの位置に留めているのである。この意味で、「僕」は「彼」

のバイセクシュアリティを役立て、「彼」の欲望を一つの性との関係だけには
固定させないことによって、「彼」の獲得という欲望の成就を遅延していると
言えるだろう。

一方「私」は、「彼」の理想の相手を演じ、「彼」との親密さを深めれば深め
るほど、「僕」をより強く意識してしまう。また同時に、「あの人と暮らしてい
たあの街のあの店で、あの人と食事をしている」（ ）、「彼が部屋の窓か
ら抜け出してあの人の所へ行っているんじゃないか」（ ）という不安定
な心情描写からは、「私」が「僕」へ向ける恐怖が、「彼」と「僕」との間に培
われる同性愛的関係の可能性、つまり「彼」のバイセクシュアリティに基づい
ていることが読み取れる。この意味で、「彼」を欲望する「私」もまた、「僕」

との異性同士のヘテロソーシャルな絆を深めることで、「彼」をバイセクシュ
アルの位置に留めていると言えるだろう。
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3「対象a」としての「彼」のバイセクシュアリティ
しかし、「僕」と「私」が互いに向ける否定的態度に差異があるように、両

者の欲望の成就の遅延のあり方にも相違が存在することは、特筆すべきであ
る。「僕」が「私」とのヘテロソーシャルな絆によって欲望の成就を遅延して
いる一方で、「私」は異性同士の絆と同等に、いやそれ以上に、「彼」のバイセ
クシュアリティそのものを積極的に意識し、欲望の成就の遅延に役立ててい
る。「虫」において「私」は、次のような不安に襲われる。

不意に今彼が私を裏切っているんじゃないかと思い始める。あの人かも
しれないし、あの女上司かもしれないし、あの男上司かもしれないし、

あの同僚の女かもしれないし、あの同僚の男かもしれないし、あの接待
相手の女かもしれないし、あの接待相手の男かもしれないけれど、どち
らにしても彼が私を裏切っているような気がし始めてどうしようもなく
なっていく。（ ）

「私」は「僕」だけでなく、「彼」のバイセクシュアルな可能性そのものに不安
を覚えていく。もちろん『星へ落ちる』では、「僕」の語りが「僕のスープ」

のみであるのに比べて、「私」の語りが「星へ落ちる」、「サンドストーム」、

「虫」と三篇に渡って展開されるという分量の差は存在する。しかし、「僕」

が「私」のことを一貫して性別を明示する「あの女」と呼称するのに対して、

「私」は「僕」を、「彼の恋人」もしくは「あの人」という性別を明示しない代
名詞で呼ぶことが多く、「彼氏」と呼称するのは「サンドストーム」の一部分

（ と ）のみである。確かに、「私」は「僕」の「彼」への欲望を模
倣することでバイセクシュアルな三角形を構築し、「僕」と異性同士のヘテロ
ソーシャルな絆で結ばれている。しかし「私」は「僕」とは異なり、異性同士
の絆と同等に「彼」のバイセクシュアリティを積極的に想像し、欲望の成就の
遅延に役立てている。本節では、「私」が「彼」を獲得不可能な欲望の対象・

対象aとして位置づけることで、欲望の成就の遅延をおこなっていることを、

「私」と「彼」、そして「俺」の関係性を読み解くことで分析していく。

第一節で論じた通り、マージョリー・ガーバーはバイセクシュアルな欲望



の三角形において、バイセクシュアルの人物は常に三角形の頂点に属すと指
摘した（ ）。『星へ落ちる』では、バイセクシュアルである

「彼」は、欲望の三角形における「欲望の対象」として位置づけられている。

しかし厳密に言えば、「私」と「僕」の本質的な欲望が「彼」を欲望する行
為そのものである以上、「彼」は文字通りの「欲望の対象」ではない。むしろ

「彼」は、ふたりの欲望を備給する「欲望の原因としての対象」である。「欲望
の原因としての対象」としての「彼」の存在は、対象aとしても言い換えられ
る。ジジェク（ ）は対象aについて、次のように説明する。

ここで忘れてならないのは、対象aは欲望の原因であり、欲望の対象
とは違うということである。欲望の対象は、たんに欲望される対象の
ことであるが、欲望の原因は、対象の中にあるなんらかの特徴であり、

その特徴ゆえにわれわれはその対象を欲望する。（

）

前節で例証した通り、「私」と「僕」の本当の欲望とは、「彼」を欲望し続ける
ことにある。この意味で「彼」は、ふたりに欲望を与える欲望の原因、即ち対
象aとして機能している。また斎藤環は対象aを、常に獲得不可能な欲望の原
因であると説明する（斎藤 ）。「私」と「僕」が異性同士の
ヘテロソーシャルな絆と、その絆が依拠する「彼」のバイセクシュアリティに
よって「彼」への欲望の成就の遅延をおこなっていることは、前節で確認した
通りである。しかしテクストからは、「私」が「僕」との異性同士の絆と同等
に、「彼」のバイセクシュアリティを獲得不可能な欲望の原因＝対象aとする
ことで、欲望の成就の遅延を達成していく様子が伺える。「私」が「彼」のバ
イセクシュアリティを維持するための、「僕」との異性同士の絆以外の方法と
して、「私」による「俺」の拒絶が挙げられる。

前述の通り、「私」は「俺」からの執拗な連絡に辟易している。一方、「俺」

は、「服が必要だから荷物を送ってくれ」（ ）と言う「私」の願いを叶え
てしまえば、彼女と自分を繋ぎ止める物がなくなるという不安から、荷物の
送付を躊躇う。ここからは、「俺」が欲望の断念の遅延を望む主体として位置
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付けられていることが読み取れる。そんな「俺」に対して、「私」は「あの男
の事を疎ましく感じていて、憎んでもいた」（ ）と嫌悪感を露わにする。

しかし、「私」がそれを「彼」に伝えても、「彼」は「私」に、「俺」との関係
を絶つようには言わない。それどころか前述の通り、「後で俺が読み返せるよ
うに」（ ）と、「俺」の電話に出てその言葉をパソコンに打ち込んでおく
ことを要求する。

「俺」―「私」―「彼」の三角形において「私」は、「彼」と「俺」に欲望を
向けられる、欲望の対象としての役割を担う。またこの三角形において「彼」

は異性愛的欲望の主体として暫定的に固定され、「俺」―「彼」間にホモソー
シャルなライヴァル関係が築かれる。しかし、「私」は執拗に「俺」を拒絶し
続ける。「このまま自然消滅的に彼が私を捨てたとしても、私は絶対にあの男
の元へは帰らない」（ ）と、かつて「好きで好きで仕方なかった事があっ
た」（ ）元彼氏に対して、嫌悪感を募らせる。このことは、「私」が自発
的に「俺」を遠ざけ、「俺」―「私」―「彼」という三角形から、「俺」を排
除しようと試みる様子が読み取れる。そして最終篇「虫」では、ついに「俺」

が「私」に荷物を送り、最後の連絡を交わす。「荷物を送ってもらう。そして、

私は完全に、前の男から自由になる」（ ）、とあるように、「私」は「俺」

との関係に自ら終止符を打つ。

興味深いことに、最終篇「虫」では、「星へ落ちる」と「サンドストーム」

にて登場した、「私」に欲望を向ける男たちが一切登場しなくなる。「星へ落
ちる」では、「海外アーティストのプロモーションビデオに出てくれる子」

（ ）を探しているという男性と、「可愛いね」（ ）、「彼氏いるの？」

（ ）と会う度「私」に声をかける同じマンスリーマンションに住む男性の
姿が描かれる。一方、「サンドストーム」では、「乗馬に行こう、夜景を見に行
こう」（ ）と電話とメールで「私」を誘うモデルの男性と、こちらも電話
とメールで「今度食事でも」（ ）と声を掛ける、「彼」と観に行った映画
の原作者である男性作家が登場する。そして「虫」では、こうした「私」を欲
望する男たちの姿が一切描かれない。物語が進行するにつれて、「私」を欲望
の対象とする男性は段階的に姿を消していき、そして最終的に「私」は「俺」

を切り捨てる。つまり、「彼」―「私」―「俺」（もしくは他の男性）という異



性愛の欲望の三角形と、そこで暫定的に固定される「彼」のヘテロセクシュア
リティは、「私」の手によって抹消されるのである。

「私」は「俺」と決別し、「私はもう、二度とあの男からの電話を取らなく
ていい。永遠に、関係を断ち切れる」（ ）と「一つ仕事をやり遂げたよ
うな気持ち」（ ）になる。しかしその直後に、「私」は「僕」の存在に怯
え、「僕」ではない誰かと「彼」が「私を欺いて、誰かと私を嘲笑っているよ
うな気がしてどうしようもなくなって」（ ）いき、そして最後には第二
節で引用したように、「僕」との立場の逆転に気づく。さらに「私」は最後に、

「彼」と「僕」の関係に対する不安で食事を吐き出しながら、次のような感情
を抱く。

泣きながら吐き続けて、私は思う。私はいつからこんなに惨めな生き物
になってしまったんだろう。栓を抜いて、押さえいる指の隙間から、詰
まらないように少しずつ吐瀉物を流しながら思う。彼が好きになってか
らだ。（ ）

これまでに確認した通り、「私」の「彼」への欲望は、「僕」の「彼」への欲
望の模倣であった。さらに「私」は、「僕」との異性同士のヘテロソーシャル
な絆を強化し、また彼女を欲望する「俺」やその他の男性を排除することで、

「彼」を同性愛的な欲望でも異性愛的な欲望でも完全には獲得できない、そこ
からすり抜けてしまうバイセクシュアルとして位置づけた。「彼」のバイセ
クシュアリティが常に獲得不可能な欲望の原因として機能しているというこ
とは、「彼」が対象 aとしての役割を担っていることを示している。「私」は

「僕」の存在に怯え、また「彼」のバイセクシュアルな可能性を積極的に意
識することで、「彼」を手に入れないままでいる。つまり、対象aとしての彼
のバイセクシュアリティが、「彼」への欲望そのものを保持し続けるという、

「私」の本当の欲望を叶えているのである。

最後に、語り手としての「彼」の不在についても考察したい。『星へ落ちる』

のバイセクシュアルな欲望の三角形は、「私」の手によって積極的に、「私」―

「彼」―「僕」の三人の間に構築される。しかし、語り手として登場するのは、
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「私」と「僕」、そして「私」の元彼氏「俺」の三人のみである。しかし、物
語の核である「彼」は、不可解にも語り手として登場しない。それどころか、

「彼」の存在自体が「 ［「私」］、 ［「僕」］の視点からちらちらと垣間見えるだ
け」（いしい ）であり、その異様なまでの不在性はまるで、「私」

と「僕」が「生きながらに死んでいる相手」（池田 ）に執着して
いるようにも感じさせる。

物語の構造上、「私」と「僕」が「彼」への欲望の成就を遅延し続けるため
には、「彼」を語らせてはいけない。第一節で触れた通り、『星へ落ちる』のバ
イセクシュアルな三角形において、異性愛 同性愛の二項対立的な構図の内部
で抹消されがちなバイセクシュアリティは、確かにその存在が可視化されてい
る。しかし「私」や「僕」、「俺」のように「彼」が語ってしまえば、「彼」の
主体位置は暫定的に決定され、ふたりの欲望を備給し続けるバイセクシュア
ルとしての、また常に不在である対象aとしての立場を失ってしまう。それは

「私」にとって、そして「僕」にとっても、欲望そのものを保ち続けられなく
なる、絶望的な瞬間である。だからこそ「彼」の代わりに、「私」に欲望の断
念を強いられた「俺」が語る主体に配置される。そうすることで「彼」は語り
手から排除され、欲望の原因としての対象＝対象aとして、常に不在の状態に
置かれるのである。そしてこの構成が、逆説的にもバイセクシュアルとしての

「彼」の存在感を、一層強めていく。この意味で、「彼」を語り手として登場さ
せない『星へ落ちる』の構造は、欲望の原因としての対象が常に不在でなけれ
ば主体は欲望の成就という絶望的瞬間を遅延し続けられない、という欲望の精
神分析的テーゼを、バイセクシュアルな三角形における異性同士のヘテロソー
シャルな絆の描出を通じて、鮮やかに提示していると言えるだろう。

おわりに
『星へ落ちる』の登場人物たちは、誰ひとりとして名前を与えられない。語

り手たちは「私」、「僕」、「俺」という一人称の代名詞を使って語り、語らない
対象aは「彼」という三人称の代名詞で、他者によってのみ語られる。常に他
者を通じてのみ描出される「彼」は、語り手として登場しないことでバイセク
シュアルな対象aとして、「私」と「僕」の欲望の成就を遅延し続ける。だと



したら、序論で引用した金原の「恋愛にアイデンティティーを求めていってし
まうような、そういう最初から行き詰っている恋愛」（金原 木村 ）と
いう言葉は、「私」と「僕」という恋愛にアイデンティティを求めるふたりの
欲望が、実は「彼」を手に入れないことで「彼」への欲望を保ち続けることに
あるという意味で、初めから行き詰まる運命にあるのだということを、示唆す
るものではないだろうか。

本論で概念化した『星へ落ちる』における異性同士のヘテロソーシャルな絆
は、「私」と「僕」の非対称的な感情によって構築されているという点や、両
者のバイセクシュアリティに対する態度にすら相違が存在しているという点
で、セジウィックによるホモソーシャルな絆と対応するような、普遍的な概念
ではない。同時に、本稿で提唱した異性同士のヘテロソーシャルな絆は『星へ
落ちる』の中で築かれるものであり、バイセクシュアルな三角形における異性
同士の絆を一般化するものではない。さらに、本論では「私」と「僕」の欲望
の成就の遅延に「彼」のバイセクシュアリティが大きく参与していることを示
したが、これはバイセクシュアリティそのものが性的に不確かであることを意
味するものではない。前述の通り、金原による叙述技法はむしろ、異性愛 同
性愛の二項対立の内部で抹消されがちなバイセクシュアリティの存在感を、語
り手としての「彼」を敢えて不在にすることで、逆説的にも増幅させる効果を
担うものである。この意味で、『星へ落ちる』はバイセクシュアリティの不可
視性という後景化されがちな問題に真っ向から挑み、金原ひとみの作家として
の可能性を果敢に押し広げた作品として、評価することができるだろう。
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Footnotes
本作では登場人物に名前は与えられず、私、彼、僕、俺という人称代名詞によって物
語が展開される。本論では、作中の登場人物をすべて鉤括弧「　」で括ることで、議
論上の代名詞との区別を明確化する。
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同性愛の包摂と排除をめぐるポリティクス：台湾の徴兵制を事例に
福永玄弥

はじめに
年代以降、東アジア各国における性的少数者をとりまく社会状況は劇

的な変化をみせている。なかでも「性的少数者の権利」という点で「台湾は他
国と一線を画している」（The New York Times ）。事実、台
湾では、

　オープンなゲイが兵役に就くことができる。教育部は同性愛にたいし
て寛容であることを奨励する教科書を採用している。近年では、職場で
の差別禁止を含む 保護法案が通過した。さらにキリスト教の活動
家や国民党政府の政治家から根強い反対に遭うものの、同性婚法案が立
法院で審議されている。

台湾政府は 年代以降「ジェンダー主流化」を国策として推進し、

年代には立法をつうじて の人権保障を実現してきた。 たとえば、

年に成立したジェンダー平等教育法（性別平等教育法）や 年に改正さ
れたジェンダー労働平等法（性別工作平等法）はジェンダー平等の実現を掲
げて、教育や就労をめぐる「ジェンダー」や「性的指向」や「性自認」にも
とづく性差別を禁止した。また、歴代総統の陳水扁（ ）や馬英九

（ ）をはじめ、 年に初の女性総統に就任した蔡英文も同性婚
の法制化を支持するなど、 年以降の政治エリートは政党の差異を問わず

3 3 3 3 3 3 3 3 3

「 フレンドリー」な態度を表明してきた（福永 近刊 ）。か
くして、台湾は「アジアのゲイにとって希望の灯火」であり、「性的少数者の
権利」という点で「近隣諸国と比べてはるかにそのさきを行っている」という
のである（The New York Times ）。

本稿では、ニューヨーク・タイムズによる上記引用文のなかで台湾の「先
進性」の根拠のひとつにあげられた兵役、すなわち徴兵制度に着目したい。

年に導入された徴兵制は現在に至るまで実施され、中華民国の国籍を



有するすべての男性に兵役を義務づけている。ゲイ男性は同性愛が「性心理
異常」であることを理由にながらく徴兵制から排除されていたが、国防部は

年に方針の変更を宣言し、その結果、オープンなゲイ男性も異性愛男性
と同様に兵役に就くことができるようになった

3 3 3 3 3 3 3 3 3

。

よく知られるように、アメリカのゲイアクティヴィズムにとって「従軍する
権利」は同性婚と並んで主要な要求のひとつであった。社会学者のシンディ・

パットンによれば、ゲイアクティヴィズムはアメリカ市民への統合を目指し
て「従軍する権利」を主張してきた。「良き市民である」と主張することと、

オープンなレズビアンやゲイの軍隊への参入を要求する運動は矛盾せず、むし
ろ前者の主張を実現する手段として後者が要求されたのである（

）。 年にはクリントン政権のもとで同性愛者の限定的な包摂が
（ ）として実現し、約 年後の 年にはオバマ政権で

の廃止＝同性愛者の完全な包摂が達成され、これは長年に及ぶ社会運動
の「成果」であると評された（高内 ）。 このようなアメリカの文
脈を前提とするならば、台湾におけるゲイ男性の徴兵制への包摂も「性的少数
者の権利」という点で台湾の「先進性」を担保する根拠のひとつとしてみなす
ことが可能である。

ところが、国防部がゲイ男性の包摂を発表した 年当時、台湾で「従軍
する権利」を主張した当事者運動はみられなかった。ゲイ男性を主体とする社
会運動は 年代初頭に展開を始めたが、かれらは「従軍する権利」には一
貫して無関心であったし、それどころか国防部の突然の方針転換に戸惑う姿勢
を隠さなかった。それでは、当事者が躊躇さえみせた状況で、ゲイ男性の排除
から包摂への政策転換はいかにして実現されたのだろうか。また、ゲイ男性は
どのような意味で制度への包摂にたいする戸惑いを示したのか。

本稿は台湾の徴兵制を事例として、ゲイ男性を対象とする政策を包摂／排除
の観点から検討する。とりわけ包摂／排除の境界線の変動に着目し、どのよう
な背景が境界線の変動を可能にしたかを分析する。くわえて、これらの政策に
たいする当事者の反応も検討することで、制度への包摂がマイノリティにとっ
て意味するところを考察したい。

残念ながら、性的少数者の観点から台湾の徴兵制を調査対象とした先行研究
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はほとんどない。 本稿は政策を扱うことから政府の文書がおもな調査対象と
なるが、公開された資料もきわめて限定的である。このような研究手法上の限
界を補うものとして、新聞メディアの言説分析とゲイ団体に所属する活動家へ
のインタビュー調査を採用した。調査対象とした中國時報および聯合報は、台
湾最大手の新聞紙であるとともに 年代には最大規模の読者人口を有する
マスメディアであり、社会における支配的言説装置であると作業的に仮定し
た。 年代当時はいずれも国民党寄りの媒体であったことが知られるが、

本稿は国民党政権時代の政策を研究対象とするため、この点も調査の不利には
ならないと考えた。なお、インタビュー調査の対象および方法は本論および脚
注で適宜言及した。

1 徴兵制とメンバーシップ
本節では、台湾における徴兵制の歴史をふりかえるとともに兵役をめぐるメ

ンバーシップの規定を確認しよう。

台湾政府が徴兵制を導入したのは 年であり、それは中華人民共和国を
仮想敵とした軍事的要請にもとづく政策であった。 年に中国大陸で成立
した中華民国は、 年にアジア太平洋戦争が終結すると主要戦勝国として
国際連合の設立メンバーとなり、台湾へ進駐した。ところが、国共内戦に勝利
した共産党が 年 月に中華人民共和国を建国すると、内戦に敗れた国民
党は南京から台北へ首都機能を移転し、台湾島地域や金馬地区などを実効支配
する国家として中華民国の再編成を図った。国民党政府は中華人民共和国を仮
想敵とし、その軍事力に対抗する必要から同年 月に台湾全域で徴兵制を施
行した。これが台湾における徴兵制度の始まりである。

年に導入された徴兵制は、中華民国の国籍を有する兵役適齢の男性に
一定期間の兵役を義務づけた。兵役適齢の男性とは、満 歳を迎えた翌年の
月 日から満 歳の 月 日までの戸籍上の男性を指す。

兵役期間は時代によって異なるが、近年は短縮傾向にある。 年から
年までに徴兵の対象とされた者は ヶ月、 年から 年までは

ヶ月、 年から 年までは ヶ月、 年から 年までは ヶ
月、 年以降は ヶ月と定められている。 年代なかば以降は国防関係



予算の削減が進み、政府は徴兵制の撤廃と志願制への移行を検討し、 年
には志願兵制度へ完全に移行するとされている。

台湾では兵役に就くことが男性の通過儀礼として位置づけられ、男性たちは
日常の軍事調練をとおして「立派な国民／男性」になることを期待されてき
た。また企業も採用活動などで兵役経験の有無により男性をふり分け、このよ
うにして徴兵制をつうじた「ジェンダー統治」の正当性が社会的に担保されて
きた（高 ）。

兵役法は兵役適齢のすべての男性に兵役義務を課し、対象者に兵籍調査と
徴兵検査を義務づけている。そして徴兵検査の結果、「心身に障害または持病
があり、服務基準に達しない者は兵役を免除する」と定めている（兵役法第
条）。ここでいう「服務基準」は 年に制定された「体位区分基準」を指
し、これが兵役のメンバーシップを定めた規則である。現行の「体位区分基
準」は の項目に分かれ、身長や体重の超過や過少、皮膚や頭部など身体の
疾病、自閉症やうつ病などの精神障害を記載し、いずれかの項目に該当する者
は「兵役基準に達しない」とみなされ、兵役が免除される。

本論との関わりでいえば、「体位区分基準」第 項の「精神系統」におけ
る「性心理異常」が重要である。「性心理異常」はふたつの項目に分かれ、「性
心理異常と診断が確定された者」、あるいは「性別適合手術を受けた者」は兵
役が免除される。 そして前者の項目が同性愛の包摂／排除をめぐる議論と関
係するのである。

2 排除から包摂へ
従来、同性愛は「性心理異常」にあたるとして、公立病院および軍病院の精

神科医師によって同性愛と診断を受けた者は兵役が免除されていた。「体位区
分基準」に「性心理異常」の項目が導入されたのは 年だが、それ以前に
も同性愛者や性別違和を持つ者は「性格異常」という項目を根拠に兵役を免除
されていたことがわかっている（「役男女兒心將改稱性別不安症」 ）。と
ころが 年 月、国防部は同性愛が「性心理異常」ではなく「性的指向」

であるとして、ゲイ男性を徴兵制に包摂する方針を次のように宣言した。
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　現行の兵役適齢男性の身体検査基準は、身体の部位や疾病の区分、器
官体肢欠陥や運動能力の障害の程度、体位判定などの分類に区分され、

規定は明確である。同性愛は個人の性的指向にもとづく行為であり、疾
病ではなく、体位区分基準におけるいかなる病状にも当てはまらない。

本部軍医局は同性愛者を変態心理とみなさず、兵役を免除すべき身体状
態であると判断しない（立法院 ）。

これはゲイ男性の徴兵制への包摂を告げるとともに、政府による同性愛の脱
病理化宣言でもあった。それでは、国防部はどのような経緯でこの宣言をおこ
なったのだろうか。じつは国防部の宣言から遡ること ヶ月前の 月 日、「人
権派」の立法委員として知られる洪昭男が徴兵制におけるゲイ男性の排除を立
法院で問題化していたのである。いわく、

　兵役制度の公平性からみても、あるいは公民権の平等という観点から
みても、すべての男性同性愛者に兵役免除の権利を一律に与えてはなら
ない。

　同性愛者は外見からそれとわかるいかなる特徴も持たない。同性愛者
であるかどうかを判断する方法は心理測定と面談によるほかはなく、同
性愛であると詐称することによって診断の正確さに影響をもたらすこと
が容易に起こりうる。 感染者を兵役免除とするのは当然であるが、

同性愛者や、ひいては両性愛者の兵役を免除すれば、同性愛と偽って兵
役を逃れる可能性があり、結果として兵役制度の公平性に影響をもたら
す恐れがある。

　同性愛は疾病ではなく、ひとつの性的指向にすぎず、業務能力とは関
係がない。国家の兵役制度は同性愛者にたいする差別的待遇をとっては
ならない。同性愛者を兵役免除とする国防部の態度は過度に保守的であ
る。表面上は同性愛者を尊重するようにみえたとしても、事実上の差別
および排斥になっている。

　国防部が軍における管理の便宜を理由として軍内部で医療衛生や性知
識の教育の推進をおこなわないのは、兵役制度の公平性を犠牲にするも



のである。若干の修正を要求する（立法院 ）。

以下では、洪昭男の質疑を手がかりにして考察を進めよう。注目すべき論点
は つある。第一に、かれの質疑は同性愛が「疾病」ではないとする主張を含
み、その承認を政府にたいして迫るものであった。同性愛は「疾病」ではなく

「ひとつの性的指向」であり、それゆえ「国家の兵役制度は同性愛者にたいす
る差別的待遇をとってはならない」。つまり、ゲイ男性を排除する現行の施策
は「事実上の差別および排斥」であるとして国防部を批判したのである。さら
に洪昭男は、政治の自由化の過程で流行語となった「公民権」という用語をと
りあげて、同性愛者にもそれが平等に与えられるべきであると述べた。ここか
らは台湾社会における同性愛の位置づけの変化を読みとることが可能であり、

この点は次節でさらに掘り下げて検討しよう。

第二に、とはいうものの、洪昭男が「すべての男性同性愛者に兵役免除の権
利を一律に与えてはならない」と留保を付けた点に注意する必要がある。洪昭
男は、同性愛が「性的指向」であるとしながらも「男性同性愛者」を一律に処
遇する施策には慎重な姿勢を示したのである。議論を先取りすると、この留保
は「男性同性愛者」を一枚岩的なカテゴリーではなく、ジェンダー二元論にも
とづいた「男役／女役」という下位カテゴリーでとらえる発想が「常識」と
して流通していたことと無関係ではなかった。ただし、国防部は 月の答弁で

「男性同性愛者」を全面的に包摂する指針を掲げることになるのであり、国防
部による「全面的包摂」と「男性同性愛者」をめぐる「常識」とのあいだに横
たわる落差が、制度への包摂にたいする当事者のアンビバレンツな受容を喚起
する一因となる。

最後に、洪昭男が「兵役制度の公平性」を執拗に強調した点も重要である。

短い質疑のなかに「兵役制度の公平性」というレトリックが 度も重複してみ
られたことは看過すべきでない。とりわけ、現行の規定で兵役制度の「公平
性」が損なわれるとする根拠を、「同性愛者は外見からそれとわかるいかなる
特徴も持たない」点に求めていることは注目に値する。洪昭男は「同性愛者で
あるかどうかを判断する方法は心理測定と面談によるほかはなく」、それゆえ

「同性愛であると詐称することによって診断の正確さに影響をもたらすことが
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容易に起こりうる」と指摘したうえで、「同性愛と偽って兵役を逃れ」ること
にたいする懸念を強調したのである。いうまでもなく、かれの懸念の対象

3 3 3 3 3

とし
て想定された主体は異性愛男性

3 3 3 3 3

であった。であるならば、「兵役制度の公平性」

や「兵役逃れ」というレトリックは、当時の文脈においてどのような意味を
持っていたのだろうか。

以下では、同性愛の徴兵制への包摂を可能にした背景を検討する。まず、同
性愛の脱病理化を指摘し（第 節）、次にアメリカの影響（第 節）および対
中危機を背景とした安全保障意識の高まり（第 節）を検討する。最後に、徴
兵制への包摂にたいするゲイ男性の反応をとりあげて（第 節）、本節で提起
した論点に答えたい。

3 グローバル化する同性愛の脱／病理化
国防部が同性愛の脱病理化を宣言した 年とは、日本では厚生省が「同

性愛はいかなる意味においても治療の対象とはならない」とする世界保健機関
（ ）の見解を踏襲した年でもあった。台湾と日本の両政府は同時期に同性
愛が病理ではないと宣言しており、その背景には国際社会における同性愛の脱
病理化の潮流があった。

同性愛の脱／病理化の歴史を簡潔に述べると、世界で広く用いられるアメ
リカ精神医学会の「 」（精神障害の診断と統計の手引き）および の

「 」（疾病及び関連保健問題の国際統計分類）において、同性愛は 年前
後に「性的逸脱」とされ、治療の対象となった。その後、当事者運動の台頭な
どをうけてアメリカ精神医学会は 年に同性愛を精神障害として扱わない
ことを決議し、 年の「 」で同性愛の診断名を削除している。 年
の「 」では「自我異和的同性愛」という診断名が「みずからの性的指
向で悩み、それを変えたいという持続的願望をもつ場合の診断名」として登
場するが、 年の「 」に至って同性愛にかんするあらゆる項目が精神
疾患リストから削除された。他方、 年に採択された「 第 版」では

「同性愛」の代わりに「自我異和的性的定位」という分類名が用いられたが、

「性的指向それじたいは障害と考えられるべきではない」とする注釈がつけら
れた。 年に入ると は「同性愛はいかなる意味でも治療の対象になら



ない」と宣言している。

台湾の精神医学も日本と同じく「 」の影響下にあった。精神医学会は
同性愛の脱病理化にかんする統一見解を公表しなかったが、臨床医師は
年代初頭には「 」を参照して同性愛を精神疾病とみなさなくなっていた

（「開始視同性戀者為正常人」 ）。ただし、同性愛の脱病理化言説が社会に
広まるのは 年の徴兵制をめぐる議論をとおしてであった。たとえば、同
年 月 日付の新聞は「 」を根拠に同性愛を「精神疾病ではない」とする

「医学人」の記事を掲載して、いわく、

　同性愛者の兵役問題が議論を呼び起こしている。［…］アメリカ精神
医学会が出版する「精神障害の診断と統計マニュアル」（ 、すべて
の精神科医師が病気の判断をするときに基準とする参考書）の第 版は
同性愛を社会病質人格障害と定義したが、 年の第 版以降はこの
マニュアルの疾病病名から削除され、国内の医学界も同性愛を異常とみ
なさなくなった。医学界は同性愛を子どもに持つ親にも教育を推進し、

同性愛の子どもには利き手が異なるだけのふつうの子どものように接
し、悪魔や妖怪のようにみなしてはならないと伝えている（「開始視同
性戀者為正常人」 ）。

文中、同性愛者を指して「悪魔や妖怪のようにみなしてはならない」とする
レトリックがみられるが、 年代まで新聞メディアは同性愛者をながらく

「悪魔」や「妖怪」のような存在であると他者化して表象してきた歴史を持っ
ていた。

台湾は同性間の性行為を取締りの対象とした刑法を持たなかったが、その事
実は社会が同性愛にたいして寛容的であったことを意味するものではない。む
しろ、国民党政府が儒教規範を利用して「中国」ナショナリズムの強化を推進
した 年代から 年代にかけて、同性愛はおもに「異常犯罪」や「精神病
理」との関連で語られていたことが明らかになっている。台湾の新聞メディア
における「同性愛」言説を調査した先行研究によると、医療機関や警察機構に
代表される政府機関によって「同性愛」は「精神病理」や「変態性欲」として
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社会から排除され、あるいは「治療」をとおして「正常な異性愛」に矯正され
ることによってのみ社会への参入が認められるとされ、一貫して強烈なスティ
グマを付与されてきた（福永 ）。しかし、 年の立法院での質疑を契
機にゲイ男性の制度への包摂の是非を問う議論が盛りあがると、同性愛は「精
神疾病」ではなく「性的指向」であるとする言説が広く流通したのである。

以上をまとめると、台湾は同性愛の脱／病理化の国際的な潮流の影響下にあ
り、徴兵制におけるゲイ男性の処遇を論じた当時の言説は同性愛が精神疾病で
はないことを前提とした。そして、この前提は立法院における洪昭男の質疑や
国防部の答弁にも共有されたのである。

4 クリントン政権の誕生と「従軍する権利」の衝撃
同性愛の脱病理化言説が広まる 年以前にも、じつは軍隊における同性

愛の処遇が議論されたことがあった。 年には聯合報がアメリカの動向を
報じ、これが台湾の新聞メディアで軍隊における同性愛者の処遇を最初にとり
あげた記事となった。同年 月 日付の聯合報は「同性愛者も兵士になりたい」

と題した記事を掲載し、アメリカのゲイアクティヴィズムの歴史を「従軍する
権利」という観点から紹介したのである（「同性戀者想當兵」 ）。

その後、 年に入って、ふたたびアメリカの動向を報じた特集記事が相
次いだ。ビル・クリントンが選挙戦の最中に軍隊における同性愛者の包摂を表
明し、民主党政権が誕生した 年 月には、聯合報や中國時報が立てつづ
けにその動向を報じたのである。これらの記事も前述の 年の言説と同様
に、米軍における同性愛者の処遇を「従軍する権利」という観点から論じた。

たとえば、 月 日付の中國時報は「クリントンが同性愛者の兵役禁止令の撤
廃を要求」と題して、 頁全面を割いた特集を組んでいる（ 参照）。特
集の冒頭は次のように始まる。

　クリントンは大統領就任後、選挙時の公約を果たすべく行政命令を
もって同性愛者の従軍を禁止した規定を取り消すべく行動を開始した
が、軍隊や両党の国会議員から猛烈な反対に遭っている。［…］この件
が同性愛者の当事者団体の力を成長させたことはまちがいない。クリン



トンは同性愛者の票を勝ち取り、かれらにたいする支援を約束したアメ
リカ初の大統領になったのである（「克林頓慾取消同性戀者兵役禁令其
來有自」 ）。

特集内の「同性愛者 兵役」と題した記事では、「従軍の権利」を主張し
て訴訟を起こしたアメリカ人ゲイ男性のインタビューが掲載されている。それ
によると、かれは「同性愛を理由にアメリカ海軍から解雇処分を言い渡された
ことを違憲であるとして初審に勝訴した」人物であり、その写真には「米軍で
は同性愛者は身分を隠さなければならない」とする一文が加えられた。特集記
事の最後は、アメリカのゲイアクティヴィズムの歴史や現状にも言及して同性
愛が「人権問題」であることを強調している。

ただし、クリントン政権の誕生を契機に盛りあがりをみせた一連の報道は、

「クリントンが同性愛者の兵役禁止令の撤廃を要求」
（「克林頓慾取消同性戀者兵役禁令其來有自」 ）
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いずれもアメリカの動向の紹介に終始した。すなわち、同性愛者の従軍をめぐ
る議論が国内の動向にまで広がりをみせるのは、 年の立法院の質疑を待
たなければならなかったのである。

その後、クリントン政権は 年 月に同性愛者の限定的包摂である
を制定し、 年 月 日に開始している。台湾の立法院で現行の排除

政策を問題化した質疑が提出されるのも 開始と同月の 日であった。台
湾の政治がとりわけ軍事や外交面で「宗主国」であるアメリカの動向に規定さ
れたことを考慮すれば（鄭 ）、国防部の方針転換がクリントン政
権の政策の影響を受けたと想像するのは困難ではない。本稿の調査からはこの
点を説明する一次資料を探しあてることはできなかったが、米軍における同性
愛の処遇に変化がみられるたびに、その動向は「従軍する権利」という観点か
ら高い関心を持って台湾で報道されていたことが明らかになった。

5 対中危機意識の高揚とナショナルな要請
台湾の政治は、対中関係および対米関係による影響を強く受けてきた。本節

では 年の徴兵制の方針転換をナショナルな要請という観点から検討する。

前述のとおり、台湾における徴兵制の導入は中華人民共和国を仮想敵とする政
治上の要請を根拠としたが、 年代中葉に対中関係はふたたび一触即発の
危機を迎え、政府は軍事力の増強を加速度的に推進せざるをえなかった。徴兵
制がゲイ男性を包摂した 年とは、まさに対中危機意識が高揚をみせた時
期だったのである。以下では、台湾の対中・対米関係をめぐる歴史を軍事面か
らふりかえりたい。

年に中華人民共和国が成立し、中華民国が南京から台北へ首都機能を
移転してからも「ひとつの中国」をめぐる「内戦」状態が終わりを迎えること
はなかった。中華人民共和国は「台湾解放」の旗印のもと中華民国の実効統治
領域への侵攻を掲げ、 年には実行に移すべく準備を進めた。他方、中華
民国も「大陸反攻」を掲げて軍事力の強化に取り組んだ。

ところが、 年 月に朝鮮戦争が勃発したことをうけて、トルーマン米
大統領は台湾海峡の「中立化」を宣言する。中国も朝鮮戦争に参戦すると、米
中の対立関係は決定的となり、台湾海峡は急速に冷戦構造に組み込まれた。中



華民国には米軍の経済援助が提供され、米軍軍顧問団が常駐を始めた。中国と
の本格的な戦争を望まないアメリカの影響下で中華民国の「大陸政策」も変更
を余儀なくされ、「大陸反攻」の機会は失われてしまう。 年代以降は両者
の軍事衝突の危機は後景化し、「ひとつの中国」をめぐる攻防は外交領域へと
舞台を移すのだが、台湾が 年代に民主化を進めると軍事衝突のリスクはふ
たたび表面化する。

年に総統に就任した李登輝は、政治の自由化を急速に推進した。なが
らく掲げてきた「大陸反攻」の旗印を下ろし、中華人民共和国が中国大陸を実
行支配する国民国家であることを中華民国の総統としてはじめて公式に承認し
た。同時に、国際社会にたいしては「中華民国台湾」をアピールし、台湾・澎
湖・金門・馬祖を実効支配する国民国家としてその存在を主張した。かくして

「ひとつの中国」をめぐる「内戦」状態は、中華民国側から一方的に終結宣言
が布告されたのである。ところが、李登輝政権下で政治の自由化や民主化、さ
らには国民国家アイデンティティの再編成が進行する過程で「台湾独立」を主
張する政治勢力が力を増すと、依然として「ひとつの中国」を掲げる中国は李
登輝や台湾独立派にたいして強い反発姿勢を示し始めた。

このような状況で、 年には中国の台湾への侵攻を予言した鄭浪平の小
説『 閏 八月』がベストセラーを記録するなど、中国との軍事衝突の危
機意識が急激な高揚をみせる（中川 ）。 小説の予言を裏づけるように、

年 月から第 次台湾海峡危機が勃発している。 年 月に台湾史上
初となる総統・副総統の直接選挙が実施されると、中国は台湾近海にミサイル
を乱発し、クリントン米大統領は台湾近海に空母を派遣するなど、台中関係は
一触即発の危機に晒された。

対中危機意識の高揚と政治的に緊迫した状況下で、 年代をとおして台
湾の軍事費は膨張をみせた。実際、 年の通常兵器の購入額は 億 万
ドルにのぼり、第 位の中国（ 億 万ドル）を大きく引き離して世界第
位を記録している（中川 ）。政府はその後も最新鋭の兵器や軍用

機、軍用船などの装備をつづけ、 年度の国防関係予算は国家予算全体の
約 に相当する 億台湾ドル（約 億円）にのぼった。

国防部がゲイ男性の徴兵制への包摂を発表した 年とは、台湾にとって



研究論文：同性愛の包摂と排除をめぐるポリティクス：台湾の徴兵制を事例に

対中危機意識が急激な高まりをみせ、軍事力の拡張が喫緊の政治課題とされた
時期であった。台湾の政治は中国と一触即発の危機的状況に置かれたという意
味において「例外状態」にあり、防衛意識の高揚とナショナルな軍事的要請が
徴兵制の方針に影響を与えたと想像するのは困難ではない。事実、これを裏づ
ける根拠は次節の「兵役逃れ」をめぐる議論からも読みとることができる。

6「権利」と「義務」をめぐるダブルバインド
本節では、立法院の質疑を契機に盛りあがりをみせた一連の議論のゆくえ

と、当事者であるゲイ男性の受容を検討しよう。まず、ゲイ男性を主体とする
社会運動の展開から論述を始めたい。

年の戒厳令の解除と政治の自由化をうけて、 年代の台湾では女性運
動をはじめとする多様な社会運動が爆発的に展開した。ゲイやレズビアンを主
体とする運動も例外ではなく、かれらは抗議運動をとおして性的少数者にたい
する社会的差別を問題化した。ところが、徴兵制からの排除にかんしてはゲイ
の活動家でさえほとんど関心を示さなかった。実際、 年には立法院で人
権公聴会が開催され、複数のレズビアンやゲイ団体が参加して同性愛者の人権
保障を訴える声明を公表しているが、同性パートナーシップの保障や教育・就
労をめぐる人権保護などが主張される一方、「従軍する権利」は最後まで言及
されなかった。活動家たちは「従軍する権利」には無関心を貫き、徴兵制を焦
点化するときには「従軍する権利」ではなく「兵役逃れ

3 3 3 3

」を主張していたこと
が明らかになった。

年当時、徴兵制による同性愛の処遇をパブリックに問うた稀有な活動
家がいた。祁家威である。かれは同性愛を「性心理異常」とした国防部の方針
を逆手にとり、兵役免除資格を取得するための当事者支援活動に取り組んだ。

その活動は新聞メディアでも注目され、ゲイ男性の包摂の是非を問う議論に一
石を投じた。 年 月 日の記事で、祁家威の活動は次のように紹介され
ている。

　クリントン大統領が 年前の選挙期間中、「同性愛者を兵隊に就かせ
る」と言及したことが話題を集めた。台北市兵役所の官員いわく、昨年



頃から国内の同性愛者が行動を開始し、兵役適齢の男性が公立病院の発
行する「同性愛」証明書を持参するようになった。かれらの目的はアメ
リカと違って兵役の免除資格を取得することであった。

　この官員がいうには「［…］兵役適齢の男性による同性愛者を偽った
兵役逃れもみられるから、予防措置を取らなければならない。」［…］

　エイズ予防のボランティア活動に取り組む祁家威は指摘する。一昨
年末から現在までに、約 名の同性愛者の兵役免除の申請に協力した。

その同性愛者たちはすべて女役（同性愛者における女性の役割を持つ
者：男性の役割を持つ者は男役という）であった。祁家威いわく、すべ
ての同性愛者が兵役に就かない権利を主張する必要はなく、男役は兵役
に就いてもいい。ただし、女役は軍隊のなかで性暴力に遭う可能性が
あり、軍隊にも悪影響を及ぼしうることから兵役には適さないという

（「非關特權？同性戀者可不當兵」 ）。

この記事からも、クリントン政権によるゲイ男性の包摂が台湾で高い関心を
持って受けとめられたことがわかる。また、同性愛を偽った異性愛男性

3 3 3 3 3

による
兵役逃れへの懸念も言及され、「予防措置」の必要性が表明されていた。しか
し本節において重要なのは、台湾のゲイ男性が「アメリカと違って」兵役免除
の資格を取得するために「行動を起こした」という点である。

祁家威の発言によれば、「男役」のゲイ男性は兵役に「就いてもいい」が、

「女役」は「適さない」という。前述のとおり、ゲイ男性を「男役／女役」と
いうジェンダー二分法によってふりわける発想がここでもみられた。ほかに
同年 月 日付の記事でも、「女役」のゲイ男性の兵役免除要求をとりあげて

「もっともよいのは軍隊が［…］弾力的に対応をすることである」として、徴
兵制の包摂範囲の限定を示唆する「医師の話」が掲載されている（「零號不必
服兵役？」 ）。

「男役は兵役に就いてもいい」としながらも、祁家威の活動じたいは徴兵制
への包摂（従軍する権利）を主張するのではなく、「女役」の徴兵制からの排
除（兵役逃れ）を志向した。ゲイ男性が「兵役逃れ」を求める傾向にあったこ
とを裏づけるように、ある活動家は「兵役期間は 年間と長かったし、軍隊で
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はいじめや暴力行為も横行していたから、兵役に就きたいと考えるひとのほう
がめずらしい社会状況だった」と当時をふりかえっている。 また、 年
当時の兵役を論じたゲイ男性による稀少なエッセイも、兵役に就きたくないが
ゆえに徴兵検査でゲイであることをあえて

3 3 3

カミングアウトして除隊された経験
を告白している（林 ）。

それでは、ゲイ男性による「兵役逃れ」の心理はどのような背景に起因した
のだろうか。第一に、台湾が権威主義社会から民主社会へ向かう進歩的な雰囲
気のなかで、徴兵制は国民党政府の独裁政治体制と直結する旧時代のイメージ
を喚起し、積極的に参与するよりはそこから逃れるほうが民主主義的である

3 3 3 3 3 3 3 3

と
いった社会風潮があった点を指摘することができる（ ）。

第二に、 年代には「良心的兵役拒否」にあたる「代替役」 と呼ばれ
る制度はなく、兵役期間も ヶ月と長く、自由を希求する若者にとって兵役
を厭う心理は不自然ではなかった。

第三に、軍隊が「マッチョな組織」の代表例であると考えられていた点も重
要である。ある記事は「兵役逃れ」を主張するゲイ男性の声をとりあげた「医
学人」の見解を紹介し、「軍の文化がなぜ多くの男性に兵役をこれほど耐えが
たいものと感じさせ、兵役逃れの方法を模索させているか、これじたいが考え
なければならない問題である」として軍隊の「マッチョな組織」のありようを
批判している（「開始視同性戀者為正常人」 ）。以上は異性愛男性にもあ
てはまる心理であり、であるがゆえに異性愛男性による「同性愛」を偽った

「兵役逃れ」が社会問題化したのである。

最後に、ゲイ男性であれば、「性的指向を理由に軍隊でいじめに遭ったり、

情緒が不安定になったり」することへの懸念も大きかった（「我們怕二度傷害
不怕當兵」 ）。ある記事は「同性愛者のなかには後天的に形成された者も
あり、ハードな軍隊のなかで共同生活を送ることで男らしさが生まれ、同性愛
の傾向が矯正されるケースも少なくないだろう」とする政府関係者の（同性愛
嫌悪的な）発言を掲載しており（「同性戀者免役不公平」 ）、かくのごと
く「ハードな軍隊」のありようは頻繁に指摘されていた。祁家威は、こうした
状況を背景として徴兵制への包摂を主張する方向ではなく

3 3 3 3

、同性愛を「性心理
異常」とするスティグマを逆手にとって異性愛男性に課された「義務」を免除



するという「兵役逃れ」支援の活動に取り組んだのである。

しかしながら、 年代まで同性愛を「変態心理」や「精神疾病」とみな
して社会から排除してきた政府関係者や医療専門家は、 年には手のひらを
返すかのように「同性愛は疾病ではない」として、異性愛男性と等しくゲイ男
性も兵役の義務を担うべきであるとする主張を展開し始めた。ある政府関係者
は「同性愛」が異性愛男性

3 3 3 3 3

にとって「兵役を逃れるための方便にならないか心
配である」とする懸念を表明したうえで、同性愛を理由とする兵役免除をゲイ
男性の「特権」であると批判している（ 参照）。一連の議論のなかで、

「同性愛者はつねに平等の権利を主張するが、『一般人』としての待遇を期待
するならば、『一般人』が果たすべき義務の履行を忘れてはならない」として

「真の平等」のためにも「同性愛者は兵役に就くべきである」といったリベラ
ルを装った言説が登場し、増殖し始めたのである（「同性戀者免役 不能一體適
用」 ）。

「同性愛者の兵役逃れは特権か？」
（「非關特權？同性戀者可不當兵」 ）



研究論文：同性愛の包摂と排除をめぐるポリティクス：台湾の徴兵制を事例に

本稿の冒頭で論じたように、 年 月には国防部が答弁を発表し、ゲイ
男性は「一律に」徴兵制に包摂された。こうして 月 日から盛りあがりをみ
せた制度への包摂の是非を問う議論も、急速に収束をみせた。

ただし、国防部の答弁を注意深く読むと、徴兵制の従来の方針が「性心理異
常」を理由にゲイ男性を排除してきた歴史については明言を避け、その代わり
に「同性愛者を［…］兵役を免除すべき身体状態であると判断しない」とする
将来的な方針
3 3 3 3 3 3

のみが言及されていることに気づく。従来の「排除」方針の是非
や責任を曖昧化したかたちで「包摂」が施行されたのである。さらにいえば、

立法院の質疑で「人権派」の洪昭男が提起した「公民権」という言葉も答弁の
なかで言及されることはなかった。つまりゲイ男性を排除してきた旧来の政策
は不問に付され、「公民権」も言及されず、兵役の「義務」のみを命じること
によってゲイ男性はなし崩し的に制度に包摂されてしまった

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

といえよう。

国防部の答弁にたいして、当事者たちは抵抗する手段を持たなかった。ある
当事者は「私たちが恐れるのは兵役ではなく、二度傷つくことである」と題し
た記事を寄稿し、ゲイ男性の置かれた困難な状況を訴えた。

　ゲイ男性ならみんなが知っていることだが、軍隊のなかでカミングア
ウトしたら、多くの場合、同僚からの差別や攻撃に遭うか、精神病患者
として治療を受けさせられる。また、もし兵役検査の過程で同性愛者で
あることが明らかになれば、かならず家族に告知され、 年間の追加検
査にも通わなければならない。追加検査の過程では折にふれて家族や他
人に知られ、仕事や人間関係にも障害がおよぶ。それゆえ私たちゲイ男
性がもっとも恐れるのは兵役それじたいではなく、それをとおして傷つ
くことである（「我們怕二度傷害 不怕當兵」 ）。

このような当事者たちの苦悩を置き去りにしてゲイ男性は徴兵制に包摂さ
れてしまった。本稿を結ぶまえに、 月から 月までの一連の議論のなかで、

「公民権」の誘惑を明確に拒絶する論陣を張った稀有な言説にも言及しておき
たい。 年に「フェミニズム的性解放運動」を提唱し、 年代に台湾の
クィア・スタディーズを牽引する何春蕤（ ）である（福永 近刊



）。何春蕤は「同性愛の兵役拒否は人権問題である」と題した記事を投稿し、

「義務」と「公民権」のはざまで切り裂かれていたゲイ男性の境遇を次のよう
に表現した。

　兵役制度の公平性を重視するひとにとっては、性的指向を理由とした
兵役免除はゲイ男性の特権であると考えるかもしれない。しかし［…］

異性愛中心社会において同性愛者はかつていちども人権を手にしたこと
がなかった。かれらは、みずからに忠実であろうとして好みを表明すれ
ば、仕事を、教育を、尊厳を、そして愛情さえうしなってしまう。［…］

現実的にゲイ男性は国民としての権利を享受していない以上、国民の
義務を果たす必要性などあるはずがない（「同性戀拒服役 人權問題」

）。

ゲイ男性が徴兵制に包摂され、異性愛男性と同様の「義務」を課されてから
ヶ月後には、「兵役逃れ」を支援する当事者運動に取り組んだ祁家威が同性

パートナーとの婚姻届けを提出し、戸政署がこれを不受理とした事件が発生し
ている。これをとりあげた記事は次のように報じた（「同性戀者要求准予辦理
結婚登記」 ）。

　昨日、同性愛活動家の祁家威が内政部に抗議をした。いわく、同性愛
者は納税および兵役の義務が課される現状があるにもかかわらず

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

、婚姻
3 3

の権利を享受することができないのは
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

、きわめて不公平である
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

。ところ
が、内政部の戸政司長によれば、同性間の婚姻は常識はずれ

3 3 3 3 3

で、民法の
規定にもそぐわないものである。戸政としては同性婚姻の登記を受理す
るわけにはいかない、というものであった（強調筆者）。

かくして、同性愛者にも「公民権」を認めるべきであると主張を重ねてきた
政府関係者や医療専門家たちは、祁家威が問題化した同性愛者の婚姻制度から

3 3 3 3

の排除
3 3 3

にたいしては現在に至るまで無関心を貫いている。

年に展開された徴兵制をめぐる議論は、ゲイ男性にも「公民権」が付
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与されるべきであるとするリベラルなみかけを装って、兵役の「義務」のみを
強制する内容に終始した。結果としてゲイ男性はなし崩し的に徴兵制度に包摂
されたが、「公民権」の内実を問う議論は置き去りにされ、当事者運動が勢力
を拡大する 年代まで社会は沈黙をつづけることになる。

7 結論
本稿では、台湾の徴兵制をゲイ男性の包摂／排除という観点から論じた。結

論部では包摂の要件を中心に本論の議論を整理したい。

ゲイ男性の包摂事例から明らかになったのは、第一に、国家による要請が徴
兵制のメンバーシップにおける「健全な男性」の境界変動の重要な要件であっ
たということである。 年のゲイ男性の包摂は、対中関係における軍事危
機意識の急激な高揚という例外状態において実現した政策転換であった。小
熊（ ）は、大日本帝国時代から戦後までの沖縄・アイヌ・台湾・朝鮮の
関連政策を「〈日本人〉の境界」変動という点から検討した結果、国民国家は

「外部に脅威が存在し、国家資源としてできるだけ多数の人間を動員しなけれ
ばならない場合に、包摂範囲を拡張する必要がもっとも高まる」と結論づけた
が（ ）、台湾の事例でも同様の現象がみられたといえるだろう。とはい
え、ゲイ男性は人口的には少数であることから、その包摂には象徴的な意味づ
けも付与された。つまり国防部による方針転換には、ゲイ男性の包摂だけでな
く、同性愛を偽った異性愛男性

3 3 3 3 3

の「兵役逃れ」を禁止する二重のメッセージが
込められたのである。台湾が権威主義社会から民主社会へと急激な価値観の転
換を経験する過程で、徴兵制は旧時代の遺物とみなされ、政府は同性愛が「兵
役逃れ」の虚偽の理由として異性愛男性

3 3 3 3 3

に利用されることを強く危惧したので
ある。

第二の要件として、同性愛の脱病理化を指摘した。 年代初頭、台湾の
精神医学は同性愛をもはや「精神疾病」ではないとし、これが国防部によるゲ
イ男性の包摂の前提条件となった。第三に、クリントン政権による同性愛者の
軍隊への包摂政策の影響も言説レベルで確認された。アメリカは戦後台湾に
とって日本に代わる「宗主国」であり、台湾の政治はとりわけ軍事領域におい
てアメリカ政治の影響を受けずにいられなかったのである（鄭 ）。



これらにくわえて、国防部が国内のゲイアクティヴィズムの台頭を意識したこ
とも時代状況を考慮すると推測できるが、本稿ではそれを示すいかなる根拠
も提示できなかった。むしろ徴兵制への包摂は、 年代における性的少数
者を対象とした「人権」政策（福永 近刊 ）とはあきらかな断絶がみられた。

たしかに国防部は立法院における答弁をつうじて同性愛の脱病理化を宣言した
が、答弁では「公民権」のレトリックを巧妙に回避しており、この事実は包摂
が「人権」という観点よりは国家の要請を優先した結果であることを雄弁に
語っているといえるだろう。

換言すれば、国家の要請に強く規定された包摂範囲の境界変動に、当事者は
影響をもたらすアクターになりえなかった。 当事者たちは国防部の方針を受
容して兵役に就かざるをえず、かくしてゲイ男性はなし崩し的に徴兵制に包摂
されてしまったのである。 年の一連の議論では、政府関係者や医療専門
家によって「公民」としての「義務」が強調される一方、同性愛者の「公民
権」の内実を問う議論は置き去りにされた。その議論が本格化するのは、当事
者運動が本格的に展開を始める 年代に入ってからのことである。

以上の結論より明らかになったのは、制度への包摂が持つ支配的な側面
3 3 3 3 3 3

で
あった。であるならば、制度への包摂を「良いこと」であるとあらかじめ措定
するのはでなく、制度のありようや包摂／排除の境界設定をめぐる政治そのも
のを問うことが私たちに求められているといえるだろう。
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Author Note
本稿は 科研費 の助成を受けて執筆しました。



Footnotes
「ジェンダー主流化」とは、 年に北京で開催された第 回世界女性会議で採択さ
れた、あらゆる政策にジェンダーの視点を導入するという方針を指し、これは日本を
含む東アジアの性政治に少なからぬ影響を与えた。

年に制定された は、軍隊が兵士に性的指向を尋ねることを禁止する
（ ’ ）と同時に、同性愛者の兵士のカミングアウトも禁止した（ ）。

オバマ政権における「 の撤廃は、 年の 制定過程からすでにその差別
的な性格を批判していた 運動の努力が実を結んだ成果として、ひとまず評価で
きる」が、とはいえ 撤廃に対する反応も一様ではなかった（高内 ）。

管見のかぎりシンディ・パットンによる英語論文が台湾の徴兵制と同性愛の関係を論
じたゆいいつの先行研究であるが、パットンは人権のグローバル化という文脈からこ
れを論じており（ ）、本稿と関心をやや異にする。

「体位区分基準」の詳細は以下を参照のこと（台北市政府兵役局
）。

徴兵制における性別違和を持つトランスジェンダーの処遇については、本稿脚注 を
参照のこと。

鄭浪平による『 閏 八月：中共による台湾進攻の大予言』は、中国が 年 月
に台湾に進攻することを「予言」した内容の小説であり、 年 月に出版されるや
否やベストセラーを記録した（中川 ）。

台湾同志熱線協会で長年勤めるスタッフ （匿名）への聞き取り調査による。聞き取
りは 年 月 日に台北市内にある同協会の事務所内でおこなった。

台湾では民進党が政権を奪取した 年に「代替役」制度が開始された。ヨーロッ
パのいわゆる「良心的兵役拒否」を参考にしてつくられた制度で、警察や消防や医療
機関など、内政部役政署より認可を受けた組織で一定の期間専門訓練を受けること
で、兵役に替わるとした制度である。

本稿では紙面の制限により執筆をあきらめたが、徴兵制によるゲイ男性の包摂が政
治的例外状態における国家の要請に依拠したとする結論は、トランスジェンダーの徴
兵制からの排除の事例を検討することで、より明確になる。トランスジェンダーは精
神疾患であることを理由に 年代中葉に徴兵制から排除されたが、トランスジェ
ンダーの「脱病理化」が制度化されつつある現在も、国防部による排除の方針に変更
はみられない。対中関係における軍事衝突のリスクが過去の杞憂となり、徴兵制がま
もなく制度として終焉を迎えようとしている現在、国家にとって包摂範囲を拡張する
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必要性が失われたからである。

年代をとおして台湾が「 フレンドリー」な国家へと転換を遂げる政治過程
にかんしては福永（ 近刊 ）を参照のこと。
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J・バトラーのジェンダー・パフォーマティヴィティとそのもうひとつの系譜
藤高和輝

1 はじめに
本稿は、ジュディス・バトラーの理論的代名詞ともいえるジェンダー・パ

フォーマティヴィティについて、とくに『ジェンダー・トラブル――フェミニ
ズムとアイデンティティの転覆』（ ）とその前後のテクストに限定して考
察する。 そこでまず、『ジェンダー・トラブル』の問題意識を確認するとこ
ろから議論を始めたい。バトラーは 年に寄せた『ジェンダー・トラブル』

の序文のなかで次のように述べている。

　私は、ジェンダー規範という暴力――例えば、解剖学的にみて異常な
身体をしているために監禁され、家族や友人を奪われ、カンザスの大草
原にある「施設」でその生涯を送った叔父、〔……〕そのセクシュアリ
ティのために家を追われたゲイのいとこたち、十六のときの私の荒れ
に荒れたカミングアウトと仕事や恋人や家庭を失うというそれ以降に
立ち現れた大人の世界の光景――について多少は分かるようになった。

〔……〕〔私が本書『ジェンダー・トラブル』で、ジェンダーの〕非自然
化（ ）について記述したのは、〔……〕単に言語と戯れ
たいとか、「現実」の政治の場で道化を演じてみせたいと思ったからで
はない。それは生きたいという欲望、生を可能にしたいという欲望、そ
のような可能性を再考したいという欲望からなされたのである。私の叔
父が家族や友人やその他の広範な人間関係といった集団のなかで生きる
ためには世界はどのようなものでなければならないのだろうか。私たち
はいかにして、人間に対する理念的な形態学的な締めつけを、規範から
締め出された者たちが生きながらにして死を宣告されることのないよう
なものに変えなければならないのか。（ 〔　〕内
は引用者）

『ジェンダー・トラブル』の出版が 年であるから、それが執筆された



のは 年代後半の頃である。当時のアメリカ合衆国では エイズが流行し、

またエイズが「ゲイの癌（ ）」とみされることでホモフォビアが
いっそう煽られ、強化された時代だった。後にバトラーが振り返っているよう
に、それはエイズで亡くなった者たちのほとんどが「公的に嘆かれることのな
い」時代であった（ ）。それはまたセクシュアル・マイノリ
ティにとって、「エイズ危機」の中で醸成されたホモフォビックな社会におい
て「生きながらにして死を宣告される」に等しい経験であった。『ジェンダー
をほどく』（ ）でバトラー自身が振り返っているように、『ジェンダー・

トラブル』は、「ジェンダー規範から外れ、その規範の混乱において生きてい
る人々が、それでも自分たち自身を、生存可能な生を生きている者としてだけ
でなく、ある種の承認に値する者としても理解できるような世界を想像する試
みだった」（ ）のである。したがって、バトラーが『ジェ
ンダー・トラブル』で企てた「ジェンダーの非自然化」は決して単なる知的な
遊戯でも言葉遊びでもない。二元論的なジェンダーとそのカップリングである
異性愛を「自然」とみなす操作は、同性愛者やトランスジェンダーのあり方を

「病理／異常」とみなすことと同義である。バトラーの「ジェンダーの非自然
化」は、「女性の身体を脱構築で切り刻む」（バーバラ・ドゥーデン）というよ
りは、現実に「切り刻まれた」／「生きながらにして死を宣告された」ジェン
ダー／セクシュアル・マイノリティの生が「承認に値する」そのような世界を
模索する試みだったといえる。

「ジェンダーの非自然化」を理論的に探求する上で援用されたのが、まさに
ジェンダー・パフォーマティヴィティの理論であった。『ジェンダー・トラブ
ル』執筆当時のフェミニズム理論において、ジェンダーはセックスの「文化
的解釈」と定義されるのが主流であり、そのため二元論的な性別観は生物学
的な事実性として不問に付されていた。パフォーマティヴィティは、このよう
なセックスの二元論を温存し、ジェンダーをセックスの「表現（ ）」

とみなすモデルを乗り越えるために理論化されたものだった。本稿では、バト
ラー自身が 年代後半から『ジェンダー・トラブル』にかけていかにパフォー
マティヴィティを理論的に形成していったかを考察の対象に据えることを通し
て、この概念の内実とそれがいかに「ジェンダーの非自然化」につながってい
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るかを論じる。その際とくに焦点を当てたいのは、バトラーが『ジェンダー・

トラブル』は「フランス理論」だけでなく「フェミニスト理論への長い従事か
ら生まれた」（ ）ものでもあるというときの「フェミニス
ト理論」の系譜であり、具体的にはボーヴォワールやゲイル・ルービン、モニ
ク・ウィティッグ、エスター･ニュートンらの議論である。本稿では、これに
加えてさらにパフォーマンス・スタディーズの議論にも言及する。

2 ボーヴォワールの再記述
バトラーがパフォーマティヴィティに最初に言及したのは 年の論文

「パフォーマティヴ・アクトとジェンダーの構成――現象学とフェミニズム理
論」（以下「アクト」と略記）においてである。パフォーマティヴィティとい
えば、もちろんその概念の祖である ・ ・オースティンの名が浮かぶ。だが、

この論文でも――そして実は『ジェンダー・トラブル』でも――オースティ
ンへの言及はただの一度もない

3 3

ことにまず注意しよう。のちに、例えば『触
発する言葉』（ ）でオースティンに積極的に言及するバトラーだが、当
初はオースティンとの結びつきをそれほど強くは意識していなかったのかも
しれない。この点に関してあらかじめ付言しておくと、バトラーが言語行為
論（とくに脱構築派の）に明示的に言及するようになるのは『問題なのは身体
だ』（ ）以降であり、「パフォーマティヴィティティはパフォーマンスに
還元できない」と自覚的に語るようになるのも同書以降である（バトラーがパ
フォーマンス・モデルを批判するのはそれが自発的・主意主義的なものとみな
されている限りにおいてである）。それに対して本稿では、バトラー自身が批
判的に考えるようになったために先行研究ではあまり顧みられなかった「パ
フォーマンス」概念の意義にも焦点を当てていく。

では、バトラーはどのようにジェンダー・パフォーマティヴィティを着想す
るに至ったのだろう。それは先に言及した論文からも明らかな通り、そしてモ
ヤ・ロイドも指摘しているように、シモーヌ・ド・ボーヴォワールの『第二の
性』の議論から出発している。ロイドは、バトラーのパフォーマティヴィティ
を「ボーヴォワールの再記述（ ）」とまで評しているが（

）、事実、バトラーが「行為（ ）としてのジェンダー」を理論化



する上で最初に着目したのがボーヴォワールの思想であった。やや長くなる
が、バトラーは前掲論文で次のように述べている。

　フッサール、メルロ＝ポンティ、 ・ ・ミード等が提唱した「行為」

の現象学理論は、社会的主体が言語や身振りやその他あらゆる象徴とし
ての社会的記号を使って、どのように日常的に社会的現実を構成するの
かを説明しようとする。現象学はときに言語に先立って選択し構成する
主体（構成という行為の唯一の源であるかのように装っている主体）が
存在すると想定しているようにみえることがあるが、この構築論をもっ
と推し進めて、社会的主体を構築という行為の主体というよりも、むし
ろその対象と捉える使い方もある。／ボーヴォワールが「人は女に生れ
ない、女になるのだ」と主張するのは、現象学の伝統からこの構成的行
為に関する学説を自らに取り込みつつ解釈し直すことによってなのであ
る。この意味では、ジェンダーは様々な行為が発生する原点となる安定
したアイデンティティでもなければ、主体の場でもない。むしろそれ
は、時間の流れのなかでかりそめに構成されるアイデンティティ――

種々の行為をあるかたちで反復することによって作り出されるアイデン
ティティなのである。〔……〕ジェンダーとは、様々な身振り、動き、

パフォーマンスによって、ひとつのジェンダーを持つ自己という幻想
を日常的に構成する方法だと理解しなければならない。（

／は改行）

バトラーがこの論文でとくに援用しているのは、ボーヴォワールの現象学
的身体論である。 ボーヴォワールは『第二の性』で「女」とは自然ではな
く、絶えざる生成の過程にある「歴史的状況」であると主張したのだった。バ
トラーは別の論文「身体をジェンダー化する――ボーヴォワールの哲学的貢
献」（ ）で、ボーヴォワールの「人は女に生まれない、女になる」を取り
上げ、そこで、「ひとが女になることを最終的に女「である」こととみなすの
は誤りだろう。ボーヴォワールにとって、ひとは決して女「である」のではな
い。というのは、生成の行為は決して本当には完成しないからである」（



研究論文：J・バトラーのジェンダー・パフォーマティヴィティとそのもうひとつの系譜

）と主張し、また同様に「この生成にははじまりも終わりもない」

（ ）と述べている。事実、ボーヴォワールが『第二の性』

で明らかにしたことは、「女」の「意味」を生物学やマルクス主義、精神分析
といったいずれか一つの方法で規定することが不可能であることだった。「女
になる」というボーヴォワールの言葉が意味するのは、「女」の「意味」がつ
ねに「生成」の過程にあり、そのときどきの歴史のなかで規定されるが、その
意味を最終的に定義づけるような審級は存在しないということである。この意
味で、ボーヴォワールにとっての「女」とは特定の（そして可変的な）「歴史
的状況」である。

『ジェンダー・トラブル』ではボーヴォワールは「女になる」という生成や
行為のまえに「ひと」を想定しているとして批判されるが、 年代のバト
ラーはボーヴォワールの理論が主意主義的な「行為の主体」を前提にするもの
ではないとみなしていた。事実、ボーヴォワールが『第二の性』で示したこと
は、「女になる」ことが「普遍」を標榜する「人＝男（ ）」に対する「他者
になる」ということだったのであり、 年代のバトラーがいうように、「他者
として、女たちには選択が欠けているというよりは、むしろ、彼女たちは自分
たち自身のエイジェンシーの感覚に反対するものを選ぶよう強いられるので
あり、そのため、まさに選択の意味をゆがめ、掘り崩すよう強いられるのだ」

（ ）。

だが、このことは逆に言えば、ジェンダーに関するボーヴォワールの分析
が「投企」や「選択」といった実存主義の概念に頼ることには一定の限界があ
ることもやはり示唆している。「女になる」ことが個人の「選択」ではなく文
化を通して「強制」されるものであるなら、「投企」や「選択」といった実存
主義の概念は明らかに適切な分析タームであるとは言い難い。実際、バトラー
は『ジェンダー・トラブル』で「投企」や「選択」といった実存主義の概念を
問いに付すことになるが、この批判はすでに論文「アクト」においても部分的
に展開されている。バトラーはそこで、実存主義の概念に代えて「生存の戦略

（ ）」（ ）という概念を用いており、「戦
略」というフーコー的な用語でジェンダーのメカニズムを捉えることを提唱し
ている。だが、 年代のバトラーは、この批判を通じてボーヴォワールの



思想を否定するのではなく、むしろ、現象学的な行為概念を「行為の主体」を
前提にするものからその主体そのものが社会的に構築されるような行為概念へ
と「拡張させる」方向へと舵を切る。まさにこの点に、ロイドがバトラーのパ
フォーマティヴィティを「ボーヴォワールの再記述」と呼ぶ所以がある。

「ボーヴォワールの再記述」を遂行する上で論文「アクト」において参照さ
れるのが、人類学者のヴィクター・ターナーである。ターナーは人類学者だが、

・シェクナーとともにパフォーマンス・スタディーズの草分け的存在としても
知られている。バトラーが注目するのは彼の「社会的パフォーマンス（

）」という概念である。「人類学者のヴィクター・ターナーは、儀
礼的社会劇の研究で、社会的な行為はパフォーマンスの反復を必要とすると述
べた。この反復は、社会のなかで確立された意味のひとまとまりを再演するこ
とでもあり、また同時にそれを追体験することでもある。それは日常的で儀礼
化された形で社会的に確立された意味を正当化する」（ ）。

バトラーはこの論を応用して、ジェンダーを「社会的パフォーマンス」と規定
する。「ちょうど脚本が様々なやり方で上演されるように、また芝居には脚本
と解釈の両方が必要なのと同じように、ジェンダーをもつ身体は、文化的に制
限を加えられた身体空間のなかで自分の役割を演じ、すでに存在している規範
の枠内で解釈を行う」（ ）。

ここで、 年代のバトラーにとって「行為／パフォーマンス」が持つ意味を
明確化しておこう。バトラーがボーヴォワールを評価したのは、「行為」が現
実や対象を構築する点を浮き彫りにしたからである。ジェンダーは人に生来備
わっているような「自然」や「本質」がなんらかの「行為」を通して「表現」

されたものではなく、むしろ「行為」を通してそのような「本質」が構築され
る（つまり、バトラーは現象学でいうところの「志向性（ ）」を重
要視していた）。だが他方で、バトラーがボーヴォワールの理論を問題視した
のは、ジェンダーを記述する上で「投企」や「選択」といった概念がなじまな
いという点にあった。実際には、ジェンダーの行為は文化的・社会的に強制さ
れる（決定されるのではないにせよ）ものであり、人が自発的に「選択」する
ものであるとは言い難い。バトラーがジェンダーを「パフォーマンス」として
捉えるときに強調するのは、「行為」は一方でそれが対象を「構築する」だけ
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でなく、その行為自身が文化的、社会的慣習を反復するよう強制されるもので
もある点である。あたかも俳優の行為が脚本によって規定されているように。

この意味で、当時のバトラーにとって「行為／パフォーマンス」は主意主義的
な概念ではない。さらに、それが「決定論」でもないことを付け加えることが
できる。ちょうど俳優のパフォーマンスが脚本によって規定されつつも俳優本
人にはある程度の解釈の余地が残されているように、ジェンダーの行為／パ
フォーマンスは文化的規範に規定され、それを反復しつつも、そこにはつねに
規範を裏切ったり、攪乱したり、あるいはとにかくその規範の実現に失敗して
しまう可能性が存在する。のちにパフォーマンス概念は主意主義的に解釈され、

バトラー自身批判的に再考することにもなるが、もともとパフォーマンス概念
には自由意志／決定論の二元論を乗り越える意図があったというべきだろう。

3 パフォーマティヴィティの二重の歴史
バトラーのパフォーマティヴィティ概念が曖昧さを生むひとつの要因に、そ

もそもパフォーマティヴィティ概念自体が複雑な来歴を持っている点を挙げる
ことができる。オースティンのパフォーマティヴィティがのちにデリダら脱構
築派に批判的に拡張され、具体的には「デリダ–サール論争」を引き起こした
ことはよく知られている。だが、アメリカ合衆国のアカデミズムにはパフォー
マティヴィティをめぐってさらに厄介な歴史があることはあまり指摘されてい
ない。先に言及したパフォーマンス・スタディーズがそれである。

パフォーマンス・スタディーズでもパフォーマティヴは用いられており、

シェクナーによれば、それは「パフォーマンスのような（ ）」

という幅広い意味で用いられる（ ）。ジェイムス・ロク
スレイは、パフォーマティヴィティがパフォーマンス・スタディーズ（さらに
カルチュラル／ポストコロニアル／クィア・スタディーズなど）において導入
されることになるが、「それは必ずしもオースティンから借りられてきたので
も、オースティンへの応答を通して発展してきたねじれた伝統から借りてこら
れたのでもない。あるいは、もしそれが借用されているのであれば、それは
移植された概念（ ）というよりはむしろ〔単なる〕用語（ ）であ
ろう」（ ）と指摘し、オースティン経由のパフォーマティ



ヴィティ（脱構築派の理論を含む）とパフォーマンス・スタディーズを中心
に展開されたそれとの関係は「せいぜい潜在的なもの＝自覚症状のないもの

（ ）として記述される」（ ）と述べている。

実際、パフォーマンス・スタディーズが誕生したのが 年代、オース
ティンの『言語と行為』の出版が 年で、おそらく両者は紙一重のところ
ですれちがっている。このことはパフォーマンス・スタディーズ（あらゆる行
為を「パフォーマンスとして（ ）」捉え返す研究）がもともと
はオースティンら言語行為論の影響から独立して生まれ、のちにその親近性が

「発見」された、ということを意味する。パフォーマティヴィティには、ロク
スレイの言葉を借りれば「二重の歴史」（ ）、イヴ・コゾフ
スキー・セジウィックの言葉を借りれば「分割された歴史」（

）が存在するのである。そして、バトラーのパフォーマティヴィティはま
さにこの歴史の接点にあるか、あるいはバトラーこそが二つの歴史を結びつけ
たと考えることができる。事実、 ・ ・ミラーはバトラーの『ジェンダー・ト
ラブル』をこの二つの歴史（彼の言葉を借りれば「パフォーマンスとしてのパ
フォーマティヴィティ」と「スピーチ・アクトとしてのパフォーマティヴィ
ティ」）の「ミッシングリング」であると述べている（ ）。

ミラーと同様の見解をとるのがセジウィックである。セジウィックは以下の
バトラーの言葉を引いて、そこにパフォーマティヴィティの「分割された歴
史」の接点を見て取っている。そこで、セジウィックが引くバトラーの論文

「アクト」からの言葉をみてみよう。

　例えばジェンダーを、 ある身体のスタイル、 いわばある「行為
（ ）」だと考えてみよう――それは志向的（ ）でかつ「パ
フォーマティヴ」であるが、この場合「パフォーマティヴ」という語自
体が「演劇的（ ）」と「非参照的（ ）」という二
重の意味をもっている。（ ）

ここでバトラーの「パフォーマティヴ」は「演劇的」であり「悲参照的」で
あるという意味で用いられている。一方の「演劇的」の場合、それはパフォー
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マンス・セオリーを思わせる規定である。バトラーの「パフォーマティヴ」を
「行為遂行的」と訳すことにためらいを覚えるのは（実際、例えば表題の「パ
フォーマティヴ・アクト」を「行為遂行的行為」と訳すのは奇妙である）、そ
れがときに （演じる）の意味合いを反響させたものでもあるからで
ある。他方で、「非参照的」の場合には、パフォーマンスが参照するような

「台本」（つまり本質や起源）は存在しないこと、その意味でジェンダーのパ
フォーマンスが「事実確認的」ではないことを意味するだろう（興味深いこと
に、邦訳では は「遂行的」と訳されている）。つまり、ジェ
ンダーはなんらかの本質やアイデンティティを参照／指示しているのではな
く、そのパフォーマンスの持続的な反復があたかもそのような実体があるかの
ように現実を構築しているのである（とりわけ、ここで重要なのは、ジェン
ダーがその「本質」としてセックスを「参照する」のではないという点であ
る）。セジウィックはこの規定に、パフォーマティヴィティの「二重の歴史」、

その「分割された歴史」の架橋を見出すわけである。

このように、バトラーのパフォーマティヴィティにある種の「二重の歴史」

が反響しているのであれば、バトラー自身が『問題なのは身体だ』以降、明示
的に言語行為論に積極的に活路を開いたためにこれまでの先行研究ではあま
り考察されてこなかった「行為／パフォーマンス」としてのジェンダー・パ
フォーマティヴィティの系譜もまた議論されなければならないだろう。そこで
引き続き、バトラーのパフォーマティヴィティを可能にした理論的系譜、言語
行為論とは異なる議論に着目してみたい。

4  政治的カテゴリーとしてのセックス 
――ルービン／ウィティッグの議論を通して
私たちは、 年代後半のバトラーがボーヴォワールの現象学から「行為と

してのジェンダー」を抽出し、それをターナーの「社会的パフォーマンス」の
概念と結びつけたことを確認した。それでは、この「パフォーマンスとしての
ジェンダー」はいかにして「ジェンダーの非自然化」に結びついていくのか。

本節では、『ジェンダー・トラブル』とその周辺におけるパフォーマティヴィ
ティ理論に大きな影響を与えたゲイル・ルービンとモニク・ウィティッグの議



論を、次節ではエスター・ニュートンのドラァグ論を取り上げる。

『ジェンダー・トラブル』とその前後におけるジェンダー・パフォーマティ
ヴィティは、「セックス／ジェンダーの区別（ ）」を問
い直すことでジェンダーを「非自然化」するものだった。それはジェンダーを
セックスの「表現」や「文化的解釈」とみなすのではなく、まさに行為／パ
フォーマンスとしてのジェンダーがその「本質」とみなされるセックスの幻影
を作り出す、というものだった。実は、 年代後半のバトラーは、セックス
という自然的身体も「徹底的に文化的な出来事」であるということをボーヴォ
ワールの思想から読みとっている。

　もし私たちが身体を文化的な状況と考えるなら、そのとき自然的身体
の観念、実際には自然的「セックス」の観念はますます疑わしいものに
なるだろう。ジェンダーの限界、つまり性的に差異化された解剖学の生
きた解釈に対する可能性の幅は、解剖学によって制限されているという
よりも、慣習的に解剖学を解釈している文化的な諸制度の重みによって
制限されているように思われる。（ ）

このように、バトラーはボーヴォワールに、セックスを「自然」に位置づけ
る「セックス／ジェンダーの区別」を批判的に問い直す視座を読み込んでい
る。バトラーがこのようなボーヴォワールの議論の系譜として参照しているの
がゲイル・ルービンやモニク・ウィティッグのテクストであり、バトラーはそ
れらを通してボーヴォワールの「反自然主義」を具体化していく。

「セックス／ジェンダーの区別」を批判的に問うバトラーの視点を考察する
上で、ゲイル・ルービンの論文「女たちによる交通」（ ）は重要な影響
をもつものだった。事実、バトラーは 年代の諸論文で繰り返しルービンに
言及しているし、 年に寄せられた『ジェンダー・トラブル』の序文でも
ルービンの論文が与えたインパクトに触れている（ ）。ルー
ビンは（「女たちによる交通」では「セックス／ジェンダーの区別」を基本的
には踏襲しているものの）レヴィ＝ストロースの議論を批判的に読み込むこと
で、「近親婚の禁止」がジェンダーの非対称性を生み出すだけでなく「同性愛
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差別」を生み出すことを指摘している。

　近親婚の禁忌は同性愛の禁忌という不明瞭な前提を事前にもちだして
いる。ある種の異性愛的結合の禁止は、非－異性愛的な結合の禁忌を前
提にしている。ジェンダーは一つの性への同一化だけではない。それは
また性的な欲望が他の性へと方向づけられるべきであるという帰結に論
理的に逢着する。（ルービン ）

レヴィ＝ストロースがその『親族の基本構造』で明らかにしたことは、文化
が発生するのは近親姦の禁止を通してであるということだった。近親姦の禁止
が族内婚を禁じることで族外婚を可能にし、「女」が氏族間で「交換」される
ことで社会的な結束が形成される、というのが彼の議論だった。レヴィ＝スト
ロースはこのような近親姦の禁止を「自然」と「文化」の「あいだ」に位置づ
け、文化の普遍的構造とみなした。ところが、この禁止はルービンが指摘する
ように「ある種の異性愛的結合の禁止」である。つまり、ここで禁止されるの
は「異性愛」の近親姦であるとどういうわけか前提にされているのである。そ
うだとすれば、つまり「異性愛」という特定の形式が成り立つためには、そ
の前提として「同性愛一般」がまずもって禁止されていることになる。それ
ゆえ、ルービンによれば、親族規範は「交換する者（男）」と「交換される者

（女）」というジェンダー・ヒエラルキーを構成するだけではない。それはま
た、「同性愛禁止」の構造を生産するものでもあるのだ。ルービンはレヴィ＝
ストロースの批判的読解を通して、親族規範に「同性愛差別」を再生産する構
造を明らかにしたのである。

この点をもっともラディカルに問い直したのがモニク・ウィティッグだった
といえる。ウィティッグは、セックスというカテゴリーそのものが異性愛規
範によって成立していることを明らかにした。「セックスは社会を異性愛的な
ものとして作り出す政治的カテゴリーである」（ ）。彼女によ
れば、セックスは「女性」を「男性」との関係で規定する。それは「女性に

「種」の再生産、すなわち異性愛の再生産の義務を課す異性愛社会の生産物で
あ」り、女性が「異性愛化される」ことを「自然」とみなすカテゴリーである



（ ）。セックスを「あらゆる社会の前に」（ ）

あるような自然的カテゴリーではなく、それ自体を政治的なカテゴリーとみ
なしたウィティッグの理論は、 ・ ・クラウダーも指摘しているようにバト
ラーのパフォーマティヴィティに酷似している（ ）。

バトラーは論文「セックスとジェンダーの変異――ボーヴォワール、ウィ
ティッグ、フーコー」（ ）で、このようなウィティッグの議論をボーヴォ
ワールの系譜の観点から読解している。「もし自然的身体――そして自然的

「セックス」――がフィクションであるなら、ボーヴォワールの理論は暗黙の
うちにセックスが最初からジェンダーだったのではないかを問うているように
思われる。自然的「セックス」へのこの挑戦をはっきりと定式化したのがモ
ニク・ウィティッグである」（ ）。このように、バトラーは

（両者の思想的な立場の違いを認めながらも）ボーヴォワールの系譜からウィ
ティッグの理論を読解し、セックスの二元論にジェンダーを還元させない議
論として解釈している。実際、バトラーは先の論文で次のように述べている。

「ウィティッグは概してセックスの超越を求めているが、しかし彼女の理論は
等しく反対の結論、すなわちジェンダーの増殖を通してその二元論的制約を溶
解することへと私たちを導くものでもあるだろう」（ ）。後
者の立場が『ジェンダー・トラブル』の立場と同じものであることは明白で
ある。

周知のように、バトラーは『ジェンダー・トラブル』でウィティッグの前者
の傾向、すなわち、レズビアンの存在を「セックスの超越」とみなす傾向（つ
まり、レズビアンを「男」でも「女」でもない「第三の性」とみなす傾向）を
批判した。レズビアンを「法の外部」に位置づけるウィティッグの理論的傾向
は、レズビアンを権力から離れた「解放的主体」と位置づけることに陥る可能
性がある。バトラーは『ジェンダー・トラブル』でそのような理論化は結果と
して、ブッチやフェムをはじめとした「セックスのカテゴリーを奪取し再配備
することによって同性愛特有の性的アイデンティティを増殖させるような言説
――ゲイ／レズビアンの文化のなかの言説――に応じない」（ ）こと
になるのではないかと論じている。これはバトラーが『ジェンダー・トラブ
ル』で一貫して展開している議論だが、論文「セックスとジェンダーの変異」
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で興味深いのは、同様の批判をバトラーがボーヴォワールに即して行っている
点である。「ボーヴォワールが述べているように、そしてウィティッグが知る
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べきであるのは
3 3 3 3 3 3 3

、文化の関係の外部には「人間の現実」へのどんな意義のある
参照も存在しないということである。そして、二元論的制約を乗り越えようと
するための政治的プログラムは、超越の神話よりも、むしろ文化的な刷新に関
わるものであるべきだということである」（ 強調引用者）。

言い換えれば、バトラーは「ボーヴォワール主義者」としてのウィティッグを
肯定しているといえるだろう。

このように、バトラーはボーヴォワールの議論に潜在的に認められる「ジェ
ンダーの非自然化」の理論を、ルービンやウィティッグを参照することを通し
て、より具体的な厚みを持たせることになる。セックスは所与でも自然でも事
実性でもない。それは異性愛規範によって可能になり、そして社会を異性愛化
する政治的カテゴリーである。そうだとすれば、「自然」としてのセックスの
自明性は失われ、同様に「セックス／ジェンダーの区別」はもはやその意味を
失うということになる。セックスの二元論的な表象が自然で自明のように思わ
れるのは、セックスが自然的な本質や事実性だからではなく、社会的規範のも
とで強制的に反復されるジェンダー・パフォーマンスの結果なのである。

5 模倣としてのジェンダー 
――ニュートンのドラァグ論を通して

バトラーは、ボーヴォワールの思想がジェンダーをセックスから切り離す
ジェンダーの反自然主義的な記述の可能性を開いたと指摘し、その可能性を
ルービンやウィティッグを参照することで深化させたといえる。このような

「ジェンダーの非自然化」を推し進める上で、バトラーが着目したのが「ジェ
ンダー横断的な同一化」の実践だった。実際、バトラーは論文「身体をジェン
ダー化する」で、ボーヴォワールの分析をよりラディカルに開く上で「ジェ
ンダー横断的な同一化」の例を挙げている（ ）。そし
て、『ジェンダー・トラブル』におけるジェンダー横断的な同一化の特権的な
例がドラァグであったことは言を俟たない。

バトラーが『ジェンダー・トラブル』でパフォーマティヴィティの例として



引いたのがドラァグだったが、その結果としてバトラーの理論がジェンダーを
服装のように「自由意志」によって「選択」できるものとして主意主義的に解
釈されたことは皮肉としかいいようがない。のちにバトラーは、主意主義的な
解釈との混同を斥けるために、パフォーマンスとパフォーマティヴィティを理
論的に区別しなければならないことを強調することになるが、ドラァグがバ
トラーに与えた洞察を無視することは決してできないだろう。ドラァグはバ
トラーにとって、あらゆるジェンダーが「オリジナルのない一種の模倣であ
る」こと、首尾一貫していると想定されるセックス、ジェンダー、セクシュア
リティがそれぞれ「別物」として演じられ、行為されうる可能性を示すことで

「ジェンダーの偶然性」を明らかにするものだった。だから、ドラァグそれ自
身は「抵抗」でも「攪乱」でもない。それはバトラーにとって、あらゆるジェ
ンダーに含まれる構造を説明するアレゴリーである。

ドラァグは、ジェンダーが実体や属性、アイデンティティではなく「行為／

パフォーマンス」であり、そして「行為／パフォーマンス」である以上つねに
潜在的に「失敗」の可能性に脅かされたものであるという洞察をバトラーに与
えたものだった。この点で重要なテクストがエスター・ニュートンの『マザー・

キャンプ――アメリカにおける女装者（Mother Camp: Female Impersonators 
in America）』（ ）である。バトラーは論文「模倣とジェンダーへの抵抗」

（ ）のなかで次のように述べている。

　ここで告白に似たものを紹介するが、それはただ告白というものが不
可能だということを理論化するためである。若い頃、私は私の「存在」

がコピーであり模倣であり、派生的な例であり、現実の影であるといわ
れることに長いあいだ苦しんだ。強制的異性愛は、オリジナル、真理、

正統であると自称する。本物を決定する規範が意味するのは、レズビア
ン「である」ことはつねに一種のものまねで、市民権を与えられている
異性愛の幻想にすぎない充足を自分も経験しようとするが、それはつね
に失敗するだけの無駄な努力であるということだった。しかし、ドラァ
グがなんらかの真理や先立つジェンダーの模倣でもコピーでもないとし
たエスター・ニュートンの『マザー・キャンプ』をはじめて読んだとき
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のことを、私はいまでも鮮明に思い出す。ニュートンによれば、ドラァ
グはあらゆるジェンダーが本物だとみなされるために必要とするものま
ねの構造を実演してみせるのである。（ ）

ニュートンの『マザー・キャンプ』は驚くべきことに 年に書かれたも
のである（それはもともと 年に博士論文として執筆されたものを修正し
て出版されたものである）。それはウィリアム･リープがいうように、「レズビ
アン／ゲイ／バイセクシュアル／トランスジェンダーの研究者がクローゼット
から出ることが安全になるずっと以前のこと、レズビアン／ゲイ／バイセク
シュアル／トランスジェンダー・スタディーズが学者のキャリアがとりうるひ
とつの道程になるずっと以前のこと」（ ）であり、また
ジュディス・ハルバースタムがいうように、「ニュートンが「クィア」である
のはその言葉が新しい世代に再生され再利用されるようになる以前のことであ
り、そして彼女がブッチネスに同一化したのはレズビアン・フェミニズムが
ブッチ–フェムを逸脱した、流行遅れの、奇怪なカテゴリーとみなしていた時
期のことである」（ ）。

さて、ニュートンは『マザー・キャンプ』のなかでドラァグを論じながら、

ジェンダーを一種の「行為／パフォーマンス」として記述している。「ドラァ
グ・システムの効果は、性別役割を一般にそれらを規定すると考えられている
もの、つまり解剖学的な性差（ ）から解き放つようにねじ曲げることであ
る。ゲイの人々が知っているのは、性別に分類された振る舞いは達成されうる
ものである〔……〕ということである」（ ）。この「達成

3 3

されうる
3 3 3 3

（ ）」という言い方は、性別に分類される行為が解剖
学的な事実によって決定されているということではなく、それが上手くなされ
れば別の性別のひとにでも「達成されうる」可能性を示唆している。そして、

このことはその反対のこと、すなわち、セックスに「自然に適合している」と
思われている振る舞いも、解剖学的な事実に由来するのではなく、うまく「な
されている」にすぎないということを意味するだろう。「もしも性別役割の振
る舞いが『誤った』性差をもつものによって達成されうるなら、それは論理的
に、その振る舞いが『正しい』性差をもつものによっても、遺伝的に相続され



るのではなく、達成されうるものであるということを示している」（

）。

このように、ニュートンはジェンダーの「行為／パフォーマンス」をセック
スから切り離す。ジェンダーが「行為／パフォーマンス」であるということ
は、それが「正しい」セックスをもつ者であれ「誤った」セックスをもつ者で
あれ、ジェンダーを「達成」するためには模倣的なパフォーマンスを反復しな
ければならないことを意味する。まさにドラァグが実演してみせるのは、あら
ゆるジェンダー、自然に適合しているように見えるジェンダーでさえ、それが
一連の行為であり、ドラァグと同様の「ものまね（ ）」の構造を
有していることなのである。バトラーは『ジェンダー・トラブル』でニュー
トンに言及した箇所で次のように述べている。「ジェンダーを模倣することに
よって、ドラァグはジェンダーの偶然性だけでなく、ジェンダーそれ自体が模
倣の構造をもつものであることを明らかにする」（ ）。

ここまでの議論を整理しよう。『ジェンダー・トラブル』とその周辺におけ
るバトラーのパフォーマティヴィティ理論はまず「ボーヴォワールの再記述」

として押さえることができた。ボーヴォワールはジェンダーを「生成」や「歴
史的状況」として捉えた。それはセックスのような自然的本質を前提にしな
い「行為としてのジェンダー」の理論を切り開くものだった。バトラーはこの
ようなボーヴォワールの思想を、ターナーの「社会的パフォーマンス」、ジェ
ンダーの非対称性が異性愛規範と不即不離の関係にあることを洞察したルービ
ンの研究、セックスが異性愛を自然なものとして強制する政治的カテゴリー
であるとしたウィティッグの理論、ドラァグの人類学的研究を通してジェン
ダー・パフォーマンスをセックスから切り離すニュートンの研究と結びつけ
ることで、よりラディカルに「ジェンダーの非自然化」を推し進めたのであ
る。 「ジェンダーがパフォーマティヴである」ということは、一方でジェン
ダーが「模倣」の構造をもつという意味で「演劇的（ ）」であり、他
方でジェンダーの「模倣」がなんらかの「起源」や「本質」を模倣するので
はなく、そのパフォーマンス自体が模倣の対象を生み出すという意味で「非
参照的＝遂行的（ ）」であるということである。バトラーのパ
フォーマティヴィティ理論は、このようにジェンダーを非自然化することを通
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してジェンダー規範の暴力によって「偽物」や「コピー」として蔑まれるマイ
ノリティが生きる隙間を拡げる試みなのである。

6 おわりに
本稿では、バトラーのジェンダー・パフォーマティヴィティを学説史的に検

討してきた。オースティン以降の（脱構築の解釈を含めた）言語行為論がバト
ラーの理論形成に与えた影響を認めつつ、しかし、先行研究ではあまり着目さ
れてこなかった系譜にとくに焦点を当てた。結果的に、ジェンダー・パフォー
マティヴィティを、まさにバトラーの「オリジナルな」概念としてというより
は、様々な理論や研究の歴史的な接点において形成されたものとして描くこ
とになったといえるかもしれない。そこで結論に代えて最後に触れたいのが、

年代後半から 年代前半にかけてバトラーがジェンダー・パフォーマティ
ヴィティを理論化したまさにその時代の政治的状況である。

折しも、バトラーがジェンダー・パフォーマティヴィティを理論化した時期
は、エイズ・アクティヴィズムのアクト・アップ、そこから派生したクィア・

ネーションが「ダイ・イン」や「キス・イン」のようなパフォーマンスを政治
的に活用した時期でもあった。『ジェンダー・トラブル』がクィア・ムーヴメ
ントのうねりのなかで理論化されていったのであれば、バトラーのパフォーマ
ティヴィティ理論には当時の社会運動との同時代性を見出すことができるだろ
う。 『ジェンダー・トラブル』出版から 年以上経た今、改めてその歴史
的背景を注視する意義は決して小さくないはずである。本稿ではそのような歴
史的考察を「学説史」に限定して行ったが、フェミニストやクィアの理論家、

研究者たちとのある種の「共闘」によってバトラーのパフォーマティヴィティ
理論が形成されたという事実に非常に励まされたことを最後に記して筆を擱く
ことにしたい。



Footnotes
本稿では『問題なのは身体だ』（ ）以降のテクストを主要な考察の対象には据え
ない。さらにいえば、オースティン以降のパフォーマティヴィティ理論には言及しな
い。言語行為理論とバトラーの理論との関係に関しては別の機会に論じることにし
たい。

年代のバトラーと現象学的身体論の関係に関しては、拙論（ ）を参照。

ウィティッグを後者の視点から読むバトラーの論考として
GLQ

がある。この論考にはバトラーがウィティッグを知った経緯も説明されていて興味
深い。

ここでセックスとセクシュアリティの因果論を転倒させたフーコーの『性の歴史Ⅰ
――知への意志』に言及すべきだが、この点に関しては以下で考察したのでくり返さ
ない。拙論（ ）を参照。

本稿ではバトラーのパフォーマティヴィティに連なる理論的系譜を強調するあまり、

言及した各論者それぞれの議論をやや平板化したきらいがある。各論者間の差異につ
いては今後の課題としたい。

もちろん、現代を生きる私たちが過去のクィア・ポリティクスの政治的パフォーマン
スを手放しに称揚するわけにはいかない。クィアのパフォーマンスがその政治性を
脱色された上でネオリベラリズムに取り込まれている状況については、清水（ ）

を参照。
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「ジェンダー・セクシュアリティ研究レインボー賞」は、本学における優れ
たジェンダー・セクシュアリティ研究の学位論文（学士・修士または博士論
文）に授与されます。この賞は、ジェンダー研究センターの創設者・田中かず
子教授（ 年退官）により開設されました。

年度には第一号の受賞論文として、樋口優也さんの学士論文『日本の
・やおい批評の諸相』が選ばれました。社会現象としての または、やお

い（ヤオイとも書く）の研究はすでに約 年の歴史を持ちますが、蓄積され
た成果を、ジェンダー・セクシュアリティ研究の視点から系統的に整理し、批
評する（いわば批評を批評する）論文は稀だと言えます。樋口さんは文学の手
法を使いながら、高度に学術的な言語で ・やおい批評の諸相を描き出しまし
た。その論文要旨を以下にご紹介します。

加藤恵津子（編集委員長）



AY2015 Rainbow Award for Gender Sexuality Studies (RAGSS) Recipient 
Various Phases of BL/Yaoi Critique in Japan (Abstract) 

Yuya HIGUCHI



2015 年度　ジェンダー・セクシュアリティ研究レインボー賞受賞論文
CGS Rainbow Award

『日本のBL・やおい批評の諸相』論文要旨
樋口優也

ヤオイまたは とは女性による女性のための男性間の恋愛や性を描いた漫
画や小説のジャンルの名称である。ヤオイ研究は 年代末に始まり、今で
はヤオイに関する論考は着実に蓄積している。しかし先行研究の批判的検討が
不足しているとの声が研究者の間から上がっていた。そこで本論文では今まで
のヤオイ論を整理することでヤオイについての批評的な言説の流れを概観し、

・ヤオイの学術的分析を取り巻く現在の状況を明らかにすることを試みた。

主要な先行研究を調査した結果、今までの研究ではヤオイの発端や発展を辿
る系譜学的研究と、ヤオイの性質や特徴を分析する批評的研究と主に 種類が
存在していることが分かった。系譜学的先行研究によるとヤオイは 年代
に生まれた少年愛マンガに端を発し、その後アニメ同人誌の隆盛と共に発展し
やがて商業誌で同様の内容を扱う というジャンルが成立した。

批評的研究は主に女性がヤオイを好む心理的原因を探求する論考と、女性に
とってヤオイが果たす社会的機能を考察する研究があった。

これらに加えてヤオイはゲイ差別表現だとする議論「やおい論争」が
年代にあった。これを機にヤオイ作品にみられるゲイ差別的な表現についての
問題意識が指摘され、「やおい論争」は従来のヤオイ論には薄かったセクシュ
アリティへの関心が高まるきっかけとなった。

全体を通してヤオイ研究はヤオイを単なる一部の女性の趣味嗜好の問題では
なく、男性中心社会における女性の社会的抑圧の問題、そして家父長的ジェン
ダー規範に対抗する女性の性的主体性の問題と絡めて論じてきた。そしてその
後ヤオイが内包するホモフォビアに主眼を置く議論が現れ、ジェンダーではな
くセクシュアリティによる抑圧の問題もヤオイ論は射程範囲とするようになっ
た。その結果現在のヤオイに関わる人々・事象の分析はジェンダー・セクシュ
アリティの両方を軸としている。
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トークセッション：みんなで語ろう！ 大学での妊娠・出産・子育て
Talk session: Let’s Talk about Pregnancy, Childbirth, and

Parenting on Campus!

報告：第5回　みんなで語ろう！ 大学での妊娠・出産・子育て
コーディネイター：生駒夏美 

国際基督教大学

年 月 日に開催された今回の座談会は、託児所をめぐる動きに進捗
が見られない手詰まり感がある中での開催となった。そんな中で参加してくだ
さった皆様には感謝申し上げたい。東農大で女性研究者支援に携わっておられ
る方、また 月に出産した教員や、 月に出産した大学院生も参加してくだ
さった。大学院生も教員も、保育園を見つけられずに大変苦労している最中
で、大学での託児所の必要性を強く感じているとのことだった。特に大学院生
にとっては状況が厳しいことが伺えた。日本の保育園は働いている親を前提と
しているため、学生には高いポイントが与えられない。保育園が不足し待機児
童が増加している現状で、フルポイントがもらえない学生が入園できる見込み
は非常に低いと言わざるを得ない。しかし、現実には学生や大学院生であって
も妊娠出産をすることはある。また、この大学院生の場合、日本人でないこと
も大きなハンデになっていることが伺えた。保育園の申請書類は複雑で、日本
語が堪能であっても手こずる。まして海外からの留学生であれば、なかなか
ハードルが高い。窓口での交渉も難しいだろう。日本の保育政策の不備はもち
ろんであるが、彼女たちが大学に託児所がないために教育を受けられなかった
り、研究を続けられないのであれば、それは大学側が彼女たちの教育・研究の
権利を奪ってしまっていると言えるのではないだろうか。

キャンパスでの託児施設の建設は、なかなか状況に進展がない。色々な事情
が絡まって、大学側もなかなか動けないでいるようだ。しかし赤ん坊がいる身
にとっては、今この時、この瞬間が必要な時なのである。特に学生や大学院生
にとってみれば、 年先 年先に託児施設ができても役には立たない。保育
してくれるところがなくて、困窮しているこの今をなんとかしてもらいたいの
である。

そんな切実な声を受けて、私たちは学長と三鷹市長と メンバーとの座談
会を企画した。待機児童問題と大学での保育や介護の問題を、地域に位置付け
て考えたいと思ったのだ。また上述の教員や大学院生らも参加することで、実



際に目の前で困っている人の声を届けたいとの思いもあった。

残念ながら三鷹市長のスケジュールの関係でこの座談会は実現しなかったが、

日比谷学長と メンバーとの会談を実現した。これについてはニューズレ
ターで報告がされているのでぜひご覧いただきたい。その中で、日比谷学長は
いずれは必ず託児施設をと語っている。また最近では、大規模な託児施設はま
だ難しいけれども、小規模保育なら始められるのではないかという話も起こっ
ている。遅々とした歩みながら、少しずつ事態は動いているのだと思いたい。

女性の社会進出がなかなか進まない要因の一つは、介護や育児のケア労働が
女性に押し付けられていることにある。その結果、有償でこれらのケア労働に
関わる人たちの賃金も低く抑えられてしまっている。様々な日本のジェンダー
の問題がこの「保育」の問題に露呈している。せめて、ジェンダーを教える大
学として、保育の設備くらいは持たせてほしい。市民ベースでの育児モデルが
機能していない現状を、せめて共同体ベースでのサポートで補うことが望まれ
る。 ではその実現のために、今後も地道に活動を続けていくつもりである。



トークセッション：みんなで語ろう！ 大学での妊娠・出産・子育て
Talk session: Let’s Talk about Pregnancy, Childbirth, and

Parenting on Campus!

Report: Let’s Talk about Pregnancy, Childbirth,  
and Parenting on Campus! #5
Coordinator: Natsumi IKOMA 

International Christian University
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2016年度多摩ジェンダー教育ネットワーク　第25–26回会合
および2017年度からのメーリングリスト化について

加藤恵津子

「多摩ジェンダー教育ネットワーク」のこれまで
「多摩ジェンダー教育ネットワーク」は、 年 月に発足した、多摩地

区の大学でジェンダー教育に携わる人々の「人間関係」です。

ジェンダー関連科目はあっても、ジェンダー教育がプログラムや専攻として
制度化しにくい日本の諸大学にあって、その教育者は孤立しがちです。当ネッ
トワークはそのような人々をつなぎ、経験、スキル、直面している問題点を分
かち合うことで互いをエンパワーすべく始まりました。

これには「顔の見える」関係づくりが重要と考え、行き来のしやすい多摩
地区の大学教員を中心メンバーとしてきましたが、「越境」参加者、大学院
生、 等の活動家、自治体職員（ 年度より多摩市男女共同参画担当の
方々）、出版社の方など、ジェンダー・セクシュアリティ教育・研究に関心の
ある様々な方にもご参加いただいてきました。

会合は ～ か月に一回、平日の夜 ～ 時、多摩地区の諸大学および
女性センター（京王線　聖蹟桜ヶ丘駅前）で持ち回りで開催し、メン

バーによる教育・研究実践の報告の他、年間テーマに基づき、外部講師による
レクチャーも行ってきました。

2017年度以降
発足から 年が経過し、一定の役割を果たした当ネットワークは、 年

月以降、定例会形式を終了し、メーリングリスト上の団体へと移行します。こ
れにより「総」方向的な情報・意見交換の場、あるいは会合呼びかけの場とし
て、新たに出発いたします。

以下は、現在の形式の団体としての最後のご報告となります。

世話人（2016度現在）：
　　石川照子（大妻女子大学比較文化学部）



　　加藤恵津子（国際基督教大学ジェンダー研究センター）

　　稲本万里子（恵泉女学園大学）

事務担当：松﨑実穂（国際基督教大学ジェンダー研究センター 研究所助手）

報告 
〈第25回会合〉
日　時： 年 月 日（木）

テーマ：「学生による『デート 』啓発を支援する：早稲田大学の試み」

発表者：兵藤智佳（早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター（ ）

准教授）、湯山秀平（早稲田大学卒業生）

場　所： 女性センター
出席者： 名
「グローバルヘルス」と題する講義を通して、学生に自発的にジェンダー問

題を考えさせる兵藤氏、元教え子の湯山氏より、男子を 被害者とする啓発
ビデオを学生が作製・発表したケースを紹介していただきました。湯山氏から
は、プロジェクトに関わった元学生としての自省的な成長感、兵藤氏からは

「男子学生が自分の気持ちを語れる場をまず設けたい」との実感が語られまし
た。「男子が 被害者」という盲点的なケースを取り上げる意義に加え、男
子が女子に共感できるようになるプロセスは斬新で、参加者からは熱心な質問
が相次ぎました。

〈第26回会合〉
日　時： 年 月 日（木）

テーマ：「多様な性にとって真に安心・安全なキャンパスとは」

発表者：生駒夏美（国際基督教大学）、続いて自由討論
場　所：国際基督教大学
出席者： 名

年夏に報道された、一橋大学での性的マイノリティ学生逝去を受けた
報告、および座談会。日本の大学の中央集権化が進み、ジェンダー研究がます
ます周辺化される中、あらゆる性的背景をもつ学生が自己肯定感を持てるキャ



報告：多摩ジェンダー教育ネットワーク　第 25-26 回会合
Report: From the 25th-26th Meetings of the Tama Gender Education Network

ンパス環境、居場所づくり、関連部署の連携は、ますます実現から遠ざかって
います。教職員が主体となり、大学が、学生にとって「毎日どう闘って生き抜
いていくか、見せてくれる人に出会える場」となれないだろうか。諸大学・団
体の事例や取り組みからヒントを探る、熱い議論となりました。 月以降の当
ネットワークのあり方についても広く討論しました。

＊＊＊

これまで無報酬で講師をお引き受けくださった皆さま、参加者の皆さまを始
め、ご関心をお寄せくださったすべての皆さまに心より御礼申し上げます。



From 25th to 26th Meetings  
of the Tama Gender Education Network 2016 

And Its Transformation in 2017
Etsuko KATO

Organizers (as of 2016):

Clerical Staff: 
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2016年度ジェンダー研究センター（CGS）活動報告

■春学期
月 日（火）・ 日（水）・ 日（木）

オープンセンター・ 説明会開催

月 日（金）～春学期読書会開催
『現代思想』 年 月号、「特集 日本と世界のリアル」

担当者：皆川勇太（ 学部生）

日　時： 月 日～（隔週金曜日）

『「慰安婦」・強制・性奴隷―あなたの疑問に答えます： 』

編：日本軍「慰安婦」問題 サイト制作委員会
担当者：羽生有希（東京大学大学院 研究所助手）

日　時： 月 日～（毎週月曜日）

月 日（土）

国際基督教大学ジェンダー研究センター共催 活動報告会
お空に虹をかけるまで：青森の地域におけるジェンダー・セクシュアリティ拠
点活動の 年間を振り返って
登壇者：岡田実穂（ 代表、 共同経営者）

　　　　宇佐美翔子（ 理事、 共同経営者）

司　会：加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員、 事務局担当）

共　催： 国際基督教大学ジェンダー研究センター
場　所：国際基督教大学　ダイアログハウス 国際会議室

月 日（金）

第 回　ふわカフェ開催
場　所：ジェンダー研究センター
世話人：リンジー・モリソン（ 大学院博士後期課程 研究所助手）、

加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）



月 日（月）

第 回　ふわカフェ開催
場　所：ジェンダー研究センター
世話人：リンジー・モリソン（ 大学院博士後期課程 研究所助手）、

羽生有希（東京大学大学院 研究所助手）

月 日（木）

「多摩ジェンダー教育ネットワーク」第 回会合
場　所： 女性センター

月 日（月）～ 月 日（土）

第 回 イベント週間

月 日（月）～ 月 日（土）

パネル展「ふわりんといっしょ」

場　所：国際基督教大学　本館 階ラウンジスペース

月 日（月）

オープニングイベント　特別講演会
国際法から考える同性婚 同性パートナーシップ制度
講　師：谷口洋幸（高岡法科大学准教授）

場　所：国際基督教大学　本館

月 日（水）

ミニワークショップ：いっしょにつくろう！「やれることリスト 」

司　会：樋口優也（一橋大学大学院博士前期課程 研究所助手）、

加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）

場　所：国際基督教大学　本館
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月 日（月）

第 回　すみれカフェ
場　所：ジェンダー研究センター
すみれカフェ世話人：佐藤真依子（ すみれネットワーク有志学生）、

加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）

月 日（火）

特別講演会： 家族と友人にできること
講　師：小林りょう子（ 法人「 の家族と友人をつなぐ会」東京理事）

司会・コーディネーター：

　　　　松田英亮（ 学部生）、

加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）

場　所：国際基督教大学　本館

月 日（木）

第 回　ふわカフェ開催
場　所：ジェンダー研究センター
世話人：リンジー・モリソン（ 大学院博士後期課程 研究所助手）、

シュテファン・ヴューラー（東京大学大学院博士後期課程 研究
所助手）

月 日（金）

研究成果発表会：問題なのは社会 制度的構造だ ―日本における性
的マイノリティと収入の探索的分析
発　表：平森大規（ワシントン大学大学院博士前期課程 研究メンバー）

場　所：国際基督教大学　本館 号室

月 日（金）

ふわっとジョブカフェ
主　催：ジェンダー研究センター



宣伝協力：就職相談グループ
世話人：加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）ほか
場　所：国際基督教大学　ジェンダー研究センター

月 日（土）

主催同窓会：第 回
場　所：国際基督教大学　アラムナイハウス ラウンジ

月 日（日）

職場環境アンケート報告会「データを職場環境改善のチカラに 東京
」

共　催：特定非営利活動法人虹色ダイバーシティ、武蔵野市男女共同参画週間
事業実行委員会・武蔵野市、国際基督教大学ジェンダー研究センター

会　場：武蔵野プレイス フォーラム
司会進行：村木真紀（特定非営利活動法人虹色ダイバーシティ代表）

データ解説：平森大規（ワシントン大学大学院社会学研究科博士前期課程、

国際基督教大学ジェンダー研究センター研究メンバー）

トークゲスト：

　　　　石田仁（日工組社会安全研究財団研究員、成蹊大学非常勤講師）

　　　　永野靖（永野・山下法律事務所弁護士）

■秋学期
月 日（火）

第 回　ふわカフェ開催
場　所：ジェンダー研究センター
世話人：リンジー・モリソン（ 大学院博士後期課程 研究所助手）、

加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）

月 日（水）・ 日（木）

オープンセンター・ 説明会開催
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月 日（月）～秋学期読書会 開催
関連文献講読：『キャンパス・セクシュアル・ハラスメント対応ガイド―あな

たにできること、あなたがすべきこと』

著：沼崎一郎
担当者：羽生有希（東京大学大学院博士課程 研究所助手）

日　時： 月 日～（毎週月曜日）

月 日（月）

国際基督教大学ジェンダー研究センター オープンレクチャー
男は生産・技術、女は後始末？―原爆と原発のあいだ―

講　師：加納実紀代（女性史・ジェンダー史研究者）

司会・コーディネーター：加藤恵津子（ 副センター長）

場　所：国際基督教大学　本館 号室

月 日（木）～ 月 日（木）

ランチライムレクチャー ：クィア理論入門―女の運動とフェミニズム理
論から

第 回 月 日（木）

クィア「前史」？：女の運動とクィアムーブメント（佐々木）

第 回 月 日（木）

と女のからだ：あやうさの（再）編成（佐々木）

第 回 月 日（木）

フェミニズム哲学とクィア理論― バトラーの作り方（羽生）

第 回 月 日（木）

クィアの称揚の影で：見えない差異、見落とされる差異（佐々木）

第 回 月 日（木）

「男たちの間」にあるもの：家父長制批判としてのクィア読解（羽生）

第 回 月 日（木）

アンハッピー・クィア：「幸せ」の枠組みを問い直す（佐々木）

第 回 月 日（木）



ホモナショナリズム：危機と特権のボディ・ポリティック（羽生）

講　師：佐々木裕子（東京大学大学院博士後期課程 研究所助手）、

羽生有希（東京大学大学院博士後期課程 研究所助手）

場　所：国際基督教大学　第一教育研究棟（ ）

月 日（木）

「多摩ジェンダー教育ネットワーク」第 回会合
場　所：国際基督教大学

月 日（土）

（ ） シンポジウム
〈わたし〉の戦後責任を再考する ――フェミニズム、植民地主義批判、哲学の
視座から
登壇者：菊地夏野（名古屋市立大学准教授）

　　　　岡野八代（同志社大学教授）

　　　　高橋哲哉（東京大学教授）

司会、コーディネーター：

　　　　羽生有希（東京大学大学院博士後期課程 研究所助手）

場　所：国際基督教大学　本館 号室

月 日（火）

ジェンダー研究センター オープンレクチャー
依存症からの回復は〈わたしたち〉が作る。̶ナルコティクス アノニマスの
実践
ゲストスピーカー： 広報委員会
場　所：国際基督教大学　本館 号室

月 日（月）

第 回　ふわカフェ開催
場　所：ジェンダー研究センター
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世話人：リンジー・モリソン（ 大学院博士後期課程 研究所助手）、

羽生有希（東京大学大学院博士後期課程 研究所助手）

月 日（水）

第 回　すみれカフェ
場　所：ジェンダー研究センター
すみれカフェ世話人：佐藤真依子（ すみれネットワーク有志学生）、

加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）

月 日（木）

第 回　ふわカフェ
場　所：ジェンダー研究センター
世話人：リンジー・モリソン（ 大学院博士後期課程 研究所助手）、

シュテファン・ヴューラー（東京大学大学院博士後期課程 研究
所助手）

月 日（土）

ジェンダー研究センター・キリスト教と文化研究所 共同企画シンポジウム
文学・芸術における境界に生きるものたち
登壇者：榎本眞理子（恵泉女学園大学特任教授）

　　　　佐野好則（国際基督教大学教授）

　　　　クリストファー・サイモンズ（国際基督教大学上級准教授 所員）

　　　　生駒夏美（国際基督教大学教授 センター長）

　　　　加藤ダニエラ（京都工芸繊維大学准教授）

　　　　村井まや子（神奈川大学教授）

　　　　茂呂宗仁（国際基督教大学修士課程）

　　　　洪毓謙（東京大学大学院修士課程 研究員）

　　　　オリヴィエ・アムール マヤール（助教）

司　会：生駒夏美
場　所：国際基督教大学　本館 号室



■冬学期
月 日（火）～　冬学期読書会開催
『 ジェンダーって何？』

編：

担当者：皆川勇太（ 学部生）

日　時： 月 日～（毎週火曜日）

The Twilight of Equality?
著：リサ・ドゥガン
担当者：佐藤清香（ 学部生）

日　時： 月 日～（毎週水曜日）

月 日（火）

第 回　ふわカフェ開催
場　所：ジェンダー研究センター
世話人：リンジー・モリソン（ 大学院博士後期課程 研究所助手）、

加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）

月 日（水）

第 回　ふわカフェ開催
場　所：ジェンダー研究センター
世話人：リンジー・モリソン（ 大学院博士後期課程 研究所助手）、

加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）

月 日（火）

トークセッション「みんなで語ろう！大学での妊娠・出産・子育て 」

コーディネーター：生駒夏美（国際基督教大学教授 センター長）

場　所：国際基督教大学　 会議室

月 日（月）

第 回　ふわカフェ開催
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場　所：ジェンダー研究センター
世話人：リンジー・モリソン（ 大学院博士後期課程 研究所助手）、

加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）

月 日（水）

すみれネットワーク　ワークショップ
デート ―心のケアと回復
講　師：高山直子（ 法人サポートハウスじょむ　カウンセラー）

場　所：国際基督教大学　本館 号室

月 日（金）

第 回　すみれカフェ
場　所：ジェンダー研究センター
すみれカフェ世話人：佐藤真依子（ すみれネットワーク有志学生）、

加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）

月 日（火）

（ ） 　 卒業論文発表会
場　所：国際基督教大学　ジェンダー研究センター

月 日（土）

（ ） 　公開討論会
喪とクィア ―死の抽象化への反抗
登壇者：堀江有里（国際基督教大学、立命館大学ほか非常勤講師 信仰とセク

シュアリティを考えるキリスト者の会（ ）代表 日本基督教団
牧師）

　　　　清水晶子（東京大学大学院総合文化研究科准教授）

司会・コーディネーター：

　　　　井芹真紀子（東京大学大学院博士後期課程 研究所助手）

場　所：国際基督教大学　第一教育研究棟（ ） 階 号室



月 日（土）

（ ）

第 回　みたかジェンダー・セクシュアリティ映画祭
上映作品 ：『すべすべの秘法 』

監督：今泉浩一
原作：たかさきけいいち
トークゲスト：今泉浩一（監督）、たかさきけいいち（原作）

司会・コーディネーター：

　　　　　　　加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）

上映作品 ：『 ―祝福―』

監督：崟利子
トークゲスト：崟利子（監督）

司会・コーディネーター：東志保（国際基督教大学非常勤教員）

クロストーク：今泉浩一、たかさきけいいち、崟利子
クロストーク司会：東志保、加藤悠二
場　所：国際基督教大学　

月 日（日）

（ ） シンポジウム
映像と性の政治 ―映画とその上映の実践から
登壇者：斉藤綾子（明治学院大学 教授）

　　　　中山良子（大阪大学 文学研究科招聘研究員）

　　　　久保豊（京都大学大学院人間・環境学研究科博士後期課程）

　　　　菅野優香（同志社大学大学院グローバル・スタディーズ研究科准教
授）

　　　　福永玄弥（東京大学大学院 総合文化研究科博士後期課程）

　　　　于寧（東京大学大学院 総合文化研究科博士後期課程）

企画・司会：ヴューラー・シュテファン（東京大学大学院博士後期課程
研究所助手）

場　所：国際基督教大学　ダイアログハウス 国際会議室
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月 日（火）

第 回　ふわカフェ開催
場　所：ジェンダー研究センター
世話人：リンジー・モリソン（ 大学院博士後期課程 研究所助手）、

加藤悠二（国際基督教大学嘱託職員 事務局担当）

月 ニューズレター　 号発刊
ジャーナル『ジェンダー セクシュアリティ』第 号発刊

注
公式ウェブサイト「 」、ツイッター公式アカウント、

では随時、情報を更新しています。

ニューズレター、 ジャーナル『ジェンダー セクシュアリティ』は
「 」でダウンロードできます。



AY 2016 Activity Report, ICU Center for Gender Studies (CGS)

■Spring Term

Gendai Shisou

‘Ianfu’, Kyousei, Seidorei-Anata no Gimon ni kotaemasu: Q&A
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■Autumn Term

Campus Sexual Harassment taiou Guide-Anatani dekirukoto, Anataga 
subekikoto
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■Winter Term

X Gender tte Nani?

The Twilight of Equality?
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The Secret to My Silky Skin



Blessed
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Gender and Sexuality

Note: 



2017年度ジェンダー研究センター（CGS）活動予定

オープンセンター（兼pGSS説明会）
日時： 年 月
場所：ジェンダー研究センター

春学期読書会
日時： 年 月～ 月
場所：ジェンダー研究センター

第41回　ふわカフェ
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

第42回　ふわカフェ
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

第5回　R-Weeks開催
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

第43回　ふわカフェ
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

オープンセンター（兼pGSS・GSS説明会）
日時： 年 月
場所：ジェンダー研究センター



2017 年度 CGS 活動予定
CGS Activity Schedule AY2017

第44回　ふわカフェ
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

秋学期読書会
日時： 年 月～ 月
場所：ジェンダー研究センター

第45回　ふわカフェ
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

第46回　ふわカフェ
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

冬学期読書会
日時： 年 月～ 年 月
場所：ジェンダー研究センター

第47回　ふわカフェ
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

第48回　ふわカフェ
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

第7回　CGS映画祭
日時： 年 月



場所：国際基督教大学

トークセッション「みんなで語ろう！大学での妊娠・出産・子育て #7」
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

第49回　ふわカフェ
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

CGS, pGSS卒論発表会
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

若手研究者による研究ワークショップ（YoRAP）
日時： 年 月
場所：国際基督教大学

CGSジャーナル『ジェンダー&セクシュアリティ』第13号
発刊予定： 年 月

注
公式ウェブサイト「 」、ツイッター公式アカウント、

では随時、情報を更新しています。

ニューズレター、 ジャーナル『ジェンダー セクシュアリティ』は
「 」でダウンロードできます。



2017 年度 CGS 活動予定
CGS Activity Schedule AY2017

AY 2017 CGS Activity Schedule

Open Center

Spring Term Reading Groups

Fuwa Café #41

Fuwa Café #42

R-weeks project #5

Fuwa Café #43

Open Center



Fuwa Café #44

Autumn Term Reading Groups

Fuwa Café #45

Fuwa Café #46

Winter Term Reading Groups

Fuwa Café #47

Fuwa Café #48

CGS Film Festival #7



2017 年度 CGS 活動予定
CGS Activity Schedule AY2017

Talk session: Let’s talk about Pregnancy, Childbirth and Parenting on 
Campus #7

Fuwa Café #49

CGS, pGSS Senior thesis presentation

Research Workshop by Young Researchers (YoRAP)

CGS Journal Gender and Sexuality Vol. 13 
8

Note: 



執筆者紹介
Author profiles

生駒 夏美
国際基督教大学　教養学部　教授
専門：ジェンダー、ヨーロッパ文学、文学一般

クリストファー・サイモンズ
国際基督教大学　教養学部　上級准教授
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.  

 

 

大木 龍之介
名古屋大学大学院　国際言語文化研究科　国際多元文化専攻　博士後期課程
専門：ジェンダー論、精神分析

 

.  

 

藤高 和輝
大阪大学大学院　人間科学研究科　博士後期課程
専門：フェミニスト哲学

福永 玄弥
東京大学大学院　総合文化研究科　国際社会科学専攻　博士後期課程

専門：社会学、クィア･スタディーズ
Genya FUKUNAGA
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ICUジェンダー研究所ジャーナル
『ジェンダー&セクシュアリティ』

第13号投稿規定
2017年3月現在

）ジャーナル概要
『ジェンダー セクシュアリティ』は、国際基督教大学ジェンダー研究セン
ターが年一回発行するジェンダー・セクシュアリティ研究分野の学術誌であ
る。研究部門では、ジェンダー・セクシュアリティ研究における実証的研究や
理論的考察に関する論文（綿密な学術的研究と、独創的な考察から成る、学術
界に広く貢献しうる論考）、研究ノート（学術的研究・考察の途上にあって、

学術界に広く貢献しうる論考）を掲載する。フィールド部門では、活動家によ
るケーススタディ、組織・国内・国際レベルにおけるジェンダー関連活動に関
するフィールドレポート（様々な領域の専門家、および研究者が、日々の実践
の中から現状の一側面を報告するもの）を掲載する。書評部門では、ジェン
ダー・セクシュアリティに関連する近刊書の書評を掲載する。

）第 号発行日： 年 月

）第 号論文投稿締切： 年 月 日（木）消印有効

）原稿提出先：国際基督教大学　ジェンダー研究センター　編集委員会
郵送：〒 　東京都三鷹市大沢 　
メール：

）応募要綱

）原稿
・本誌に投稿される原稿は、全文あるいは主要部分において未発表であり、他
誌へ投稿されていないものとする。



付記
Notes

・使用言語は日本語または英語に限る。

・原稿の様式は、

（ 年発行第 版）の様式に従うこと。様式が異なる場合は、内容の如何に
関わらず受理しない場合がある。見本が必要な場合は、 ホームページ上の
過去のジャーナル（以下 ）を参照するか、 に問い合わせること。

（日本語）

・第一言語でない言語を使用して論文および要旨を執筆する場合は、投稿前に
必ずネイティブ・チェックを通すこと。書かれた論文および要旨に文法的な問題
が見られるなど不備が目立つ場合は、その理由により不採用になる場合がある。

・姓名・所属・専門分野・ メール・住所・電話および 番号は別紙に記載
する（姓名・所属・専門分野は、日本語と英語で記載すること）。審査過程に
おける匿名性を守るため、原稿の他の部分では執筆者氏名は一切伏せること。

・原稿料の支払い、掲載料の徴収は行なわない。

・本誌が国際的に発表される学術誌であることを踏まえたうえで原稿を執筆す
ること。

・本規定に沿わない原稿は、改訂を求めて返却されることがある。

）研究部門（研究論文・研究ノート）

・研究論文は、図表、図版、参考文献および注なども含めて日本語で
字、英語の場合は の長さとする。

・研究ノートは、図表、図版、参考文献および注なども含めて日本語で
字以内、英語で 以内の長さとする。

・タイトルは日本語で最長 字、英語は最長 とする。簡潔明瞭で、

主要なトピックを明示したものであること。

・日本語 英語両言語による要旨および つのキーワードを別紙にて添付する
（日本語は 字以内、英語は 以内）。

・研究論文として投稿されたものに対し、査読の結果などを踏まえ、研究ノー
トとしての掲載を認める場合がある。その場合の文字数の上限は研究論文に準
ずる。



）フィールド部門（フィールドレポート）

・原稿は、図表、図版、参考文献および注なども含めて日本語で 字、

英語で 以内の長さとする。

・タイトルは日本語で最長 字、英語は最長 とする。簡潔明瞭で、

主要なトピックを明示したものであること。

・日本語 英語両言語による要旨および つのキーワードを別紙にて添付する
（日本語は 字以内、英語は 以内）。

・研究論文・研究ノートとして投稿されたものに対し、査読の結果などを踏ま
え、フィールドレポートとしての掲載を認める場合がある。その場合の文字数
の上限は、研究論文・研究ノートに準ずる。

）図表および図版
・図表は別紙で添付し、本文内に取り込まないこと。

・図版は直接印刷に耐える画質のものを添付すること。

・本文中における図表・図版のおおよその位置を原稿上に示すこと。

・画像やイラスト、図表など著作権が著者にないものについては、署名された
掲載使用の許可書を同時に提出すること。

）提出原稿
・原稿は、印刷コピーと電子ファイルの 種類を提出する。

・印刷コピーは、 用紙に印刷したものを上記住所に 部提出する。

・電子ファイルは、 メールに添付して上記アドレスに提出する。

・電子ファイルの保存形式
－できる限り 形式（ファイル名 ）で保存したものを提出
すること。拡張子 の提出は認めない。

－ 形式でのファイル保存が困難である場合は、 形式 ファイル
名 、またはプレーンテキスト形式（ファイル名 ）で保存したものを提
出すること。

－上記以外の形式、特に紙媒体から読み込んだ画像データによる本文及び要旨
の提出は認めない。
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・添付ファイルおよび印刷コピーの内容は、完全に一致したものであること。

・提出された原稿等は返却しない。

）校正
校正用原稿が執筆者に送付された場合、校正のうえ提出期限内に返送するこ
と。その後、文法、句読法などの形式に関する微修正を、編集委員会の権限で
行うことがある。

）審査過程
投稿原稿は編集委員会が指名する審査者によって審査される。審査では独自
性、学術性、論旨の明快さ、重要性および主題のジェンダー・セクシュアリ
ティ研究に対する貢献度が考慮される。原稿の改稿が求められる場合、審査意
見および編集コメントが執筆者に伝えられる。投稿の受理・不受理の最終判断
は編集委員会が下すものとする。

）著作権
投稿を受理された論文の著作権は、他の取り決めが特別になされない限り、国
際基督教大学ジェンダー研究センター編集委員会が保有するものとする。自己
の論文および資料の複製権および使用権に関して、執筆者に対する制限は一切
なされないものとする。

）原稿の複写
原稿が掲載された執筆者には 冊（執筆者が複数いる場合は 冊まで）の該当
誌を贈呈する。なお、それ以上の部数については別途ジェンダー研究センター
に注文することができる。

）購読申込
該当誌の購読の申し込みは メール で受け付ける。

当規定は予告なく改定されることがある。
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編集後記
加藤恵津子

ここに第 2号をお届けできることを嬉しく存じます。年を追うごとに、よ
り多くの論文・研究ノートのご応募があり、編集委員一同感激しております。
また今年度も多くの査読者の方にご協力いただくこととなりました。その適切
かつご丁寧な論評に、心から感謝申し上げます。最終的には招待論文 本、論
文 本を厳選させていただきました。読者の皆様にはぜひお楽しみいただきま
すよう、そして今後とも当ジャーナルをご愛読下さいますよう、よろしくお願
い申し上げます。最後になりましたが、編集・発行作業にあたってくれた
関係者の皆様、今回も本当にありがとうございました。

Postscript from the Editor
Etsuko KATO
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